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技術で創造する

Nat i onal  

松 下 電 工

O Aコンフオートのほか、アンタ. ーカー

ペッ ト配線システムtンマナトラックa、オフ

ィスフアニチャ_ rO Aパ'; i ，; レシステム』

など、トータルに紹介した詳しL、資料を

差 し上げますｾＨ 干 ＵＷ ＱＩ大阪府門真市

門m048 松下屯工 . Ｎｾ ｴ￬ 材事業本部

7 ーケテインク、O A係 tr 06(90811131

あかりカ涜占えると、

テミータカ涜づらい。

ｖｄｔ 表商 ￎｩ こＡ照明力ず ｈｾ り込 ｴｲ ｬＺＮ、画面の背景と文 字の コン

トラストがなくなり、ひじように判読しづらくなりますミすると無

理をしてでも内容をナ読みとろうとし、疲れやすくなりますL

V D T作業用のベース照明こは、ランプを隠し反射板の世! [

度もｬｦｉ ｊλ ｴｾｏａ コンフオートをおすすめします ｯ J映り込みが

消え、匝|斑iの文字や図形がくっきりと見λ るようになりますL

OA専用室に適したCLASS・I、一般事務兼用室に適し

た ｃｌａｓｓＭｉｉ のほか、 ｌ 、まの Ｒ 器具に取り付けるだけで Ｑｊｾ り

込みがなくなるOAフレームなど、多くの品種がそろってL、ま丸

ー般の下面開政型器叫による( /，

t 明り込みの状盟( 写真上) が'OA

ヨンフオート ICLASS. I ) にするニt

f すっきりt解決します..(写真下1.

鱒襲欝饗襲撃割

f =.IIII#'6，蛍光灯器具

O Aコンフ'71- - 1、



4大阪市庁舎新築工事( 第2期) 見学会

( その 2 )  日本建築協会・大阪建築設計監理協会

会共催

大阪府建築士会・大阪建築士事務所協会

大 阪 ・中之島に建設が進められてきました大阪市新庁舎が、まも

なく完成します。

銅板1): き紋 ff 仕上げの屋恨と花筒岩を使ったクラシックな外観は、

その絡調の高さにおいても、まさに大阪を代表する新しいシンボル

の誕生ともいえます。

今回は竣工直前のご繁忙中ですが、大阪市並びに日建設計及び竹

'1' ・銭向処設工・j手企業体ならびに設備工・J q千企業体ほかご関係各祉

の特別のご厚立とご協力により、上記雄築四同体の共催により凡乍

いたすことになりました。

お巾込みは各会の会員に限りますので、ご関係の会へm . 絞めない

ようにおけ l 込み願います。

開 催 日 12月26 日( 村

〔第 1 班・日本建築協会 ・大阪挫築設計監理協会〕

・時 IHj 集合13 : 00→解散14: 30 

〔第 2 班・ 大阪府建築上会 ・大阪主s築 Iτ ・Jc務所協会〕

・時間i 集合15 : 00→解散16: 30 

集 合 場 所 大阪 ・中之島 ・大阪市庁令工事現場、御堂筋側出入口付

近 ・目標会旗

ただし、大阪 地下鉄・御' 主筋線「淀hltft; J 駅 ド 'Ii → -j 書偽[ s1I f ' ) の改札口を: : Bて突き

当たりの時段を上がってＮ淀 ｗｴ 晶を ｾｴ へ波ったすくＡ日 ｉ のおＱｕ ｉｊ

定 員 各班とも 50名( 本会; 却l当25名) ・ 会員に限ります。

参 加 会費 500円( 当日受付でいただきます)

申込方法 会誌発行の都合により屯話にて申込受付をいたします。

ＱＲ 月 ＱＹ 日嗣までに氏名 ・ 勤務先名 Ｎ ｾ主給電話番号 ・ 参加

証送付先 ・及 び111: し名称をお匁l らせ下さい。定貝超過の

場合は抽せんにて決定の1 : 参加証をお送りします。

( 日本建築協会事業深 T E L 06 348 0633)  

建築概要( 大阪市斤舎新築工事・第 2期)

ill 1i1 !也 大阪市北反中之島 l 丁目 3 20 

i I l 祭 主 大 阪 市

設 計 監 理 大阪，li r . J l ，巨額{ 曲局市庁11ill 設 '1も務所、附自在設計

施 工i I l 築 側 竹 中 工 務 院 、 l附銭，¥'H民 共和] 企業体

t江 主L 近倣'irt 会i 工 'I i ( 仰、近畿I . 宜; ( 附 Jt["] 1e1. ; 体

ｾ原工業側、八 ｔ ｦｾＧｬｲｴ 設工業側 共同企業体

q  綱大阪 Ｂｩｒ 気 ｂｾｊｊｊ 側、 ｬ 附 ｍ 研共 ｛Ｇｉｊ 企業体

須賀工業側、山E l I CI J 附 Jt[ ，I] 合生体

換気、衛生( 側三見空調、附西 l五(1'1' 主工1. ; ，青 共 [uJ 企 業 体

ガ ス 大 阪 ガ ス 附

11 除 機 日本オーチスエレベーター( 附

敷 地 lfii 検 12. 815. 62 m'

l l ¥築 lfii flt 2. 568 .48m'  (  3，808. 52m' )  

(  ) 内は l 却i工' ド分

極 床 曲l 械 29. 567. 79m' ( 45. 442. 73m' )  

情itL ・胤快 S R C造 地 下 4 階 地 上 8 階 培11' . 3 階

/.'1i さ .lll: rit 地盤高 S G L  OP + 4 . 3 3 0 m 軒高 S  G  L  +36. 0m 

紋 間 部 商 S  G  L + 5 0 . 5 m ｾ止礎下端 S  G  L - 19. 7- 20. 25m 

外 装外Ｂ，ｾ . /E附石怯り m l ノ ブロン; ( L  JUI 昭和57年 5J J ・b

ffi 似銅線訴さ緑- t - f上げ サ; . . . ' : L H({ 有160年 1211
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大 阪 市 庁 舎 完 成 予 想 図

日本建築協会会告 一一一一一

4第31回工高生デザインコンクール

入選者発表

日本建築協会主催による昭和60年度の標記コンクールの入選者が

下記のとおり決定いたしましたので発表します。

なお、入選作品は次号( 昭和61年 1 月号) に掲載いたします。

・設 計 課 題 郷土資料館

・応 募 校 数 16校

- 応 募 作 品 数 99点

( 順不同)

氏 名
戸f:

校 名 学年

入選・最優秀賞 森 岡 澄 雄 堺 市 立 工 業 高 等 学 校 3 年

入 選 西 川 除 弘 大阪府立西野田工業高等学校 ・定時制 4 年

11 御 山 任 功 群 馬 県 立 桐 生 工 業 高 等 学 校 3 年

11 田 村 美 紀 群 馬 県 立 高 崎 工 業 高 等 学 校 3 年

11 佐 藤 典 子 群馬県立高崎工業高等学校・定時制 4 年

11 箱 田 幸 雄 同 上 4 年

11 小 幡 秀 平 日 群 馬 県 立 前 橋 工 業 高 等 学 校 3 年

11 芝 崎 美 歌 同 上 3 年

M 佐 野 信 二 " 静岡県立絡岡工業高等学校 - 定時制 3 年

佐野信二( 代表者)

3 年

11 大阪吉治 同 上

2 年
刻版共同制作

‘ 日本建築協会企画

「火災安全学入門J ( 岡田光正著)

発刊される

「品色対に火災を起きない建物はない。重要なことは 、出火 ・延 焼 の

確率をできるだけ小さくすることであり、また火災が起っても人的

被害をゼロに押えることである。とくにホテルやデパートのように

不特定の多人数が利用する建物で、火災のために人が死ぬようなこ

とがあってはならないoJ ( はしがさより)

そのためにはどうすればよいか。古くは昭和 7 年 12月16日の白木

屋百貨腐の火災からホテルニュージャパンまで、ビル ・ホテル ・デ

ノマートの火災事例をとりあげ、出火 ・延焼のパターンと人聞の行動

法目IJ を読み取り安全性確保のための手法とモデルを発想するという

形で、読みやすく舎かれています。

田アンドラウスピ Jトー一一本の火栓となって燃えた趨高層ビル

図ジョエルマピ J ト一一179名という大量死をまねいたピル火災

園イノパシオン百貨底一一325名が死亡したベルギーのデパート火災

白白木屋百貨唐一一耐火建築とは言葉だけであった

回大洋デパート 全館ワンルームの危険性

固千日デパート 一一最大の死亡者数を出した緩居ピル

回大然悶ホテル一一空前のホテル火災

園「大庭コーナーJ ピル、ブラウンホテルー一一深夜のホテルから出火しナイトクラ

ブで65名死亡

園菊富士ホテルー- 40年代鰻初のホテル火災

四池之坊満月械一一迷路のようなマンモス旅館

四軍事光ホテル戸一一 3 度つづいた30名死亡の火災

四川治プリンスホテル一一わか' 固では最大の死亡者を出したホテル火災

四ホテル・ニュージャパン一一ー寝タバコから出火して 33名死亡

上記事例は、平面図、立商図、現場写真を織りまぜてビジュアル

にまとめられています。ぜひご購読をおすすめします。学芸出版社

発 行 ・B 6 割J :_217頁、頒価 1500円で す が 、 本 会 事 務 局 で お 求 め の

場合は、 100円引きとなります。

建築と社会/ 1985年12月号 1  



建築縮工管理技士1之怠る庭めの

昭和60年度官級建築工事技術者試験

第二部〈実地誌験〉

ヨ鴎自白自合山 間 困 出

. 受 講 料 ・ 13，000 円 + 購 入 指 定 図 書 代

.:習dE日41・
昭 和61 年 昭 和61 年 昭和61 年

※ 下記の都市に於いても、開催希望者か‘多数になれば追加開催する予定であります。

とりあえず最寄りの開催地へお申込み下さい。

主 催

[ 購 入 指 定 図 書 日 販 売 も し ま す。1

( 定価 2. 500円 送 料500円) J  

佳翠t OmD  & D  G: D C B  c!塞J) 199 等

( 財) 地域開発研究所( 建設省・国土斤認可)

建 築 施 工 管 理 技 術 研 究

. 翠翠，*_1・

A

Q

一

A

干162 東京都新宿区市ヶ谷砂土原町 3 4  ( 生泉市ヶ昔ビル)

T E L  0 3 - 2 6 8 - 8 7 5 1  

( 1) 試 験 実 施 機 関 財団法人建設業振興基金試験研修本部

(2)受験願書受付期間

( イ) 第一部( 学科試験) 免除者

令詳しい案内書は上記主催団体まで電話またはハガキにてご請求下さい・: ・

昭和 ＶＱ 年 Ｑ 月 ＱＰ 日働 ｾｉ 月 ＲＴ 日制

一級建築士紘験の合格者で 1 i級建築工事技術者試験第一部( 学科試験) の受験

資格を有する者および昭和59年度第一部( 学科絃験) の合格者。

ｩ 一山一格者…ーは Ｑ Ｍ Ｒｾ ＰＩ …のーじ… Ａ
ない場合があります。受験資格の詳細については受験願・あるいは当会のm習 案 内 書 |

を ご 覧 下 さ い。 J

( ロ) 昭和60年度第一部( 学科試験) 合格者 昭和 ＶＱ 年 Ｒ 月 ＲＱ 日 働 ｾＳ 月 Ｗ 自治 ｩ

(3)試 験 日 昭 和61 年 4 月20 日(日)

(4)試 験 地 札幌・仙台・東京・新潟・名古屋・大阪・広島・高松・福岡・那覇

(5 )受 験 願 書 (財)北 海 道 開 発 協 会 ・ (社)東 北 建 設 協 会 ・ (社)営 繕 協 会

販 売 機 開 催)関 東 建 設 弘 済 会 ・ 制 北 陸 建 設 弘 済 会 ・ 俄)中 部 建 設 協 会

倣)近 後 建 設 協 会 ・ 倣)中 国 建 設 弘 済 会 ・ 他)四 国 建 設 弘 済 会

悦) 九 州 建 設 弘 済 会 ・ 制 沖縄県建設業協会

※ 受験願. は昭和60年 12月10日より販売されます。
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Gal l ery - まち・建築・ひと

二の人
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大阪女子短期大学図書館・研究室棟

設 計 監 理 林 設 計 事 務 所

施 工 村 本 建 設

外 i控 磁苦m然変小口タイル、一部御影石ジェ ッ トバーナー仕上げ( レ ッ ドマホガニー)

ii 可証E 焔ｾＢ質タイル貼

1‘  

"" 

• 

点1則自然地より

機 ［ｪｦ ｾ 制 松捻



P島

... 

所 在 地 大 阪 府 藤 井 寺 市 春 日 丘 3 丁 目 8 番 1 号

敷 地 面 積 3日，833 . 154m'

建 築 面 積 1，007 . 694m'  

延 床 面 積 3 ，350 . 998m・

構 造 規 模 S R C、8 1 、4 F 、P 1

工 期 昭 和 59年 5 月~ 昭 和 60年 7 月

最 寄 駅 近 鉄 南 大 阪 線 疎 井 寺 駅

緑のトンネルのキャンパス内道路を通り抜け、

自然池の橋を渡ると、そこには学会と緑に固

まれた空間が開けており、その正面に図書館

・研究室練が位置している 。学舎は起伏のあ

る自然地形を利用して自己資がなされているが、

本建物は学内で最も高い位置にある 。 こうし

た環境の中で地形や樹木等の自然環境を保存

し適合した形を求めて計画を進めた 。

計画建物の東側は自然池に面しておりその周

辺は緑豊かな環境であるため閲覧関係諸室や

自習室を配置し、また西側は既設学舎に近接

しているため開架書庫や付属関係諸室を配置

し、自然環境との融合及び騒音溺! との分離を

はか った。

本施設は図書館、教授研究室、特別教室とい

っ三つの部門から成っている 。 それぞれの機

能を分離する必要から教授研究室、特別教室

へは専用階段を設け W7J 線処理を行 った。

図il } : 館のホールはスキ ップフロアーをもっ l吹

抜空間とし、柔らかな! 弘首; の 1_1
1

にも重厚さを

求めた 。 l次抜昔日のガラススクリーンのほほ中

央; にトームの玄関を配置しているが、 ドーム

には 「友'Ii 'i J というテー7 で三 浦幹子氏によ

るステンドグラス ( ロクレール ) を怖入し建

物全体をつ| き締めるものとした 。

自然池は I也! 杉の低い湿地，市を改修し終11mした

もので、これと合わせて図在館ホール正面に

人工池を計画し、これらを接続するものとし

て幅 16 mのカスケードを設笹した 。 また西↑J ! l J

道路岐界1H1Jへはサンクガーデンを設けること

により、ほぼすべての部屋から紋が望まれる

環境とした 。 このように紋と水と光を取り込

むことに配慮した 。

本箱設は H 皆の束の一角に学生が気 '1確に立ち

寄れる ｉ ｾ ｉ 7勾室を設置している 。 この白河室の

利用が 、ひいては今後の前発な図書館利用に

つながるものと期待している 。

( 中村重人/ 林設計 ・J'; 務 所 )

正[ 而夜 jH
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主な協力業者 (Iffi 不同 )

電買空調噴水 栗原工業 ｫ 阪 ｲｬｩ 北 ＱｾｬｦＱＱＱＱＡｦｬ Ｍ Ｑ Ｈ 車阪急ビル Ｉ T0106- 313- 1  101  

給排水衛生 西国ホーム設備 k 阪 IIf"I(¥市水也299 T.10729 - 41  - 850 1  

金属建具 合冊酎鉄扉製作所 k 阪 rli 鶴見区今津市2- 6- 20 Tc腕 9倒 的 l

石、 L L装置 ヤ ノ シ ゲ 太阪市北区西天満渇 - 8- 2 T.106- 364ー 1051

タ イ ル 上埜タイ J レ {l! l:t M.k制! 日凶 r'i 築11J1 17- 1 T.10745- 22- 2306 

⑨ 
書架家具 大 阪 ク マ ヒ ラ 太阪市車区北丸木郎町2- 55ー 1 T.I06:" 262- 2221  

内 外 装 A B C 商会 太阪市点区以焔 1- 7 0M M内 T0106- 943- 2831

配置・ 1 階平面図 1 ・700



Gal l ery まち・建築・ひと

B A R  Be- i n 

l  階

オフィスのひけどきのI l I(!凶の' 1 ' で、カクテルを飲みながら l淡笑ずるリJ とk ア

メリカのダウンタウンでよく凡られる iJr f{J の y ーン 13L ' - ; 1 l のカウンターに

ＺｾＺりかかコて術日告をｽ止ながら、在、はそんなすＧ［ Jl tl::'i を氾! ¥、 n'. していた

もともとl 300k Sl ore だったのが、ハイモダンなインテリアの Ilu，に必 '1'. した

スクラ y フ& ビルト φj !1fj'l] の 11 . ¥" ( にから、リニコーアルのあリ }j にらもL 々なウァリ

エーションが ｮｾ て米るようになった ＱＱＱ 今たカ、そのなかてし魅力ある ｅ ド ＨＹＱ｝ とぶえ

そう1. : :

ちなみに、日ト川とは 、(fJ{ さなことをするために) 和! となくu : まること i，に

19GO- 70i! 二代初 JY] に 使われた， ，応だそうだ (. '.1.¥川' ti二 竹 '1' L1苦 1，Ii)

、，

.. 



杉本質志

1945年高知県生まれ

1968年東京芸術大学美術学部工芸科卒業

1970年ポテトデザイン研究所設立

1974年( 附スーバーポテト設立 、現在に至る

主な作品 西武百貨庖環境計画

南，毎なんば C 1  T  Y 環境計画

海洋持政府出展 ・j毎，羊文化官官内装

メンスフ' ティック ・PASHU L ABO各庖

ノマフ RAD10 

ゲストハウス オールドニュー北白川庖

ノてー ・ラジオなど多奴

2' 皆

設 計 スーノマーポテト ・ 杉ふ貴，ｾ

施 工 菊 池 原 デ ザ イ ン 事 務 所

開 明 大 光 電 機

↑ 為 力 彫 刻 若 林 海

グラフィック 田 中 光

所 在 地 大阪市南区東治水田T29 f i 06- 252- 4475 

スーバーポテト

東京都新宿区市谷仲之町38 f i 03- 359- 0195 

企 画 編 集 作 品 作 風 小 委 員 会 黒川省二

撮 影 ZOOM白鳥美雄( 内部) 納崎球二( 外観)

I  ｾｾ＠

正 面 外 観
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写 真1: 縦481124∞圃慣4チューブ64∞圃

メッセー均鳴き、ビシミLフツレカま閃く

情報や映像をタ.イナミックに映し出す新システム

マイクロビジョンシステムが新登場しました。

テ:ィスコティックやフ'ライタフレ・スペースでは

グラフィックパターンを使って華々しい演出効果を盛り上げ

デパートやショールームて1まヒ、ジュアル効果の高いP Rを実現しますh

また、ターミナルやノ f ブリ ックスペースて1ま

視認性の良さをいカ、した美しい情報ボードとして活躍。

その他、文字とパターンを自由に組み合わせて

多彩な演出と用途が広がります。

いま、マイクロビジョンシステムは、さまざまなジャンJ レて'活躍する

ニューメッセンジャーとしてテービューしまする

. 上田画面をそ凹まま左へ串勘

〈可能性が光るメリットの数々〉

ユニット構成でスペース自在

1ユニットは、タテ 1200mmX ヨコ 1600mm。

最大タテ2400mmx  6400mmの大迫力画面まて切自由な組み合わせが 可 能 。

明 る く 、 角 度 を 選 ば な い 視 毘 性

サフ.ミニチュア球と反射板の併用で、ダイオードの5倍の明るさを実現 。

さらに、正面以外の角度からも視認性は抜群。

操 作 は 簡 単

操 作 方 法は、ノ TーソナJ レコンピュータのデ切スプレイに従うだけて'OKて'す。

多 彩 な 動 き が 可 能

文字やパターンを鮮やかに表示し任意に動かせます。

点 滅 や 逆 点 灯 も 可 能 で、簡単なアニメー ションも作 成て・きます。

カラーは4 色、オーダーも可能

ランフ。前 面カバ ーの取換えによ り、赤、緑、育、アンノてーの4色 が 選 べ ます。

他の色についてはご相談くださし、。

わ ず か25mmの 超 薄 型

省スペースを実現し、わずらわ しかった配線や取 り付け作業も簡単て・す。

低 コ ス ト で 世 置 可 能

液 品カラーラ勺スプレイ に比 べ、大幅 に低 いコストで設置でき ます。

- プログラミングされたグラフィ ックパターン町組み合わせで作ったオリンナル画面

マイ7 ロヒ.ジョンは、当社ライティング・ラポに常役しておりま1九 ・ライティング・ラポ/ 東京都港区海岸ト15- 18 鈴江ピJ レ4F TEL. 03- 438- 04∞ 

双詳しい資料は下位営雛所までご輔求ください.

AI KO=吋木 争社ν一 土υ… / 什ライ仔 … テ
r  11 . 東草官 (ω03到)4灯3羽3一3お5引 . 代 ' 1札LI幌型官 [ω日011け)5笥6ト8釦06町H代';: . 仙台官 {ω02包22)8制4一5鵠61 H代そ . 名古屋宮 (仰052)8位2ト6臼21花6 代

、ｾＮ 広 Ｕ島‘ 古 ω 舵Ｉロ ＲＴ 岬 ＱＭＶ 日 ＱＱ 日 Ｑ Ｎ 代 Ｎ 高松 宮 ＨＰ 関 ＸＱＸ 剖 ＩＶ 制 Ｑ 切 ＲＳ . 福問古 ((凶四2目)53引1-3引1刷刷 . 代 . 睡児s島‘ 含 (0992)61-81C旧・代

大 光電 機 株 式 会社 ・ 棚 に関する抗ゆるニ相 談にお応え山

瓜



この人口 富樫 実
彫 刻 家

ちょっとおじゃまします
附 き 手 前 久夫 ( 前研究室主宰 ・美術評論家)

建築と一体となる彫刻

建築と彫刻! との関わり合いの歴史は古い 。建 築

自体が、いわば巨大な彫刻l であった時代や、彫刻l

が建築の音11分をなしていた時代などは思IJ にしても、

建築にとって彫刻は、いつの時代にもいわば「却IJ

頚( ふんけい) の友J であった 。 i一 卵 性 双 性 児J

だというひともいる 。確かにレオナルドやミケラ

ンジエロなどは、彫刻家であると同時に建築家で

もあ った。

現代はどうか。外部環境一一この場合多くは人工

的な庭園ないし自然環境ということになるが

との関わり合いに努力するほどには、建築家の彫

刻への思い入れは、さほど深くなさそうである 。

せいぜい建物の外部空間に問 ( ま) を持たせるた

め か 、 あるいは造園の道具立てとしての域を出な

い 、 といったら言い過 ぎだろうか。 もっ とも彫刻

家も 、それでけっこう満足しているとも受け取ら

れる 。 その是非はこ こでは 問 うまい 。

ところで最近 、こうした建築との関わり合いに

彫刻の側から 積極的に努力し、そして成果ーを挙げ

ている作家がいる 。 美術の古い友人の一人だが、

紹介してみようと思う 。 もっ とも夜、の役目が「聞

き手J である以上、彼に多くを諮ってもらおう 。

最初に今日までの、作家としての軌跡を伺 って

おきましょうか。

険予科練から帰って、戦争への鋲魂ということ

だけではなかったけれど、仏師としての修業を始

めた 。けれどそのうち、あまりに伝統的な徒弟制

度、つまり創造性の芽を摘みとるような世界に嫌

気がきして、も っと大らかに

モノをつくりたい、それに

は本絡的な彫刻の勉強を始

めようと決心し 、京都芸大

へやってきた。 22の歳です。

一一一22というと本来ならば

大学を出る放ですね。その|十n

の苦労話は、 別の機会に汲る

として、仏師 を志して この世

界に入 ったことが、今日みえ

ないカとしてあなたを支えて

ますね。 rあの 11寺の石や木の

修業が、知 らぬうちにぼくの

財産になった」とあなたはい

われるが、まさにそうて9 すね。

決して仏さまを裏切 ったわけ

ではない証拠に 、いまのあな

たの ｲ ｾ ( くう ) にかける階段」 という ー述の作品、

あれを見ると私は 、仏像以上に 「ほとけ」を感じます

ね。 ところで建築との関わり合いは、そう古いことで

はない?

惨 いえいえ 、大学に入って仏像でなく「彫刻J

を始めたときから 。床 のf日lに飾るような彫刻や、

とがし みのる

昭 和 6 年山形県に生 まれる 。

京都市立美術大学 (現芸大 ) 彫刻科卒。

フランス政府給費学生として、国立パ リ美術学校に 留

学 (昭42- 43)0 

現在成安女子短期大学教授

京都教育大学講師

行動美術協会々員

B1l 31 - 現在 圏内外の企画展・選抜展 ・招待展および

個展など50数因。

建築に関わる主な作品

関西文理学院 ( 京都 1964)  

K  K 美濃手IJ (京都 1977)  

J  A  Y  (ニューヨーク 1981 )  

京阪萱駅 ( 大阪 1982)  

K  K 加 議 組 ( 函館 1984)  

「この人」 シ リーズの連載にあた って

建築にかかわるあらゆる分野の人々を訪問 し、

その人と仕事を紹介しています。読者のみなさ

まから、いろいろな「この人j を募集 していま

すのでよろしく 。

モニ ュメントといってもハグカでケツ出してるよ

うなものは( 笑い) 、っくりたくなかった。それよ

りも自分の「かたち」をパブリ ッ クな ｉ ｦ ｾ で、そし

てパブリ ッ クな場所に置きたい。今 で い う エ ン パ

イラメント ( 環境芸術) ですか。 それしか彫刻の

生きる道はないと思 ってた 。

一一ー しかしその頃は、そうした希いは、遂げられそ

うもなかった。

P そう 。 美術館に 10 日JIi J作 IRI を並べて、終わり

ましたハイ、サイナラと首をくく って 持 って帰る

( 同時に自分の首もくく ってる ) (笑い )。 このことに

耐えられなかった 。 それが大学を出て 6 年目 ( 昭

38) にユーゴの国際彫刻家シンポジュームに招か

れて彼地にいたとき、京大の近藤公夫さん ( 造園、

現 在 奈良女子大教授 ) から手紙をもら った。 それ

には K 学 院 ( 京都) の庭に 池 を造 った。 しかし こ

こに鰻を放したり、ハダカを立てたくない 。 あな

たが帰 ったらここに彫刻l を立てて欲しい。 これが

建築との関わり合いの始め。 それ以後、気の合っ

たオーナーや建築家に恵まれたこともあ って、 自

分の望んでいた仕ギをつづけることができた。も

ちろん地元の京 都 が一番多いですが、滋 Ｑｾ ・ 大阪

兵庫そして 北海道と、またアメリカにいたとき

の知り合いから、エューヨークにも立てることが

できた 。 もっ とも関わり合いとい っても、建物が

出来てからそこに彫刻をと い う場合と、設計の段

階から建築家とプロジェクトを組んでやる場合と

がある。

一一ーの ぞましい形としては、もちろん後者ですが、

そこで問題になるのはコストですね。 r作，fild を主I!;築

の構造体に組み込むわけには

いきませんからん。

砂それはケース パイ ・

ケースで、工場生産にのら

ないものは、彫刻家が自分

でつくるほかないけど、予

算に合わせて、彫刻家がア

イデアというか、図I簡を与

えて発注するという方法も

ある 。

一一ー今後の諜姐としては

静ぼくも公募展に属して

いるから、会場芸術がみん

な悪いとはいわなし、。だけ

ど彫刻家もノ マブリ ンクな場

所で 、 自分のかたちが評価l

されたらいいと思う。あな

美濃利ビル玄関にある r S tair way  i nt o  t he  Voi dJ  

聞 き 手 ま え ひ さ お

昭 和 2 年舞鶴市に生まれる 。

京都大学文学部(美学美術史) および同大学院工学研究

科(建築学) に学ぶ。

現在、建築美学 ・建築史の研究と建築，舌動に従申。

主な著作 「西洋の美術J r芸術の理解J r住まいの歴

史読本J r仏教堂塔事典 J r社殿のみかた図典 J i茶室

のみかた図典J r古建築のみかた図典」など多数。

たのいう「社会への巡元」 というか。 インスタレ

イション ・アートとかコンセプチュアル ・アート

は 、ぼくはしない。 もっと もこのような IIoJ こう岸

があるから、こちらも認められるということもあ

りますが 。 要するに ｩ 且ｾで彫刻 ｬ をつく っ ちゃいか

ん、とぼくは，思う。

也 築 と 付 金 lH85年 1211 サ 11 
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吹田市文化会館「メ イシアターJ 設 計 東畑建築事務所

ホールの音場は室 ｊｦｾ と材料が決定するとい っ ていい 。 材料にお

い て は l吸 音 率 の 迎 い に よ る 。 背 に 対 し て 怪 い 素 材 と 柔 か い 索4、4

の [W. f { [ ノ〈ランスが、ホール72f 轡 の 性 絡 を 形 成 す る 。 I吹 田 市 文 化

会 館 の 大 ホ ー ル の 場 合 、 り 芝 の 反 射 而 と 吸 音 面 の 組 令 せ を タ イ ル

張 と レ ン yゲの透かし舶によ っ て、素材! 答、と色調を統一しながら

も 、 性 能 の 遠 い を も た せ て い る 。 レンカ、の透かし舶は、単体と

し て は 墜 い 材 料 な が ら 吸 音 而 と し て 利 用 で き る 数 少 な い 材 料 で

ある 。 l汲音i l ¥IJ 定 に 基 づ い て 残 科H寺 聞 に 見 合 う だ け の 削 口 商 舶 を

算 出 し て い る 。 色 調 は 、 舞 台 が 中 心 で あ る と い う 考 え か ら 、 無

彩 色 に 近 い 緑 灰 色 と い う 縦 し い 注 文 に 良 〈 応 え て も ら っ た。 短

か い 工 期 の 中 、 一 つ 一 つ レ ン カ を 桁 上 げ て い っ た 施 工 者 の 努 力

に 謝 芯 を 表 し た い。 ( 束 知l建 築 事 務 所 )

大阪支庖 干 550 大阪市西区安治川 1 丁目 2 番 39号

電話 (06) 582- 2923 F AX  ( 06)  582- 2680 

本 社 〒 725 広 島県 竹 原 布 吉 名 町517

電話 ( 日8462 ) 8ー0211 F AX  (08462)  5ー1163

東京営業所 干 146 東 京 都 大 田 区久ケ原 3 - 1 4 - 4  

電話 (03) 751- 5829 



| 設 計 者 の プ ロ フ ィ ー ル ｾ＠ 関西の昭和生まれの建築家 I

谷山 隆
コンコード建築設計事務所

聞き手 ・編集委員 北 村 潤 (東畑建築事務所)

プロフィー J レ撮影 島 修一 (S T U D I O A ・T )

略 歴 た に や ま た か し

生 年 FI 日 昭 和 16年11 月18 日 ( 44歳)

出 身 地 朝 鮮 維 新 府

段 終 "1' 原京都市立伏見高校建築科

昭和35年卒業

中部主1¥築賞 (川畑歯科医院

.  1982)  

代表作品上領前科(大阪市) 服部歯

4十( 岡山市) 迎見邸 (川西

戦 場 コ ンコード建築設計 ' Ii務所 : 市) HABI T A 0'  H A R M 

所長 ONI  E  (京都市)

事務所所{f，地 〒550 大阪市西区北堀江 ! 越 味 絵画、スキ一、ギター

1  - 17- 21 好きな 空1111 自然発生的にできあがった

おもな受賞 沖縄県名護市庁舎訟計競技 : J t務

アイデ7 1't ( 1978)  第 14図

アピタ ・アルモニー 上領歯科医院

視環境ヘ

なにわ筋、ザ ・シンフォニーホールに向か つて、 ヴオールト形のカ

ーテンウオールをフアサードにした小さな建物が人目を号 I < 。上領

歯科医院である 。 I上領さん を設計した頃から歯医者さんいうのは

寝て治療するようになってきたんですね。 そうすると忠者さんが見

るのは天井ちゃうんかと、天井をきれいに見せなあかんいうことで

ドームがでてきたわけですん

一時、作品にヴオールトをモチーフにしたものが多い。 I若い時で 、

いろいろやりたいし 、い っちょ雑誌にでも載ったろかと丸いのをや

った j が、最近はや っていない。形態が自立し独り歩きを始め、そ

こに上領の場合のような意味性の付加を持続させることに困難を感

じた JI寺「おもしろなくな った。 もう丸はやめや」ということになっ

た。最近は、視環境H に興味が移っている 。

「我々の仕事というのは 外部の視環境をつくり出すとい う点に大き

な意味があります。例えば気にいらん喫茶庖ゃったら入らんかった

らそれですみますが、建物というのはまったく関係のない人にも彩

斡を与えさるを得ない社会的存在やと患ってますJ 。 なぜなら、建

物が形成する視環境の中で人聞の感性が育くまれるからである 。「バ

ラバラな街並の中で育 った子と歴史的な街並の中で育 った子とでは

その感性に追いがでてくると思いますよ 。 ですから空間を創造する

行為は正しい感性に基ずいたものであるべきだし、それは芸術的な

素養のある人聞の方がその能力があるだろう」。そこに建築家の役割

があると断言する 。 その意味て。現在の建築教育は工学的な方向に偏

よりすぎていると思っている 。 I ですからほ、くは学生のセミナーで

絵も描けん奴は建築家やめとけいうてますJ 。大阪市庁舎の保存運動

への関わりや、公開コンペの主張もホ視環境M を良くするためのス

テ ップである 。公|井j コンペは「競合せなええ建物はできん J と思っ

ているからであり、明快な方法論を語る 。 I行政制1) がよくいう経験

の浅い設計者が当選するのが こわければ、コンペ要項の質を高めれ

ばいいんです。使い手の機能商での要求は細部に渡 って規定する 。

その上で空間椛成を提案するのがコンペの役割だと考えれば不安は

なくなります。 そして審査会は複数案を選択して、最終的には市民

投票で選ぶと、そうすればより多くの人の共感を得られるわけです

し、皆が納得のいく祝環境が作られると思いますよ」。

ここにはある極のオポチュニズムがある 。劣悪な視環境の中で育 っ

た感性がA i ふ、良質の建築という堂々巡り 。 しかしながら、おそらく

誰かがい ったようにペシミズムからは何ものも生まれ得ないのだろ

つ。

好きなホ視環境H に自然発生的な集落がある 。スペインやモロ γ コ

へ行くとホ ッとする 。 I非常に長い時間をかけて出来上が った建物

の一つ一つは逃いながらも同じ手法によ っている所に人間を感じま

す。建物と建物の織りなす光と彩が人間のスケールにな っていて、

建物の密度と環境の開放性との関係が集落を成り立たせているよう

な気がします」。最近の作品、大阪市内の薮内邸では旧家の古材をで

きるだけそのまま生かして、かつての平面型を現代の生活様式に移

し変えた 。おそらくここに住む人にと っては改築による新若手さより

も述続性をより多〈感じているだろう 。アプローチのシークエンス

と居間の l吹抜空間はまさしく、民家のそれである 。

事務所に冠しているコンコードという言楽には調和、一致、和合の

意味がある 。設計者が優れた発想、をし、施主が満足し、施工者が技

術力を、職人がその技能を十分に発揮できる状況が理想だ、という

思いを込めている 。 I建築家いうのは、自分の頭の中で空間ができ

上がった状態を描いておかねばいかんので、できたものをつぶすの

は設にでもできます。職人が泣くのは図面がええかげんだからで、

ほ‘ くの事務所では必ず原寸を起こした上で 1 / 50なりの詳細をかき

ます 。そうすることで現場で職人きんに説明する事もできるし、逆

に教わることもできる訳です。 ですから、建築家は自分の想像力を

徹底的に図面で表現するもんやと思ってます」。

リズミカルな大阪弁の語り口に、ふと、闘う建築家という 言築を思

い浮べた 。

〔次号の登場者は寺嶋繁久 ( S I M;悠築事務所) )  

也 聾と社会 1985年 1211 り 13 



軽井沢の原風景を見る

この初冬に、、軽井沢。とは、いささか季節はず

れの話題ではあるのですが、す っかり落葉したカ

ラ松林と、湿気をはらんだ厚い ＿ｦｲｾ 長の小径を想像

しつつ、避暑地軽井沢の街と文化について少し考

えてみたいのて、す。 というのは 7 月に刊行された

朝吹登水子氏の「私の軽井沢物語ー霧の中の時を

求めて - J を 2 ヶ月遅れで拝読し、大正 4 年以来

軽井沢に事務所を置いて、多くの別荘建築を設計

した建築家ヴォーリズの仕事の背景をかなり鮮明

に理解できた有意義な舎であ ったのですが、それ

以上に軽井沢の特殊性について気づかされたもの

て酬した 。

最近、夏の軽井沢の異常なほどの itl 雑がよく言古

題になりますが、若者を引きつける吸引力の正体

がその特殊性にあると考えられます。高原の街は

確かに保養地レジャーゾーンとして絶好の環境に

ありますが、それは軽井沢に限りません。 またナ

ウなペンション、小イキなお腐は軽井沢のボトム

カルチャーとは無縁なはずです。 しかし若者は街

のそうした表層的な情況の奥にある軽井沢の今日

的な文化を峻ぎ分けているに違いありません 。 そ

れは避暑地軽井沢の特殊な歴史、カナ夕、系宣教師

が拓き、当時上流のg 紛がつく っていたコミュニ

ティー。 そうしたものが色あせた写真のようにセ

ピア色の残像を留めていることに共感を党える希

な街として意識されているからなのでしょう 。過

ぎ去 ったホ良き時代。 の軽井沢、 すでに存在し な

い故に共感を党える軽井沢のドラ? を生き生きと

物語ってくれるのが「私の軽井沢物語」 なのです。

が設立された 。…日 曜の朝になると、脱装した

幾群かの外入信徒が讃美歌を歌いながら、次か

ら次へと別荘を出てきてユニオンチャーチへ行

〈光景が見られ、実に美しい絵巻きであ った。 ー

宣教師たちの軽井沢紹介は、外人貿易商、大学

の外人教授、各国の大公使や領事などにも及ん

だ。特に日露戦争以後には東京からの人々によ

る旧軽井沢避暑地開拓の時代となりますます盛

んにな った。J ( 佐藤不二男「軽井沢物語J 昭和51

年)

私の軽井沢物語

朝吹登水子著

文 化 出 版 局 刊 2，000円

山 形 政 昭 ( 大阪芸術大学講師 )

細川侯爵、近衛公爵、主主国男爵など、かつて日本

にも在 った「立族」が当時、避暑地で何をしてい

たか、そういう階層に生まれ育 った著者にしか描

けない柔軟な鋒致てす白かれています。 そして著者

のまなざしは、高踏的なものではなく 、極めて自

然、に描かれているのです。乗馬、テニス、ゴルフ、

クロケ ッ トなど日本で最も早い西洋のリクレーシ

ョンスポーツの流行があり、チューズデーコ ンサ

ートなる町の音楽会あり、昼夜を問わずノ マーティ

が開かれる 。そういう上流のお遊びばかりでなく、

リヘラリストの教育者、西村伊作の一家の独特の

家風、有島生馬画伯 、作家有島武郎と 芸術家気質

の有島一家、それに質素だがスピリチュアルな宣

教師迷の暮らしが、軽井沢の心地よい雰囲気の大

きな要紫とな っていたことが分かるのです。

さて、、物語n に登場する有名建築には、ユニオ

ン教会(大正 7 年、ヴォーリズ) 、塗ノ マウロ教会( 昭

和10年、レイモンド ) 、万平ホテル ( 昭和 10年、九

米権九郎) 、グリーンホテル(昭和 12年、川島定雄) 、

それに朝吹別荘( 昭和 5 年、ヴォーリズ) などが登

場します。

そういう今や歴史的な軽井沢建築が建てられた

最中の昭和 11年に軽井沢開発50周年を祝う盛大な

パレードが行われました 。 その頃が、良き時代仰の

一つのピークであ ったことが分かります。 その後、

戦中 ・戦後の耐乏u寺代を経て、昭和25年に著者が

パ リに向けて発つことで物語はほぼ閉じられます。

昭和61年は軽井沢開発 100 周年を迎える年にあ

たります。軽井沢 100 周年を通して、日本の避暑

軽井沢は当時から単なる避暑地ではなく、国際 地文化を考える上て I私の軽井沢物語」は鮮やか

物語は大正 6 年からの著者と朝吹家の暮らしが 色豊かなサロンとしての街が成立していたことが な原風景を垣間見せてくれるものなのです。

数十枚の写真を添えて、かなり私的に語られるも 知られます。そういう時代の大正 9 年に朝吹一家

のですが、先に明治から大正にかけて の軽井沢史 はこの地に別荘を設けてや ってきたのです。 この 追 記 著 者 の 自 伝 的 小 説「変のむこう1 sIJJ ( 新潟!

の一端を述べておきます 。 別荘はカナダ人宣教師エパンズから譲り受けたも 文庫 ) では、戦中 ・戦後の軽井沢が捕か

明治18年、イギリス翌公会の A 、C 、シ ョウら ので、さらに翌年にはイギリス人宣教師チ ャッペ れており、合わせて読むと興味が増しま

訪れ、 外人避暑地とし ての歴史が始まる 。 ルより第 2 の別荘を買い受けています 。 そういう す。

明治26年、最初のキリスト教会 ( ショウ記念礼 状況はかつてピューリタンの宣教師が拓いた避暑

拝堂 ) が聞かれる 。碓氷峠にアプト式蒸気機関 地の軽井沢の主役が、外国人宣教師から日本の ｴｾ ｩＺ

車が通る 。

明治27年、万平ホテル開業。

明治38年、三笠ホテル開業。

そして大正時代に入ると 「軽井沢が外人宣教師

の聞に知れわたり、韓国、中園、香港、フィリ

ピンなど各地からも人々が集まり、各派の宣教

師による伝道会議が開かれ、ユニオ ンチ ャーチ

14  緯築 と社会/ 19お年 12月号

族、ブルジョワ階層に移りつつある時を示してい

るようです。

きて著者の記憶は篤くほどに鮮明で、両親と 4

人の長兄達家族の暮らしは勿論、親交をも ってい

た軽井沢に集う人々が生き生きと描かれています。

それは実に華やかなる上流階層の世界て¥北白川

宮、竹田宮、有楢川宮など宮家の人々、徳川侯爵、

ユニオ ンチペーチ( ヴォ ーリス )

やまがた まさあき

1949年生まれ 京都工芸繊維大学建築工芸学科卒業

1974年より大阪芸術大学建築学科講師近代建築史専攻

主な論文 i W.M.ヴォーリズの研究J

「藤井j写この住宅建築」など

(写真は表紙 ・本文より )



人間学・家族学・建築学

最近の出版物で自について手にとってみた - 1貯

の本がある。人と家との ｬ 共 ｬ 係を論じた外山知 ｩｾ 箸

「住まいの家族学J ( 丸善、昭和何年 7 月) である 。

私自身すでに長年、材料l病院建築の設計計画の

笑践を通じて、建築の物的EZ1岐とそこに住む人間

との関係に注目し、少なからずの巧察を巡らして

きたので、この本の題名がな図するところはすぐ

にi別象することが出来るように思われた 。 こ うし

た主題は、いままでいろいろな人によ って論じら

れている 。府、のいま気のついたものだけ挙げてみ

ても、エドワード ・ホールのプロクセミ ックス (近

接学) は、「沈黙のことばJ (南公立、 H前日41年 ) 、

「かくれた次元J ( み すず書房、 H召利45年J( 文化を

越えて J (  T  B  S ブリタニカ、 H首相54年 ) 、「文化

としての時間J (  T  B  S ブリタニカ、昭和58年 ) な

どでよく知られ、人間の生きる空 IH l 単位としてい

わゆる身体をつつんて' 状況に応じてやjJ 総iするヒュ

ー7 ン ・パ ップルという巧ーえ方を提案しているし、

デザインの行動学的研究としてロパート ・ソマー

パーソナル ・スペース

者「人間｝の ｾｬｩｮｊ ( 鹿山出版会、昭和47年 ) もよく

読まれている 。 日本人の i11 いた啓蒙的な者誌には、

望月術持「例人 ｾｉｈ｝ の ｲ Ｇ Ｎ ，で 一一 飲食住 の心理 ＱＱ ( ブ

レーン出版、昭和51年 ) や 、ぬ山l ' l 登. f i : i 空間が

人間をつくる、人が ｾｬｩｩｬ をつくる一一空間学のす

すめJ ( 講談社フソレーパ ックス、昭和55年 ) などが

あり、これらには日本人特有の行動機式の分析が

日本的空間情成と IMJ i ! J ! して示されていて興味深い 。

この「住まいの家族学」は、そうした行動学あ

るいは空間! 学を背対にしながら、人1111の材料1的な

心の世界と住宅の空間構造や家族の人間関係との

相関関係そのものを取りあげているところが特徴

的である 。つまり人や物などのように概念焼定可

能な要索そのものを取りあげて問題にしたり、1 " ' 1

然科学が一般的に行うような減要素↑ UJの区l栄関係

の説明をしようとするのではなく、専門的な言い

建築のパフォーマンス

一 一くつくばセンタ ー ビル〉論争

磯崎新著

「解体の建築か、まとめのi l lmか 、 引 用 と バ ロ

テV に戯れる i菖化の控築か。論争的でありえたと

き、建築は: 11大なる文化的イヴェントへ高まる 。J

Ｈ 帯より Ｉ。 建築をどのような Ｑ 由 ｪＱＱ 在感て。 Ｉｦｾ にするか、

建築の形を過しての従吉が栄たしてい隊式" とい

う次元にまで到達しうるかを、つくばセンターヒ

ルを過して諮りかける般的新の生きざまの表現の

内 である 。 主ＡＡ［築の政令 ｩ ，ｪ［Ｚカリ ｬ 、行 ＱＱｭ となり、 ｾＱ ｩＱ ｊ と

しての ［ｩｬ 舛ＧＮｾ力を身につける ｈ 寺、処 ｭ の ｪ 杉と ｩ 回ｦｉ直を

我々がどう感じうるか、ｾＮ｝主と ｪ 杉の不 ｩ 主絞をどう

埋めるか、そのパフォ - 7 ンスを nらに問い直す

きっかけとなるであろうー"サである。 ( 小林)

( P AR C O出版局刊 2，000円)

方をすれば益然的な相| 共IIM1! 系そのものを取りあげ

て問題とするのである 。 . 1 ，: 者はこうした研究と思

論的には、人と家との関係の状態を問題にする記

号論研究fごと規定しようとする。この点について

は、そもそも記号論なる学問が、独立的な学問な

のか、祁もろの学問が共通する方法論(1':; II11J而 とい

住まいの家族学

うのか、在、にはいまのところあまり ｬ り ｬ ＨｬｾＺ ではない

ように思わ tl る。 そのことはさておいて、このノド

の i削(1 いところは、もっとも人間! 込い; u _ 然的な| 具i

係をも っと も平易な話しことばで、これまた現代

の切実な登校 ｭ＿ｾ 児童と絶対的な伏硲な住宅問題

一ーとくに炊 い1i o宅での児笠の側室間Ml 1- を 取

り挙げて、 1.!. 体 (1(; な観察や体験の記述を位向に似

介しながら主題化しているところであろう 。 そう

新刊寸評

問中一対談集・建築縦走1910-196。

一一うねりの時代を共有した

建築人の歩み一一

「近 代ｩＮＡＡ［ｾの終 Ｎｴｾｾ が云々さ ｴｬ ， .. . . . .j住築界がどの

万II o ) へ進路をとるかはまだだれもしらない。J ( あ

とがきより ) 0  1則的以降の，_ f _i い建築から 'ji'¥(l 五の新し

い処築への交代 JUI 、機式建築からモダニズム、子

作業ーから機械作業、経験的学問から科学的γ:ll fJへ。

本 ，1ｾ Ｚは、処築史上激動の半世紀を歩み断みしめて

きた 6 人の処築人 n. 疋述、村' J ! f ' JIi誕i丹、竹 11.) ＩｾＺ太

郎、 l体1;;; T: ィfi( !11、，'iJII 付V一 、凶山内l 三氏) が詰る、

当がおのみが知l るH体的な体験を知るとともに、

その回 ｾｴ が、近代から現代の建築をｪｉ｛ってきたＢ者

先生の口から比た近代総築史、人物史とも主 って

おり、後| 止に伝うべき i'lill な対談集といえよう

( ぬ! 畑 ) ( 建築知識刊 2，500円)

加藤邦男(京都大ρ削 教 授 )

して家庭内の人間関係の歪みと住屑の2E川構成の

諸係態との IMI i ' s を論じつつ、イ干I l Uなら mll寺したく

なるような決定的解決や結末に導かれることがな

いことを実証する 。

このような本を読む者は、いわばも っと も切迫

した人間的聞いをつきつけられながら、それを解

くことの不可能なことを笑感させられ、 i差には 問

いそのものが9Ji にとりついて離れないように怠る 。

往築では、人/ 1 ¥1 の生前と密接な| 県lわりがあるので、

そのような問いから逃がれることは 11¥*ない 。 こ

のJ存者は ともすれば見逃されるこうした 問題を見

つめ続けてゆく ことがいかに大切かを説将に| 汗ら

しめているのである 。 その訴しの ｩｬｩ びｽＧｪの ｦｾ みさ

に私は大いに感心させられた 。 しかも訴は、人と

家との| 山系の一般論だけではなく、日本文化とそ

の特徴的な住宅の構造や行動隊式 を論じるまでに

激情されていて、大変申IJ 戟 (1(; である 。

. f 1 . はこうした視点が、住い予にも、1 : ioし、をえit 討

する必然の技術者にも、内党して取り入れられね

ばならないと，思っている 。 この片すfは、 「人と家と

の|比H系の状態」を普I l U は科'γ :(1(; 忠巧ーに tlL された 1可1

li 'J によ って | 刈栄関係に対給されたり、住築の ¥'iI" 1  

:家が工' t : 技術に) ' ，寄り過ぎてこの問題を 1' lJ t しな

いし、また建築学は物としての， ｩｬｬ 築に ＱｻＧ［ｩＩｾ しすぎ

ると言う 。 このお: 者が建築' 下に jli 請が深いと忠わ

れるだけに、その指摘にはますます尖! ぷを i下うよ

うである 。

このイドが ｮ 分が ｬｪ ，む家に ｉ ｙ， ｊ 心の ｩｾ い 一 般の人び

とにと っ てだけでなく、処ｾを ｴ 平 ｉ Ｂｊ とし、 γ ｦＮ ｦ う

とする行にも大いに惟約されるべきである 往築

午の JJ;I.I，' ，' : はこうした人I i 日の行動と Z; 江崎との判 l聞の

J!I(島平の 1.. に似えられるべきだということを忘れて

はならないと，lUう。

マンションライフを

快適にする実例 100章

中村幸安著

「ノJ，iltltl Ｇ ｉ ｾ 政対 ｴｴＺ［ に保険 ｊ［ｉｉ 入のすすめ 年古( i ! 11

ＵＰ 円でＨｾｾ附は ＱＰ 万円 ｊ ( カバー K 折リ返しよリ )。

マンションという ｾＢｉ 百 ｬ 生前ビルの， Ｇ， てＧの Ｇｕ ， ￭ ｪ は似

手IJ ではあるが、 - l t 尚 'Ii が4ト争 うとどうしてよ いの

か、どこまで泊さ il るのか、 トラフソレ L t色えない

もの。 そんなとき、分かりたい' ，' ; を分かりやすく

教えてくれるのがこの本であろう 。 ' h，rj レベル ，

ａ 与え ｽｪ の ｹｾ っ た人 ｩ 土がＨ主むために、 トラブルの起

たH寺の対処の{ 上 )J 、 トラブルを起こさないコミ

ュニティ づく リの工夫までを解< 100 0' : ' : である 。

あなたの休| っていることカペイ" さt L たように解

かれているのが不思議な i立の本 ，1ｾ Ｚである わト林 )

( 鹿島出版会剤IJ 1，600円)

l J l築 と社会 1985年 12Hサ 15 



財団法人 日本建築総合試験所だより

動 風 圧 試 験 室 く 大 型 圧 力 室 の 改 造 〉

なお、前記カーテンウオールの気密 ・水密試験には、面 内変形を

与えた試験体の性能劣化を翻ぺる場合があります。面内変形性状( 層

間変位追従性) そのものについては、従前より当所 ・構造物試験室

でご依頼に応じておりますが、当試験室ては今回改造した大型圧力

室に気密 ・水密性能チェ ヅクを前提にした面内加力装置を近〈設置

する予定です。

以上、大型圧力室の改造について紹介しましたが 、こ の圧力室の

他 に小型圧力室( 関口寸法 W 2 . 5 mX  H  2 .8 m) もあり、 表ー 1 に示

す試験体寸法のサ γ シ ・ドアおよび外壁ノマネル等の気密 ・水密およ

び耐風圧試験ができます。試験のご依頼 ・お問い合せは、音 ・熱 ・

動風圧試験室の十念、倉橋または山本までお願いします。

今年度の施設強制Ii計画の一環として、去る 昭和60年 8 月に動風圧

試験装置 く大型圧力室〉の改造工事が完了、同圧力室の関口音I1高さ

を 1 m拡張するとともに、拡張部分に作業用安全足場および出入口

ハ ッチを新設しました 。 これで大型圧力室関口寸法は 、W 4 m X H

7  m となり、数年来の念願であった外壁 2 層分の試験が可能になり

ました ( 写真一 1 および図ー 1 :参照) 。

カーテンウオールなどの気密、 7l<* および耐風圧試験には 、一般

に大型の笑大試験体が用いられます。そして当所でも、これまでし

ばしば圧力室全開口 ( W 4 m X H 6 m) に試験体を装着してきまし

たが、近年の海外からのご依頼は、試験体のほとんどが建物 2 階分

に相当する大きさであり、これが今回の改造につなが ったものです

( 写真一 2 および 3 参照) 。

i  
ＭＭ 圃 皿‘ｾ .ー ・

写真一 3 ガラスブロック試験体 (W 4 m X H 6 m)

中日 高 さ

( mm)  ( mm)  

7  1  0  0  

6  1  0  0  

5 0  0  0  

4  1 0 0  

大 3  9  0  0  

ｊｾｲｬ＠ 3  1  0  0  

圧 2  6  0  0  

力 3  9  0  0  

室 3  1  0  0  3  1  0  0  

2  6  0  0  

3  9  0  0  

2  1  0  0  

3  1  0  0  

2  9  0  0  

ｊｾｾ＠
2  6  0  0  

2  2  0  0  

圧

力

2  1  0  0  2  2  0  0  

室
2  0  3  0  2  0  3  0  

試験体寸法表一 1

カーテンウオール試験体 ( W4 mX H 6 m)  

E

h

h

z

 

E  

‘品

大型圧力室全景 ( '.1.¥( 写っているのカ吟聞の改造部分)

回

A

T

-

-

-批

媛

部

分

写真一 1

G.  L  

E

目
。

W :  4  m 

立面図
垂直断面図

大型圧力室図ー 1

本試験 liJj- ・所 イ1: 地 ・干 565 1吹田市雄 II fi 5  - 8 ー 1 ( 阪急北千 Fn駅より 北西約 1 k問、| 玉| 立術環器病センター西隣 )

・1l!: ぷ・0 ・・・ ( 06 ) 872 - 0391 ( 代 )

・営業時 11lI .. 平日 ・午前 911与~午後 511寺、土曜日 午 前 911寺~正午

ｩｬｬ ｾ 島 と 十 ｬ 会 Ｑ｜ ＩＸＵＧ Ｑ Ｇ Ｑ Ｒ 川ｾ［ Ｇ16 



入

質疑などの投似をお待ちしております.

2 1 2  

浄 化 槽 法 の 施 行 と 浄 化 槽 工 事 業 の 登 録 制 度

一浄化槽工事業に係る部分一

昭和58年 5 月18 日 付 け で 公 布 さ れ た 浄化 槽 法

( 昭和58年法律第43号) は、関係政省令とともに昭

和60年 10月 1 日から地行された 。

本法の目的は、浄化槽の設置、保守点検、清 掃

の l向上に寄与しようとするものである。

2  . 本 法 の 趣 旨

(1) 浄化織の設置等の届出 適正な処理が行われ

および製造について規制するとともに、浄化槽工 ない 1争化槽の設置を未然に防ぐため、浄化槽に関

事業者の登録制度およびj争化槽消婦業の許可制度を し、建築確認を申請すべき場合を除き、浄化槽の

整備し、浄化糟設備士および浄化槽管理士の資絡 設置等の届出を義務付けるとともに 、適 正 な 施 工

を定めること等により、浄化樽によるし尿等の適 を確保するため、浄化槽工司王は、工事の技術上の

正な処理を図り、生活環境の保全および公衆衛生 基準に従って行わなければならない。

1  .  ;争イヒ槽法による 浄化槽の「製 造か ら 利 用 ま でJ (2)  浄化槽の型式の認定 浄化槽に係る性能の確

①工場生産の浄化織については、建設| 保、諸手続の簡素化等を図るため、浄化槽を工場

大臣が型式認定する 。 (法第13条) 1 において製造しようとする者は、製造しようとす

② 精進基準は、建築基準法で定める 。 | ー

( 法第 4 条第 1J賓) 1 る浄化相! の型式L ついて、建設大臣の認定を受け

① 建築基準法による確認申請に t争化槽

を含む場合は、建築恭準法の規定に

より申請をし、建築主 ｾｲＭ［ の確認が必

袈である 。 ( 法第 5 条 1 J賓ただし書)

② 上記以外で次のような上場合は、知事

に届け出るとともに、議特定行政庁

にも届け出なければならない。

( 法第 5 条第 1J賓)

すでに設置されている既存倣取便

所を改造し、浄化l I "lを政世する場合釧

・既存のi ' j ，化仰の構造、規模を変更

する場合。

既存の t争化判'1 を撤去し、新しく設

置する場令。

特定行政IT

』ιZ是主・1>を' " (  d; は、 .Iibt
o

それ以外 1; 1知 事。

① 設t I i 工事は、工事の技術上の必携に

基づいて施工しなければならない。

( 法第 B 条)

② 浄化織工事業者は、知14-; 登録または

知事への特f 9IJ 鳳出が必袈である 。

(法第21条第 1 J耳) (法第33条第 3項)

③ 安u'l j : 登録の有効JU1/li Hま5 年。

( 法第21条第 2項)

③ 工白1-; 業者は営業下庁ごとに I' f' 化僧設備

士を↑泣き、また、浄化ＮｲｾＯ工 Ｔ￭ は Ｈｦ， 化槽

設H'Iτi ごが行うか、 ;l!; l也に民特しなけ

ればならない。( 法第29条第1項・第3項)

⑤ 工事が完了した場合は、建築主事等

の倹査を受ける必要がある。

(建築基準法第 7 条)

① 使用開始後 6 カ月を経過した日から

2 カ月間に指定検査機関( 予定) に

よる水質に関する検査を受けなけれ

ばならない。 (法第 7 条)

① 保守点検消婦の技術上の基準に基づ

いて、浄化糟管型者が専門業者に委

託して行う。 (法第10条)

② 大阪府または政令市は、条例により

保守点検業者の登録が必要である 。

( 法第48条)

③ 保守点検業者は営業所ごとに浄化槽

管理士を遣さ、また、保守点検は浄

化槽管理士が行うか、監脅しなけれ

ばならない。 (府条例第 7 条 ・第14条)

@  浄化槽消婦業者は市町村長の許可が

必要で、ある 。 (法第35条)

① 毎年 l 園、指定検ft 機関による水質

に| 犯する検査を受けなければならな

い。 (法第 11条)

なければならない 。

(3)  浄化槽工事業者の登録制度および浄化 槽設備

士 制 度 浄化槽工事を行う者について適切な施工

能力を確保するとともに持? 化附工事の適正化を図

るため、従来、建設業法上の許可の対象とな って

いなか った軽微な工事のみを a-t ' [ け負う浄化槽工事

業者について登録制度を採用するとともに、浄化

槽工事を実地 に監督する者としての浄化槽設備i士

の制度が創設され 、浄化槽工事業者は営業所およ

び1' 1' 化相工事現場に庁予化科1/ 設備iτlごを置くことが義

務付けられた 。

3  . 浄 化 槽 工 事 業 の 定 義

(1) 浄化槽を設置し、またはその構造もしくは規

模の変更をする工事を行う事業。

(2) 浄化槽の本体および本休に付属して設置する

機械、配管、電気設備等の工事を行う事業。

(凶 作化附ぷ体に接続するための配' 汗. Ｇ， ｊｉ 糊 工 Ｑ＾ 等 Ｈ［Ｑ、 Ｎ￬ＱｦＱ Ｇｩ［ｾ 、 ｦｦｴ 化

情工 '1与に含まれない

(3) 浄化槽工司王を自ら施工する事業。

(出 .is 11i:工事lこi1>fヒ憎工 '1>を含めて受註する場合であ ってら. その

ゆ it 附工 '11を¥'11"1の世話に下 Jo' llt i ' l いさせる場合は、浄化槻工.Iil 院

に必当しない.

4  登 録 お よ び 届 出 等

(1) 登 録 浄化槽工卒業を営もうとする者は都道

府県知ギの登録を義務付けられたが、このうち、

建設業法に基づき土木工事業、建築工卒業または

管工事業の許可を受けている建設業者は届出で足

りる 。 したがって、それ以外の業般の許可のみを

受けている建設業者および許可を受けないで建設

業を営む者が浄化摘工事業を営もうとする場合に

はまE録を受けなければならない 。

(2) 届出 土木工事業、建築工事業または管= 工事

業の許可を受けている建設業者て¥浄化槽工事業

を営むもの( 以下「特例浄化問I工4 業 者J という。)

については届出で足りるとされたが、この特例 j争

化;僧工<' 1: ，業者については、登録およひ“ 指示等に関

，ｾＧ 用鰭解脱， ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ間Ｂ間同町Ｂ……山銅山町鳳叩…Ｎｾ……Ｂ的 網 目 、

惜 の 居室 と無 窓 階

建築基準法において、採光や換気のため、窓 j

その他 の関口昔11の設置を義務づけているが、 i  

しかし、峻冷房設備、人工! 照明装置など技術 !  

の発達により、必ずしも自然採光、自然換気 i  

j に 依 存 す る 必 要 が な く な っ て い る 。 一 方 、 最 !

i 近のビル火災等にみられるように、火災時に i  

! おける排煙や緊急時の避難に際し、関口部の !  

i 有効性が指摘されている。 I

; に こ 羽 の よ う 一 … 附 阿 | 目 一i

分析し、それらに応じた| 日開i井苅}目j 口部の設置規定が i  

i 無附窓の居室の定義であり、 t消背防法において、 j  

i 建築物の地上階のうち、自治省令で定める i墜 j  

i 殿上または消火活動上有効な関口音I1を有しな i  

!  い| 渚が無到渚の定義である 。主主基法上は、辰 i  

j 主単位で判定してしるのに対して t脚 上 i

j は、階を単位として無窓かどうかを判定して i  

する規定を除いては登録を受けた浄化槽工事業者

とみなされ、本法の規定が適用される 。

5  . 経過措 置

(1) 浄化槽工事業に係 る経過鎗置 昭和60年 10 月

1 日において、現に浄化糟工事業を営んでいる者

については 3 カ月間は登録を受けないでも引き続

き浄化僧工卒業を営むことができるとされており、

この間は浄化樽設備士を置くことも義務付けられ

てはいないが、この: J t J ltlfl は登録手続のために必要

な ｊｾｉ 問として設けられたものであることにかんが

み、浄化憎工事業を営む者に対しては速やかに伶

化的設備士を置くこと 。

(2) 建設業者に関する特例に係る経過措置 土 木

工卒業、建築工事業または信一工事業の許可を受け

ている建設業者で、昭和60年 10月 1 日において現

に行子化糟工事業を行 っているものについては、 60

日以内に届け出れば足りるとされているが、 10月

1 日から登録を受けた浄化槽工事業者とみなされ、

浄化槽設備士の設置等が義務付けられる 。

6  . 登 録 等 に 係 る 手 数 料

大阪府手数料規J l I J の一部を改正する規則 ( 11召利

60年大阪府規則l第57号 ) による 。

手数料の区分

:rf: UIIJ"n  ( 新鋭)

3I!斬f1: U 巾回世

登il 簿円滑本町究 H

ｻｦ ｕｾ 専の閲覧

千 数 料 的 制

23 ∞OJII 

18.0∞円

l  ｉｾ につき 3∞円

250l
I
1  

( 注) 特例厄ilHは、下敬科( ; 1不: l l ! .

7  . 登 録簿 の 謄 本 の 交 付 ま た は 閲 覧 請 求

大阪府浄化槽工事業者登録簿の閲覧等に関する

脱却J ( 昭和60年大阪府焼則第61号 ) による 。

何人も、都道府県知事に対し、その登録をした t争

化槽工事業者に関する浄化ぬっこ卒業者登録簿の謄

本の交付または閲覧を約求することができる 。

(芭) 登録下数料、申 Dt1h' fJJt の提出部数等 (l 、それそ' i l 各市道府県に

よって異なるので、あらかじめ ｦ 宇都道 府県町沖 ｉｴ 情工 Ｊｾｕ ヱｾＺ .. ｾ＠

にIII J ｾ、合わせりれたい

( 文i 'i . 大阪府建築音11建築指導謀 )
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あなたの「声」をお待ちしています 。

日 本 建 築 協 会 建 材 委 員 会 0 紹介建材、掲載内答に対するあなたのご意見 ・要望

新 建 材 紹 介 コ ー ナ ー

をお寄せ下さも、.

o ( 社) 日本建築協会主E材委只会 Tel 06- 348- 0635 

千 530 大阪市北区梅回 l ー 1 - 3  - 2100 

〈新 建 材 紹 介 .No 126)  

段角ハゼ・定尺工法横葺き金属屋根

新元_ e _ Jレーフ

(1) はじめに

最近の建築デザインの傾向として、周辺環境と

の調和を重要な望書素として考えることが多くなっ

てきている。これらを具現化するものとして、日

本古来の形としての勾配屋織をデザイン モチ ーフ

とする建物が増えている。しかし今日の建物の大

型化や形状の複雑さ、種々性能の高度な要求とい

う点で、従来工法では対応しきれないことも出て

きている。ここでは、これらのことを満足させる

ことができる一つの屋線材料として「新元旦ルー

フ」を紹介する。

「新元旦ルーフ J は、素材としては 各種金属板

を段々の要求に応じて選択でき、段角ハゼと 11芋ぷ

断面形状をもっ償却金属屋恨材て¥従来の角ハセ'

に比べ水密性能をはじめとする各組性能が大幅に

向上した材料である。

(2)概要

この屋根は、本体 ・継手 ・吊子 ' ; / ステムタル

キ・木1 : セメントネ反等で構成されている 。① 屋 般

本体は定尺製品である 。②流れ方向は段角ハゼに

よるジョイント、桁行き方向は、継手ステ板と継

手カバーによるジョイントである 。下地方向へは

クギを使わない吊子による回定方法である 。③ 元

日ボード ( 木毛セメント板40，%) を使用したシス

テム工法により、} j { J j 工の附l易化と性能ア ップがは

かられている 。

(3)形状・寸法

図 l 、 2 、 3 に示す。

(4)本体仕機

・耳T効 幅 260' % 

・イT効長さ 3. 830' % 

. ，#i材 ・板 l♀

カラーアルミ ( 0. 65- 1. 0%) 鋼板 ( 0 4 - 1. 0，%)

大阪駅前置¥3 ビル21階

元旦ビューティ工業株式会社

本 社 神 予 告 川 県 藤 沢 市 湖 南 台 5 - 3 6 - 5  TeI 0466- 45- 6635 

大 阪 営 業 所 大 阪 市 淀 川 区 西 宮 原 町 l ー 7 - 47  Te106- 396ー 7231

東京 ・ 山梨 ・ ｬｾＱ 台 名古屋 ・福岡 ・高崎・践岡 ・北陸・広島 ・静岡・札脱

図 1 本体断面形状

図 2 施工断面形状

図 3 ハゼ組形状

段角ハセ' は段差によっ

て暴風雨の浸入を阻

止。大量の降雨、吹き

つける雨水もハセ' の段

個厨て'フ' ロックされ、四

散しま 1九

座決 ・砂 ・木の葉等異物も、

この段側面で阻まれ、雨水

等によ り洗い流されます。

カラーステンレス ( 0. 45- 0 6，%) ・サビナシル な っており、暴風雨や座主主等の直接の吹き込み 全なものにしている 。

ーフ (Z)( 0 . 6 - 1. 0' %) ・ガルバリウム鋼板 ( 0. 4 を防止し、強度も絡段に向上している 。 ⑤ 吊子による固定のため、本体にネジや釘を使用

- 1. 0' %) ・庖ビ鋼板 (0. 4- 1. 0司令 ) ・耐候性鋼 ・ハセ' 内部にエアポケ ッ トを設け、毛細管現象を せず、釘穴からの雨水の浸入や l腐食を防止して

板 ( 1 2，%) ・フ ン栄樹脂鋼板 ( 0 .4 5 - 1. 0' %) 防止している 。 いる 。

カラー鉄板 (0. 45- 1 . 0' %) ・ハゼ部分の IJl Iげ}JII 工は、計t ) : された角度にな っ ⑥雨音や定食を防止するため、ビューティフォー

・耐似性鋼板はウラ帰り「無し」。 その外は「有 ており、 IJl. Iげ部分のヒビ illlJ れ、腐食を防止して ムを裏帰りしている 。

1) J  .  I無し 」の 2 位 類。 いる 。 ⑦ システム工

(5)特徴 ② パ y クア ップ材 ( 木 1三板25，%) を使用 屋般から下地までの一 民生産を行 っており、簡

① 段角ハゼ構造 ・断然、遮音、結t&防止等の諸性能が絡段に向上 単に外断熱を実現て' きるシステム工法を確立し

・昼恨阪と嶋み合わせ部分に段差をつけることに している 。 ている 。施工の安全性とスピードア y プがはか

より、暴風雨もこの段 llIl J而に当た ってl吹き上げ ・本体、ハゼを保 l穫し、地工l時のへコミを防止し れる上、佐li 熱 ・遮 音 ・結 露|坊」上等の認性能が絡

らi L 、四散する 。 また、座段、土砂 ・木の業等 ている 。 段に向上する 。

の拠物も段111リ而で止まり、雨水で洗い流され、 ③ t祈新な績非き ;古: 匠で、本体の立ち上がり寸法は システム 1 ・システム 55等の各タイプがあり、

腐食防止をはか っている 。 27. 5切である 。 予算や要求する性能により選ぶことができる 。

・ハセ'の哨み合わせ苦I1分は、密3 ，" f した段付椛逃に ④ 特許継手工法により、継手昔11分の水車・性能を完 建 材 委 員 / 松 本 主義 ( W: 畑主主祭1>務 所)
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専用ノ 〈ツクアッフ.材が雨音をシャットアウト。

「元_ e_ ) レフJ は、独自の段角ハゼで暴風雨はもちろん、チリ袋、土、砂、木の

葉等の異物もシャットアウト。 専用パックアッフ。材 「元旦ボードZ5mmJ とビュ

ーティフォームの裏張りによって気になる雨音もシャッ卜アウ トします。

製造発売元

⑫元旦ｾＺｊＺ一主 ｚ 禁輸読書位
. * 社 干252 神 奈 川 県板沢市湘南古 5- 36- 5 世 (0466)45-8771 ・東 京 支 庖 干1倒 東 京 都 中 央 区八丁堀卜 7 ・2 現= 長岡ピル5' 官 (03)555- 1801 ・神 華川王庖 干 252 神 奈川 県踊沢市湘南古 5- 36- 5 " (0466) 45-8771  

. 大阪営業所 干532;;; 臨南軍川区西宮原町ト7・47材ハイ湘ニ昔前大医醐 号 宮 (06)396ー7231 ・名古置宮被所宮 (052)25卜7671 / 福岡宮寮所官 (092)712-1691 / 仙台宮鍵所官 ( 0222)65-9431 /福島宮築所官 (0249)44・7188/

山制官業所" (0551 )47-4321 盛岡宮業所宮 (0196)22-2271 / 高崎営業所" (0273) 63-5175 / 広島 出張所. . ( 伺2)261-3161 / 北陸出張所宮 (0762)68- 4651 / 札幌 出 彊 所宮 (011 )863- 4231 / 静岡出強雨宮 (0542)71-7321
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砲住宅都市整備公団 同 す ま い づ く 晴 座

100万 戸 の 大 家 さ ん (その 1 )  永田幸夫/ 坂下貞次

一 公団住宅の管理あれこれ-

公開は、 UP. ;f<1I 30年 7 月に発起して以来今l : 1ま で 、 全 国 で 100 万 戸

を こ え る 住 宅 を 供 給 し 、 今 ゃ い 世 界ー の 大 家 。 と い わ れ て い ま す 。

このうち 、ｼ品 ｈ ｬｬｩ 支 社 でＩｾＺｊｩｬｬｬする ＱＱ 貸住宅は約 ＳＰＰ 団 地、 約 四 万戸に

迷 し て い ます。 これ は 戸 当 た り家 波数 3 .0人/ 戸( 昭 55公 団 定期 利 宣 )

と す れ ば57万 人 と な り、 尼 崎 市 ( 人 口 50万 人 ) を こ える 都 市 に 匹 敵

します 。 その 内 訳を 、 信Ｚ趨 ｗ ｦＮ ｊ ｴｬ ｦ￬ 年代 別 、住宅 ｊｾＱ 式 別 に分析してみる

と 、 つ ぎ の こ と が 分 か ります 。

① 発 足 当 初 のup. 和 31年 J立は 、 2 0  K  f主戸を主体 に 供 給 し て い ま し

たが、年代の Ｑｪ ｾ 修とともに、 Ｓｄ K 、 4 0  K の比守. が大きくな っ て

い く の が よ く 分 か りま す。( 図 ー 1 参 !I (l. )

② 住宅のスト ッ クとして、 2 0  K 以 F の 伏小{土 毛 が 約50% を山め、

将 来 の ス ト ッ ク 改 善 が111務 で あ る こ と が う か が え ま す 。( 図 - Ｒ 参 ｭｾ )  

③ 竹 内開 始後、 10年 以 上 経 過 し て い る 住 宅 の 戸 数 が 約70% 、また

20年 以 |二終 iめ の も の が 約30% を .Ii め て い ま す 。( 図 - 3 参 照 )

こ の よ う な 、 大 祉 の ま た 多川 多般の住' もを経営 維持Ｇ￬ ｾ Ｇ ｦｪＱ し、入

J，I;'者 と の 抜点 が多い包理! 日111"1 は 、 地 味 な が ら 公 団 '1'; きたの重要な古11分

を t1i め て い ま す 。

1  . 公団住宅の管理

公開における住毛の ｾ￮ 耳 Ｑ Ｑ とし、う場介 、 大 別 すると住宅 ・ 地 設への

人 JJf ま た は 使 用 1) 仙台までの供 給 業 務 と 、 供 給 後 の 狭 義 の 管 理 業 務に

分 け る こ と が で き ま す。

こ の二 つ の 業務 の う ち 、 住宅竹豆II に お け る 供 給 業 務 は つ ぎ の と お

りです。

① 1正毛および施設の1 ' l 1 片人 ・議 受 人 の 募 集 ・選 J7 ・契 約

② 家1 ' ( および J削立対 fiHi t' jもの決定

また 、 (i ' 宅 供 給f去の竹. f 111;r; ，f-f，の |人l 符 は つ ぎ の と お り で す。

① 家1' ( ，分 li爽代イ止等の収納

② {伝 宅 お よ び 施 設 等 の A，!I 持 ・{ぷ全

③ ('ioと己資産 ( 土 地 ・建 物 ) の 竹 f' 11

④ n1[  住 宅 同地 等の包・旦1¥

またf i : ' - i 三の 1i: 主11と い う こ と を 7] IJ の存且.t，11. か ら } 止ると 、 とくに 1' ( 1' i Uミ

主 の 場 作 、住 宅 ・リIJSO也 ・集 会 所 な ど の 共 同 施 設 等 の財 産の保全業務、

お よ び fi :宅 等 の 物型 的機能を斜Hf.y. し、 j制 定 の 耐 用 年 数 を 舵 似 す る た

め の 保 全 業 務 と を あ わ せ た 対 物 管 理 業 務 と、団地 居 住 者 と 公 問 、 同

地 I，'j ' LE 1"i と地 万 白治 体 、 団 地 l;r} 住 者相l互 の |刻係などを 処 迎する 対 人

管 理 業 務 に 分 け る こ と が で き ま す。 す な わ ち 、 住 宅 の 匂ー趨! という言

葉 は 、 公 団 の 場 合 、単 に 不 動 産 と し て の 住 宅 の 維 持 管 理 と い う 消 極

的 な意 味 ではなく 、 Ｑ 片ＭＡ， ｬｉ ｾ ｦｩ 存訴で・おなじみの大家さんと同じく 、 府 ｪ 乙

の j 三市上.の 1' 11談 か ら モ メ ご と の付， J主 ま で 、 公 開 の 住 宅 に 快 適 に li 時住

し て も ら う と い う 立 場 に た っ て位ー耳vを 行 う 、 い い か え る と 、 コ ミ ュ

匿 ｾ 1  D K以下

冨 1 D K ( 1L D K . 1 K . 1 Dを吉む)

E コ3 K ( 1 L K ' 3 Dを宮む)

仁コ 3 DK ( 1 L D K ' 3 L K令官む)

口 4 D K此 ( 3 L  0  K  L 宮む) その他

13，315 

図ー 1 関西支社賃貸住宅管理開始戸数・型式別推移

図 - 2  賃貸住宅型式別管理戸数

図- 3 賃貸住宅年代別管理開始戸数

戸

8. 997 

( 5 %)  

l川川l川11 l  111111111111川 川 住宅 ・都市整備公団協力業者 ( P R ) IIII II III IIIIIIIIIII 川1111111川 川1111111111111111111“ 11111日11111川 川 川 111川川11川川1111川11川川川11川川11川川H川山川11川11川11川l川川11川川11川川11川川11山川川川川11川11川11川11川川l“川川11川11川11川11川川1“川川川11川川川川川川11川11川川11川川11川川川|川川川11川川川11川川川l川川川1“川川川11川川H川H川川1111111川11111川1111111111川 1111111川1111111111111111川川11川川11川川11川川H川川11川11川11川川11川川11川11川川11川川11川11川l川川11川川川11川川川11川川11川川11川川川川川l川111川川11川11川川11川川11川川11川11川川11川川川川川H川11川H川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川H川川川川l川111川川11川山川川11川 川 川 川 川川川H川川川川111川11111111川1111川111川11川川11川川川11川川川l川川川l川川川l川川川l川川川

総合建設業

東 洋 建 設 株 式 会 社

代 表 取 締 役 小 畠 純 明

取締役大阪本所長 向 井 美治雄

大阪本間 干 541 大阪市京区高閲紛 5 丁目 i 番 地 興 銀 ビ ル

20 他 誌と 村 会 問 5"1' 1211 ，; 

総合建設業

株 式 会 社 中 i董 来E

干 534 大阪市r . J IIゐ区片町 l 丁目 3 番 4 号

'i!l，;，fi  06- 352 - 4771日目



一 体 、 団地 で は ど の よ う な 生 活 上 の ト ラ ブ ノ レ が 発 生 し て い る の か 、

ま た そ の 発 生 件 数 は ど の ぐ ら い か 、 そ し て そ の対 処 方 法 は ー・・ 等

について、「団 地 内事故 ｉ ｾ ｉ 岱 J i 公 団 住 宅 緊 急事 故 通報 セ ン タ ー J へ

の 通 報 笑 態 、 お よ び 「 保 安 業 務 日 誌j か ら 紹 介 し た い と 思 い ま す 。

げ) 団 地 内 事 故 白 書

こ れ は 団地 内 で 発 生 し た '1'; :;'&の 中 て¥ 人 身 や財 産 に 重 大 な 被 告 を

及 ぼ し た 事 故 等 で 、 紋 近 5 年 /i J I ( 昭5 4 - 5 8 ) の |品m支 社 管 内 の 件 数

(' 1埋 微 な も の は |徐 < ) を ま と め た も の で す。( 表 一 2 参 f! f¥)  

2  団地のトラブル、事故等の実態
ニティ サ ー ビ ス に も 管理 の 重 点 を 詑 い て い る の が 大 き な 特 色 と な っ

て い ま す。

公 団 は 、 今 日 ま で 、 こ れ ら の 業 務 の 充 実 ・有 機 的 な 体 系 化 、 総 合

化 を 図 りな が ら 、 住 宅 に 困 窮 す る 勤 労 者 に 住 生 活 の 安 定 と 快 適 な 生

活 澱 境の総 保 に 努 め て き ま し た 。 そ の た め の 組 織 の級 幹 は 図 - 4 の

よ う に な っ て い ま す 。

管理! ・経営 ・業務 ・収納 管財

住宅改善 ・保全 ・機械設備 ・'<I i 気設備;
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団地内事故等一覧表 ( 昭54 - 58)  

区 分 ｾ ｉ ｾ 故等名 附54 開55 日開56 
開 57 開 58 

百十 ( %)  

窃 In'i. 6  4  2  14  

l材物に

5車 i長 2  2  
。。

1  5  

対する被害

8  3  3  19  (  5  )  4  

i話
回

l  5  2  
う

l  11  

人身殺 ｉｾｊ 殺 人 3  4  
。。。

7  

自 ｾＺＲＺ＠ 15 21 23 23 15  97 

19  30 25 25 16 115  ( 33)  

死 亡 3  7  5  8  9  32 

故 f"'l l1J 11 11 4  10 37 

14 18 9  18 10 69 ( 20)  

失 火 4  25 28 35 19 111 

』女 火 16 3  3  6  8  36 

火 災
不 iり1 。。。。

3  3  

20 28 31 41 30  150 ( 42) 

合

353 ( 100)  

61 79  69 85 59 

平 均70. 6件/ 年

t正年、 70件 il i :ぃ・1';故 等 が 発 生 し て い ま す が 、 そ の 中 で 最 も 多 い の

が 火 災 て ¥ 年 間 平 均30f' I占て旬、' j¥. 故等の全体の約4 0% を，Ji め て い ま す。

火 災 の 場 合 は 、 消 火 活 動 の 紡 来 、 必 ず 火 元 住 宅 の 隣 戸 や 下 1; 符住戸に

水 111の 二 次 被 害 を 伴 い ま す。 と く に 夜 IUI に 火 災 が 発 生 し ま す と 、 当

局の現場検証や! 瓜閃究明が済むまで火/ [ ; ( 主屯に立ち入れないし、ま

た 、 水 JJl 住 宅 の j斤 住 者 の 11恥11[( の 場 所 と し て 、 代 作 住 毛 や 集 会 所 を J A

fJ J< し な け れ ば な ら な い 場 令 が あ り 、 こ う な る と Wlll i 主 任 を rl' 心 に

大 変 忙 し く な り ま す 。

火災の郎、悶の 中 で、 iほ も 多 い の が タ バ コ の 火 の 不 始 末 ( 21% )

次 い で テ ン プ ラ I1I1 の 過 熱 ( 15% ) 、[ - fJ J<の 火 遊 び ( 12 % ) とあt き、

失 火 が 圧 倒 的 な 数 を t'i め て お り 、 ち ょ っ と し た 不 注 芯ニか ら の 火 災 が

い か に も 多 い と い う こ と が で き ま す 。

交通 ＧＱ ｾ自立、遊戯施設等 の Ｇ Ｑ ＾ 依注 '1>依

表 - 2

千.'J!. ・大阪 ・JiJ.北 ・兵庫

京自11 奈良

関西支社における営業所別の1 ' ( 貸住宅団地数、管理戸数、包日! 主

任の固己. Q 笑態は 表 ー 1 の と お り で す。 名 営 業 所 の JT[ 当 戸 数 は 、 規 棋

に 応 じ て 14千 戸 か ら 40千 戸 以 上 と バ ラ ツ キ が あ り ま す が 、 J I立近では、

住 宅 前 嬰 の 半 干 し い 兵 庫 営 業 所 の 戸 数 が 目 立 っ て噌加1し て い ま す 。 営

業所には約 Ｔ 千戸を単位として、 ｾ￻［ 型主任が配置され、また、各団

地 に は 、 約 500 戸 単 位 に TI'llli 述 給 只 と し て 公 団 か ら 府 住 者 に 業 務 が

委 託 さ れ 、 い わ ば 公 団 管 理 業 務 の 以 前 線 てゆ居 住 者 へ の ?e 口 業 務 に 当

た っ て い ま す 。

表 - 1
31現花

｜ｬ とｾぷー『業｜ 所 千 里 大 阪 泉 北 兵 庫 京 自11 奈 良 i卓隔地 Z十

団地 ( 28)  ( 26)  ( 33)  ( 30)  ( 20)  ( 13)  (  6  )  (  156)  

{ 玉毛 26 .450 19 .391 34 .471 34 ，904 17 .602 13. 567 1. 689 148. 074 

u  m 市街 (  2  )  ( 34 )  (12)  ( 21  )  ( 23)  (  2  )  ( 12)  (  106)  

1王
街

J也系 229 4 .731 2. 505 3，442 3. 901 281 1，360 16，449 

1主 I也

毛 住 面|品l (  2  )  ( 26)  (  2  )  (  5  )  (  3  )  (  1  )  (39)  

戸
宅

発系
数

404 19，691 598 3，252 1.722 366 26，033 

at 

( 32)  ( 86)  ( 47)  ( 56)  (46)  (1 6  )  ( 18)  (  301 )  

27 .083 43 ，813 37 ，574 41 ，598 23，225 14. 214  3 .049 190，556 

句通! 主任日 7  13  10  9  6  4  49 

H  担当戸数 3，869 3.370 3. 757 4 .622 3. 870 3，553 - 1  3 .889 

日目60

任 |- jh; 主主ム瓦:

住宅管理組織

関西支社管理団地総括表( 賃貸住宅)

業

主

図 - 4

"'" 品

理

[竺

[全

( 次Irrl へ つ づ ( )  
団地住宅には市街地住宅fJt- m有地数を含む。) 内は団地数注

ひとくちメモ ー l

公団から、府 It れーへの通知lや注立がtnの1ムi主

屋上への l二がり円 の「鎚j の似竹 ｬ Ｇ￮し ｈｾ し

火災その他緊急事故が発生 した場令の、公開苦手への述給

信連主任の不イ1:11キの各純原! [ ( :.': : 、同け山の取り次 宮、「鎚J の受け il 主し

集会所の 「 鎚 」の Ｑ 足 ｾｾＺ ｺ 耳

その他

- 管理連絡員の業務

t

i

n

J

u

q

t

u

a

q

F

h

d

F
O

 

ひとくちメモー 2

団地内のi l l ¥回

入illl 去の線認

滞納家 ｮ Ｇｾ 干の督促

手キ純の昭 ｩｪｩｬｊｊ ・ Ａ部 ｴ ｾ ｈ の受付処理

共同施設の維持運営

共益 Ｑ その述 Ｇｾｴ

契約述反行為の調査およびその処理

その他

- 管理主任の業務

1

4

。
，
u

q

d

s

q

R

υ

《

5
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勾

r
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干 770 徳} J j 市中洲町 1- 67 屯訴0886- 23- 3211 ( 大代 )

干 542 大阪市南区南船場3- 9- 10 徳J;] j ピJ レ電話06- 245 - 6909(( り

干 658 神戸市東i f I : 区魚崎jly町2- 4- 1 電話078- 851 - 0707((1:l

出子
町

民

，

引

υ
A

F

取締役社長

本 社

大阪支防

相l' 戸 支 応

干 671 ー 11 姫路市広畑i区正1"l iI!i 3  - 6  - 2  

-;11:話 079 2 - 36ー 1131 F A X  0792- 36- 0075 
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ア イ デ ア ・コ ン ペ

設 近 ま っ と う な 競 技 設 計 の 行 な わ れ る こ と が 少 な く な って 来 た の か 、 建 築 設 計 業 界 の 状 況 が 変 って米た

の か 、 ち が った 方 式 が 多 く な って 来 た の か 、 と に か く い く つ か の 新 た な コ ン ペ の 審 査 を す る 機 会 に 接 し

て 、 こ の 頃何 か H寺代の変化 を感じている 。 そ れ は 建 築 の 事 業 主 の 問題 と い う よ りも、 また建築自 身 の 謀

題 解 決 の た め 以上 の 、 都市 に お け る 施 設 の 位 置 付 け や 周 辺 整 備 の 方 向 ま で 検 討 内 容 が 含 ま れ て 来 て 、 施

設 建 築 の 技 術 的 解 決 か ら 都 市 環 境 の 将 来 の 展 開 ま で 巾広 〈 対 象 と す る ア イ デ ア コ ン ペ の 色 彩 が 強 く な っ

て 来 た と 思 わ れ る 。

そ れ に し て も 厳 密 で あ る べ き コ ン ペ の 募 集 要 綱 の 内 容 が 拡 大 し て 来 た り 不 明 確 に な った り し て 来 て 、 審

査方法もいろんなノぐラエティが出て来ている 。 コ ン ペ の 目 的 は 結 局 、 人 を 選 ぶ の か 案 を 選 ぶ の か を 越 え

て 、 最終 的 に は 当 然、よ い も の が 実 現 す る こ と が 大 切 な こ と は 自 明 な 符 で あ る が 、 当 事 者 に と って は そ ん

な理解ーはなかなかのようである 。 し か し ア イ テ ア が ア イ デ ア に と ど ま ら ず 、 よ り よ い 環 境 っ く り の 先 進

的役 割 を 果 す こ と が 一 層 期 待 さ れ て 来 る の で あ る 。 ( K . S )

規 格 化 ・一一- 多 様 化

建 築 に お い て 、 成 絡 化 が さ け ば れ て か な り の 日 時 が 経 過 し 、 現 在 で は 一 定 以 上 の 成 果 が あ が っている 。

戦 前 の 住 宅 に お い て は 、 御 存 知 の 方 も 多 い と は 思 う が 、 持 ち 家 . f汁家を問わずその大部分の内苦11の 丘 ・

建具は、今でいう去l!. 格 化 が 完 全 に 行 わ れ て お り 、 宿 惇 え ( づ| 越し ) を し て も 丑 ・建 具 は も ってい っ て 、

そ の ま ま す ぐ に 役 に 立 った こ と を 党 え て い る 。一)1止i I i のマンン ヨンではえQ. ;f各 化 を は か る こ と は 勿 論 大 切 で

あ る が 、 そ れ と と も に 戸 建 て 感 党 と い う か 、 多 機 化 と い う べ き か よ そ に な い も の 、 我 が 家 に し か な い も

の が よ ろ こ ば れ る の も ま た 事 実 で あ る 。

現 在 公 共 建 物 の 設 計 に た づ さ わ って い る が 、 と く に 学 校 建 築 に お い て は 、 い ろ い ろ の 聞 か ら 標 準 化 が 行

われている 。 こ の こ と は 、 予 算 上 、 工 組 上 ま た 建 物 の 均 質 化 等 に お い て 優 れ た 面 が あ る こ と は 万 人 が 認

め る と こ ろ で あ る 。 一方、現イE で は わ が 街 の わ が 学 校 と し て の 特 色 を 出 し て い く こ と こ そ 重 要 で は な か

ろうか 。校 舎 に つ い て は 、予 算 、 工JVJその他 の 制 約 か ら 燃 が化 は 止 む を え な い と し て も 、 伊IJ え は 外 怖 の

門 と か 塀 、 あ る い は 正 1"1か ら 校 合 ま で の ア プ ロ ー チ な ど を 町 な み づ くりの一環として考えるとともに、

た と え 一 本 の 樹 で あ って も 児 童 - 生 徒 に と って い つ ま で も 心 に 残 る 何 か を つ く る よ う 努 力 し て い く こ と

が町 づ く り の 心 で は な か ろ う か。
( K ' 1  )  

手

をこ が

師 走 も 近 い 。z:f 山の 山奥 、 人 口 2 千 人 の 過 疎 の J 也、利 11村も 間 もなく勺に思れる 。 ここに劇団スコ γ ト

の 本 拠利 白 山房 が あ る 。 今:.¥;5:巡 りの 廃 虚 を 劇 場 に し た 開 放 的 な 均 台 か ら 、兵隊な所作で板床を踏みな‘

す 音 が 、 そ し て 寒 気 に l比〈息、が白くたちこめる 中から! 日にしみ込むような発戸線科の声が洩れ例代 。世

界の 注 目 を 浴 び る に 至 っ た こ の 山房を主宰する鈴木忠志氏は、俳優の肉体訓練の2 J i 本を足腰の鍛錬にお

い て 芝 居 づ く り に 挑 む 。 映 画 、 テ レ ビ と い った メ テ ィ ア を 介 し て の 前j剥が顔 の 表 -1汚に焦点をあわせ、 言

築 が 意 味 を 伝 え る だ け の 媒 体 と な っているのに対して、下半身を鍛えて足の! 必党を蘇らせるとともに、

H千l汲 の 向 己 支 配 を 過 し て 身 体 の 集 中 力 を 義 わ な け れ ば 、 肉 体 の 表 現 も ま ま な ら ず セ リ フ も 明 11析さを失う 。

とくに日本語では tf j J 似が小 さい上に 、大 -J '; な言 葉 が セ リ フ の後の方にくるので、 言葉で飢存に触れ! l ' K-h'j-

移 入 の 柿 を !J+!: け る に は こ の 鍛 錬 が 欠 か せ な い と 説 〈 。 そ こ か ら 独 特 の 肉 体 訓 練 の シ ス テ ム が 編 ま れ 、 迫

力にみちた表現盟かな舞子: が生まれる 。

主主築の分野でも最近頓に諮問のメディア が持 ち こ ま れ 、 そ の ;1早熟に j自 わ れ る 気 配 で あ る が 、 手 は キ ィー

を 叩 く た め に あ る の で は な い 。 手 に は も っ と 本 能 的 な 動 き が あ る 。 身 体 の 衰 え が 是 か ら く る 如 く 、 手 を

使 わ な け れ ば 知 的 能 力 の 衰 え を 鼎 〈 、手の感党、表現力を日常的に鍛えることをなどはい) にすまい。( K - D )

新 様 式 主 義

情報 化 社会にあ っ て、都市 、 建築は何を ｊｊｾ 味するのか 。 近代建築にあ っ て、機能主義が疑問視されすで

に久しし、 。 時 代 様 相 に あ わ な か った か ら で あ る 。 現 代 は ど う か 。 笠 間 の 創 造 は 行 き 先 不 明 で 混 迷 そ の も

の で あ る 。 いつの H寺代にも行きづま った と き は 過 去 に 答 え を 求 め た 。 それも 一 時 の 現 象 で し か な か った。

現代もそれに近い都市の空間に狂騒であり、むなしし、 。 騒音もメディヤの媒体により明「わされ、平常心

に 打 ち の め さ れ る 。 よ ほ ど 強 制 な る 村 神 力 を も ち あ わ せ な い 1¥艮り向己喪失の危機にさらされる 。

今 何 が 必要 な の か 、 未 来 へ の 空間 の 為 に は 、 そ れ は 現 状 認 識 に よ る 芯 志 の 柴 l ドにある 。十/1報 社 会 で の 様

式 の 創 造 が 待 た れ る 。 現 代 の 機 式 係 機 式 は ダ イ ナ ミ ッ ク で 多 機 な る 人 々 の 集 中 力 な く し て は 成 立 し る

い。 フ ィ ジ カ ル な 空 間 で な く ノ ン フ ィ ジ カ ル 空 間 を 指 向 す る 。 ノ ンフ ィ ジ カ ル と は 笠1mの イ メ ー ジ か ら

展 開 ま で の プ ロ セ ス を 包 含 す る も の で あ る 。 情 報 化H寺代の新機式は怖かで 、 ヨミかく、 イl叶1;1:的な構造をも

っている 。 ( T .  K )  
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設 計 地 工 宗 教 法人天理教教会本部 ・竹 中工務用i

- ホ テ ル建 築

者11ホ テ ノ レ 大 阪 ーー ー ー ー ー・ー ・ー ・・ ー・・ ・ー・ 0 ・.11

設 計 村 野 、 縦 割l築IJl . 務所

監理 ; 近畿日麻鉄道主匹敵改良区 村野、成建築.1'務所

地エ ー大林組大日本土木共同企業体

・商 換 建 築

大 阪 南 港 ポ ー ト タ ウ ン シ ョ y ピ ン グ セ ン タ 一 一 1

. N : 計監理日挫設計/ 大阪施工鴻池組

号

ヴペ ・ザ ・ヴィ 芦 昆 ……一一 一… ……・… ー… … … 7

設 計 監 理 創 J l 訟 計 施 工 : h'l 水生II 設

C ampus  S qua re  .. ーーーー ーーー ・・・・・・ 8

企画 。神戸ニュータウン1問先センター ー船場 S C綜合開発研究所

設計監恩 : N'戸ニュータウン開発センタ一 束 畑主 ｬｬｾ 事務 所

施 工 竹 中 工 務 庖

津 セ ン タ ー パ レ ス ビ ノ レ ・ ・ー・一 一 ー ーー・ ーーーー 11

股1十地工 . 熊 谷 組 竹中工務11 i 共同企業体

- 復 合 ピル

北 野 阪 急ピノレ ー.. . .. . . . . ーー ーー… ・・ー・ ・・・ 9

設 計 監 理 竹中工務宿 泊エ ー竹中工務日; 。峰山主II 設共同企業体

自 主主 U Mビノレー 設計監理日本生命 ・大林 組 地工 。大林組・ 11

・業 務 ピル

久 保 田 鉄 工 技 術開 発 研 究所 ーー ー一 ー・・ーー・ー 1

設計監理安井 姐 ｬｾ 設計 ＴＧ 務所

地 工 竹 中 工 務 広 ・ フ ジ タ 工 業 三 井 越 股

ヨツギビノレ・ ー ーーー ー ー ー・ ー・ ー 2  

訟 計 監 理 昭 和 股 計 総 工 . 海地組

名 古 屋 国 際 セ ン タ ー ビ ノ レ ーーーー ー ーー ー . .. .  2  

ｾｊ Ｇ十監理名占屋市計画局泥江再開発事務所 日雄設計名占昆

施 工 吋I水 ・大11m: 主共同企業体

サ カ エ 束 栄 ピ ノ レー 2  

設計監理 IJ'峰雄築t主計'1'務所

施 工 竹 中 日 本 国 土 フ ジ ア 戸 悶 挑 間 企 業 体

M B C 開 発 ビ ノ レ ・. . ・・・・・・一 ... ... ........... ..... .4 

設計監忍 : n
1

f水生II 設 施 工 mホ主ll i¥lt . M B  C I副党

エリモビノレ・ 0 ・0 ・・・・・・ーー ー ー ー ーーーー. . . . . . . . . . . . . . . 5  

位計監理 :' 1、河主II 築設計'1'務 所 地 工 不 動 主1l .N:

P C施 工 フ ド ウ 挫 研

ヨ ド コ ウ 第 2 ピ J レ ーー ー 設 計 地 工 消 水 越 訟 ・・ 6

新 大 阪 森 ビ J レ・ ・・・ぃ・ ーー 設計施工 il' i木建設 ・ 6

三 井 生 命 神戸 三 宮 ピ ノ レ ー一 ーーー ーーーー ー ー・ 6

訟1十 彦谷組築設計事務所 ・熊谷組l尖阪支応一級住築士事務所

施工・熊谷組大阪支底

御 堂 筋 本 町 ピ ノ レ・ ー ーーーーー - 一. . . . . . . . . . . 7  

設計監理安井主II 築段目十'1'務 所 地 工 。消水ill 訟

象 印 マ ホ ー ビ ン 東 京ピノレ・0 ・ ・・ .. . .・ ・・ 7  

設 計 日 越訟 計 地 工 銭 高組

殖産安田ビノレ・・・・・・・・ー . . . 設計施工 消水挫設 ・9

日 丸 名 古 屋 ピ ノ レ ーー ー・ 訟計地工竹 中工務 ｬｾｩ ＧＢ 9  

日 土 地 名 古 屋 ビ l レ・・・ 一 一 ーーー . .. . ... ・11

訟計監理 日挫股計/ 名古屋

施 工 iI'i 水 戸 悶 ・竹中 佐雌共同企業体

日 本 車 柄 製 造 本 社 ・ ー ー ー ー 一ー ー・ー. . . ・・・・・・・ ・・・ 11

設 計 監 理 伊 雌ill 築股計事務所

施 工 熊 谷 竹 中 大 成 共 同 企 業 体

・集 合 住 宅

コ ス モ ハ イ ツ 千 里 桃 山 台 一。. . ・・・ 0 ・.. ーー ・ー・ー ・ー ー 1  

設計監恩 fill 央 設 計 地 工 。蟻工務応

GR A ND HI L L  NI S HI N OMI YA高 座 台 ?ン シ ョ ン ・・・ 1

設計崎工不二主II 股

研 究学 園 団地 (1)(2)(3)(6) 団 地・・ー・・ 0 ・0 ・・・・・・・・・・・ e ・0 ー自

殺計 事 ｬＧ 戸市住宅供給公 社坂合主 ｬｬｾ 研究所タウ ン設計 手Ｑｉ

光建築事務所

施 工 明 布l 林 ー大木建訟共同企業体 ・神戸ホームピルダー ・

村上 正 栄 福 井 問 問 榔口新住宅J V 熊図工務庖掃l i ' i 工品住所

リバ ー サ イ ド さ ぎ す ー ー 一 . . ・・・・・・・ 9  

企画 ・ ｩｾ Ｉ， ド訟計住宅都市艶備公団関西支社

施工。飛品処設はか

神 宮 東 パ ー ク ハ イツー ー . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ・一ー 11

実地設計・大雄設計 ー安 雌挫駿

地 工 熊 谷 組 健 宜 主II 股 共 同 企 業 体 安 藤組設

・病 院 建 築

知 多 市 民 病 院 ー ー ー ー ー ー・…一. . . . . . . . . . . . . . .  2  

段計指導 名古屋大学柳沢研究室 中原研究室

訟R十 監 理 石 本位築主II 務所挫築計函連合設計共同体

地 工 胞 品 生ll:校

・工 場 建 築

ぽ ん ち 神 戸 工 場 ・ ・ ・ ・ ・ ー. .. ... . . . . . . . . . ... . . .・ ・・4

設計監理・ 1卓附品克也築股計事務所 地 エ 徳 向 工 務 日1

- そ の他

ノマイ ン レ ー ク ゴル フ ク ラ ブ ハ ウ ス ーーーー ー・ ・・・ 1

訟 計 範 工 大 成ill 設

社 団 法 人 ク ラ ブ 関 西 ーー

訟計監理 日 挫 股 計 / 大 阪 施 工 大 林 組

大 阪 ガ ス ア イ デ ア ノ レ 住 宅 NEXT. . . . . . .. .. ........... 7  

挫築 と社会/ 1985年 12月号 23 
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企画 : k阪ガス 芯， Ａｴ ｬｪＧ￬［ｾｾ安 ｊｆ 品 ｬ 築設［卜 ｬ Ｇ 務所

施工 ダイケンホーム ーノri! t主s設

口

市ヲ

イ ン テ ッ ク ス 大 | 妓 一 大 阪 Ili J l 際見本 市 会 場 7  

ｊＳ Ｎ 汁抗 ￟ｾ Ｚ k 阪r1i n! lrli 幣 1柑q . ｾｬ 畑主 ￟ 築 ＧＱ＾ 務所

地工大林剥1. 松付朝lJ!、l百l企業体、l /Ii . I: : ! 奥付共同企業体

- モニュメ ン ト

神 戸 研 究 学 悶 郷 市 コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザー .. 8  

$:，;十 神戸市開発) ，，; ，11町 北 地L 山本i t ，世大阪J主的

・駅 舎

学 l重i都 市 公 園 駅 .... .. . . . ・. . . . . . ー. . . . .... . . ・8

JC: JI 神戸市交通向日連鉄道部 安 J HI!築 E設計白l与務所

地工 ｦ 市谷 ｉ ｊｬ ｫ 阪 ｊυｉｾｩ

総合五liifrJ;公 l羽車iJ t- . .. ...... .............. ..... 日

l 泣，;1': N'r; ，li 克ji J j 応出i車鉄道剖; . 1刑制1，世，11 施工不動J . s j 主

仲 間j 也下槻{ 合山手( 県庁前)期V 三 割 尺 /新神戸駅

スケッヲチブック

1819. 八百i 111lff 7 y ミリーセンタ / 1820 岐阜市文化セ ンタ

ー/ 1821 佐織町中央公民館/ 1822 旭町総令体育館/ 1823

可児市立図 ， ｉｾ 館 Ｏ ＱＸＲＴ サニ ーヒル表山 Ｏ ＱＸＲＵ 日浜市立病院

/ 1826 玄周寺 / 1827 可J x'I'ls:ii / 1828 日本生命浜怯駅前ピ

ル/ 1829 ルーツストーンピルパート 2 / 1830 桑名信用金庫

城南支問/ 1831 名古屋大同生命ヒソレ/ 1832. 点海銀行三宮支

応/ 1833 岐1，;..1' 1一区銀行本的/ 1834 興 'IE火災笠総ビノレ/ 1835

岐阜相互銀行忠節稿文桁/ 1836 中京相区銀行再部品町支応 ー2

1837. ，:'f，li trli 編制保健セ ンター/ 1838 松山市総合コミ ュニテ

イセンタ_ . 体 行 施 設/ 1839 名鉄協商コ ンビューターピ Jレ

/ 1840 県立神奈川近代文学館/ 184 1 大阪会日空ホテ Jレーン

ェラトン( : 主仏大阪ピ J レヂング ) / 1842 成瀬記念館/ 1843 ソ

ニー問 Jq 河内長ピル/ 1844 Ｎ￭ｦｾＴＧ ｖ［ｾ他ｉｩ ｊｩ センター Ｏ ＱＸＴＵ 片上

駅前地区第一附市街地再開発事業施設 ー ・3

1846.  ' H腫iWi'j 公園/ 1847. : f j ' } . : 市立図力船/ 1848 商工貿易

会館/ 1849 夜須町立' 1 ' 央公民館/ 1850 千! 巴阪急ホテル III JYI

/ 1851 日野田邸/ 1852 京r . I i 御池第一生命ヒ1 レディング/

1853 別r(.f 銅; 便局庁合/ 1854 卜三 Wl l 金1iI l塚本支町 ー 4  

1855 仰川市立歴史民族資料館 (北rf ，¥自供記念館 ) / 1856 幼き

イエズス修道会アンチェ町家/ 1857 ホテ ルアビイロード/

1858 八幡浜市庁合/ 1859 大阪府立少年 1'11棋の家/ 1860. r.Ii 

市モノレール小企線小介仲間場/ 1861 サ ンンャイン大手前

ヒソレ Ｏ ＱＸＶＲＮｑ［ｪ 週 ￬ｪｾ " ヨ y ピングセンター/ 1863 山陽i 1 i 欽附

本社ピルー・ 0 ・ ・. . .. . •••••..•• • •.••••• • ••• 5  

1864 にしき立本社ピル/ 1865 岡山市也教育文化センター/

1866 岩 m午凶体育館/ 1867 広仏市安佐南区スポ- " / センタ

ー/ 1868 広品県民文化セ ンター ・地 }'j 職只共済組合鰻峻会

館/ 1869 大阪市立凶成区民センタ一、大阪市立西成図苫館

/ 1870 玖球町庁合/ 1871. グリーンピア安浦/ 1872 日本生

命大分中央ピ J レ ・0 ・・・ 0 ・0 ・0 ・・0 ・0 ・0 ・・・ 0 ・・ 0 ・ー・・・ 0 ・. . . . . . . . 6  

1873 大阪府立母 F 保健総作医療センタ一院内託児所/ 1874

カトリ ，? 阿倍野教会/ 1875 奈良県 r.i: Jま地場産業振興セン

ター/ 1876 瓜般会館/ 1877 別府市庁合/ 1878 安械市北庁

合/ 1879 ホテル八木/ 1880. ｴＱＧ ｍ 学悶図， ｉｾ 館械 Ｏ 凶 ＸＱ 大阪

府立自19 特別1'i " U人ホーム .. . . . . . . . . . . . . •••. • . . . . . . . . . 7  

Ｑ ＸＸＲ 九 ｩ 良漁村センター Ｏ ＱＸ ＸＳ 神戸総合 ｩｬｬｦｲｲｩ ｽｪ公 ｲｾｉ Ｇｩ［￬Ｇ理センタ

ー/ 1884 大点市立i 'j' 少年野外治則J センター/ 1885 日本生命

出知l新阪急、ホテル/ 1886 焼川市文化セ ンター/ 1887 三郷町

コミュニティセンター/ 1888 天神三 .)1 ピノレディング/ 1889

ポートタウン ＧＱＧ 央 ｾｴ 'Ii 場/ 1890 両副総合制祉センターー B  

1891 ベンンヨン ・アルビレオ / 1892 サロ ーネ デラ ピア

ンタ / 1893 西淀川生活と健康を守る会会館/ 1894 田中ハイ

ツ/ 1895 原邸/ 1896. Ii，i本ヒソレ/ 1897. J ; 松台コーポラス/

ＱＸＹＸ 料事 ｉＡｩ｜ｾ 弱者通所 ｊ 受注施設ひびき作業所 Ｏ ＱＸＹＹ センチュ

リ- M. ・・・ 0 ・0 ・・ 0 ・0 ・ ・・0 ・・ 0 ・・・ 0 ・0 ・・ 0 ・・..・・ 0 ・・ 0 ・一 ー .. 9  

Ｑ ＹＰＰ ガーデンハウス肉料 ｩ 存日台 Ｏ ＱＹＰＱ ハークンティｲＮｾＮｩ見 ﾭ

ｾ＠ 1  JUJ / 1902 ニューライ 7 大下前参書館/ 1903 ポートアイ

ランド悦関山坂所/ 1904 兵r;11県立総合体育館/ 1905. i . ¥田林

間易保険保提センター/ 1906 雌利点JJII ，lillj ハイタウ ン第 IJYI

/ 1907 木木町東ハイツ / 1908 郎政互助会内本町ビノレ . 10 

1909 サンマリーンながの/ 1910 . 7 イy ン制機( 附技術本館/

1911 文渓堂本社屋/ 1912. 1則郵便局/ 1913 挙母コ ミュニ

ティ会館/ 1914 太 l場生命以怖 ピノレ/ 1915. )紅海銀行終回支

防/ 1916 桑名 {J m金 1; 1¥駅 西 支 出/ 1917. 1- 六銀行丙多治見

支応 0 ・ .... .. .. . .. .... .... . . ..... . .. .  ・.. . . . . . . . . . 11

特 別 企 画

- 淡 路 島 ー く に う み の 祭 典

作品紛介

くにうみ愛ランドタウン ニューハウジングIlk ー .  6  

主11; ニューハウジング ｊｊｈ ｬＡ判明 ￬ＧｰｴＡｾｕ 全地

大II.(}I ・日常記念館 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .. . . . . . . . . . . . . . ・6

ＮｩｊＺ ＢｉＧｾ ，‘用 品崎県出rhll 古部ネi 棉u寝 泊 じ : (，・ 1て組. 出制 1:tJ!

おのころアイランド会場地設

，l): "I' t.理 ＲＡ 陛紀ひょうよ削 ｩｴｬ 出企Ｎ民 Ｑ Ｎｊｬ ｾＱ 企宜庁

対談 〈にうみの祭典 伊藤 Ni 輔/i I( ¥111勝次 .... . . . . . . . .  6  

資料 ・ 兵ｪ［ｊｬ Ｗ ジア Ｎ ｾート椛Ｚｴｲ ｴ Ｏ ｲ Ａ ，付誠司 ・・. . . . 6  

24 

各論

口

事ヲ

おのころアイランド/ 松尾久 ー・・ . . .. . . . . .  ・ 6  

淡路 7 アームパーク/ 必以降 .•.... •••. .. . . ・ 0 ・0 ・6

〈にうみ愛ランドタウン ・ニューハウジング展/ 新谷努司自

大 阪 湾 物 語

座談会

大 阪 湾 そ の 過 去 ・攻イt ・未来ーー ........ .. . 1  

出 席 者 石 涜 恒 夫/ 川仏首日11 / 宮本又次

司 会 : I忌立孝

名論

大 |坂 的 沿 岸 域 の 過 去 と 将 来

一 土 木 計 画 的 ア プ ロ チ - . ・. . . . . 長 尾 幾三 ー 1

大 阪 湾 岸 の 歴 史 と そ の 逸 話 '''m_ 尾税成・ 1

港 町 ・堺の民f i ' i - (I(J 伝 j.fr. 一 二 つの 例 ー ー 尼 比 約 ，1，.. . 1  

海 生 前 ・法 律ー い ま 大 阪 湾 は ー ー他 木 亨 1  

湾 岸 の 環 境 と 保 全 ・市民五liif1}j 3  {91).. ・ ・0 ・ 0 ・0 ・1

・西宮叩子闘浜の保全/ i ll 田泰男 矢倉海岸( 淀川河口) を

自然海岸公園に/ 忠多幡市l次郎 子供たちの玄 天神崎保全

の意義/ 外山八郎

大 阪 湾 の I-m発 と 保 全 ・・. . . . . . . . . .. . . . •. •.•... •....• 1  

・大阪湾のウォーター 7 ロント地策/ 鋭的治男 ・ウォータ

- 7 ロント施策事例 4 {同l一大阪南4荏野日 l姐/ 阪回投 神戸の

海づり公園/ 成瀬七則 。大阪府自然海浜保全地区/ 片山正敏

〈にうみの祭典のめざすもの/ 山本敏雄一

J レボ

ノレポノレタージュ大阪 r，̂J) 苧 周 航 ー

( まとめ 向田 IJ 幸 日1' 1' 1巨人 ・山中t{ 勝手IJ 杉本章子 )

資料篇

大 阪 湾 の 将 米 展 望ー 沿 岸 域 プ ロ ジ ェ ク ト 品 目 介ー 1

神戸ハーパーランド計阿/ メリケンハ- ? / 六中アイランド

/ テクノポート大阪計図/ 旧堺港問辺地区箆備計画/ 関西国

際空港/ 前品構: t ! . H南大阪間停事業) / 大阪間港湾計画

東 海 の 現 在 と 近 未 来

作品作風 (11' <船

: i ' ，占昼間際センターピノレ/ 忠郎文化センター/ 名占座共済会

館 ( 三の) L 会館 ) / 江問地成文化広場/ 17' 勢 y ティプラザ ・

ｾ Ｇｊ 友会館伊勢 Ｏ 梢浪 ､￯ 総合文化センター Ｏ 名肯屋合同庁舎第

3 号館/ 知多市民病院/ サカエ 点栄ビ ル ーー ・ ー2

座談会 1

東海の王l l . ;(E と近未来. . . ・ .. . .・ 2  

出 席 足 立 省 三 / 佐 々 波 禿 r t / 後藤f J 礼/ 越智福夫

司 会 1 ' 1" !ゐ ー

座談会 2

愛 知 県 ・名占民市の: l ;t 飢も号制jj. . . . . .. ・. . . . .. .. .. .. 2  

ＺＱＧ， Ｑ 市 Ｚ ［ｲ￯川金 ￋ ー Ｏ Ｉ Ｑ 必 上昭彦 Ｏ 必 ｾ ｉ Ｚ 大子ＧｩＯ 中山 一

司 会 : z.5紙 大 越

j レポ

}I[i f手の主I ! ; 築地場産業・ー 0 ・0 ・

三州瓦一高浜ー/ 111戸l年比占

常滑焼 ＭＧｩｩｾＧ 滑ー Ｏ ｬｩｩｩｅｂｦｦｩ 泣

3  や き も の 瀬 戸 / 主s部謙治

4  大理石ー岐阜必坂ー/ 丹下筏慾

2  

自由様式への道・建築家安 井 武 雄

対談 ・ 安打武雄と ｉ Ｚｊ 由機 式ｾｉ￬辺鋭太郎Ｏ佐野正一 Ｓ

安井武 ｢ｾ ｬＧＮ のスケッチ一大阪供楽部西側面、住宅 ・ 外鋭、

大阪野村銀行京r . J 1支! 市断而、苅胞織野村ピノレ ・正而入 u 、日本

紙町村ビノレ ・ 階段宅、安 ＩＱＺｩｩｾ ｫＱ ｬ 邸前立国 Ｑ 、大阪ガスピ ｊ レ ・ 外観、

装飾彫刻、銘板、金属グリノレ、壁画一/ 山 口 氏 ・・・ 0 ・0 ・. 3  

山 口 成 Jキ「内此l械 式 へ の 道 ー@ ; 築家安井武bit 伝」

を読んで・ 0

・川崎 uト ーl暖かく予I ! } : ぃJ耳r-./j のIIR指し

・坂本勝比占一一安MUl l と|則阿

・山形政i昭一一名作の位tli づけを巧える

・松葉- h' I - - 1930年代と r ｉｾ＠ IjJl 型式J

安 井 武 織 の 装 飾i ff 匠 ・写 J 'i 6 点 . . . . .. ・・ 0 ・.... 3  

建 築 物 の 基 礎 を 考 え る

回 I也LZ力 に タj す る 建 築 物 の 法 礎 の 設 .i- I指 針に つ い

て ... .. . . .. . . . . . . . . . . . . . ..・ 0 ・ ・e 杉 村 義lムー 3

図座談会 ・ Ｍ ＱＱ 止 近の新而 ＮｊＧ｢Ｎｾ と Ｒ ，ｾ礎の設計指針をめぐ

っ て ....•...•..••••.• ・・・..・・.. . .. ..... .. .. ... ..... . . . ・ 3  

l_HJ ，'f; 者 : 松 岡 広 之/f1) 彩 / 棚 情 禿 光 / 山 間 約 ifi

/ liI
C
!"忠 夫/ 般 原 範 幸 司 会 者 : 八 尾 点 太 郎

図 低 公 告 工 法 と 111: 底抗の現状・ - ー阪口 車1・ 3

号

情 報 化 を め ぐ る 建 築 ・都 市 事 情

座談会

情 報 化 を め ぐ る 建 築 ・ 都 市4-j:';.1W' . . . . . . . . . . . .. . .. .. . 4 

出 席 者 井 上 宏/ 沢井 手1¥之 / 商 務H 三

司 会 者 . 滑 川 敏 彦

各論 1

情 報 化 社 会 と 人 間1生活ーー . . ・ e 三 輪 晶 子 ・4

情 報 化 社会 の 歴 史ーーーー - ーー杉田 繁治・・ 4

情報技術の革新と者1¥市 椛 造 の 変 化 ー月 尾 15男 . 4  

情 報 化 社 会 の 住 宅 ーーー ー ・・山田 bit 三 . 4  

情 報 化 社会 の イ ン テ リア ... .. . 楽 久I信 祥 二 4  

各論 2

情 報 化 社 会 の 技 術 ー 主張氷 規彦 . 4  

事例紹介 情報システ ムをとりこん だ建築・まちづく り

岸和田のテレトピ 7 3十薗( 三回忠政) / 京生駒のハイオーピス

( 1 主藤章太郎) / 志木ニュータウン ( (1 日恭敏) / 治西ニュータウ

ン( 京都市計画局) / 古11ホテル大阪( 反田誠) ...... .. .. ・4

情報化あるいは情報化社会について思うこと 自社の取り組み

ディ y シュアンテナの風物詩 (1到村紀雄) / 放送の多織化に対

応する新メディアの併i発と笑用化 ( N H  K ) / プランチ オ7

ィス ・コンセプトの重要性( 湯川利和) / 国土往設と高度情報

化( 石川勝) / 情報管理からみたアンバランス( 片倉健雄) / 地

域の情報化はソフト面から( 谷明良) / 総合的有機的な展開の

ために法律の制定を一通産省一( 通産省) / 情報システムはr . J i

市の新しいインフラか (i 主野誠) / 神戸研究学閲都市における

C A T V  事業(高野呂郎 ) / ニユ メディアに企業ーが取り組む

場合( 三井不動産 ) /屯気通信の向由化 ・"01:主化を往にー郵政

省一( 郵政省) / この記号化していくなかで(i:1水茂樹) ... 4  

資料

情 報 シ ス テ ム ・キ ー ワ ー ド 30 ・. . ・ e ・a ・.. . ・・ 4

ホ ー ルー そ れ が 生 み だ す 文 化

イ ン タ ビ ュ ー ・ホ ノ レ ー そ れ が 生 み だ す 文 化ー

j京消/ インタピュア寺本敏1 l 1J ・ ・. .. .. ・・・・ 0 ・ 5  

自 治 省 の ホ ー ノ レ 行 政 一 リ ー ジ ョ ン プ ラ ザ に つ い て

小 ｽｾＪ ｉ ｪ 豆 ＭＱ ，ＪＷ，ＮＮＮ Ｎ 5  

資 料 ・国 の 行i 進 す る 松 近 のホーノレ ・・・ 5

ホ ー ノ レ に 期 待 す る も の i凶 業 ホ ー ノ レ か ら み た 公 共

ホーノレ ー ー ・・ーイ ｊＧ 月ｾヂ Ｑ｜ 輔・ Ｐ ・ Ｕ

rl l f I かれた劇場」 ー ピ ッ コ ロ ン ア タ ー の 場 合 ・ー

・・・山中l{ 淑 子 5  

税 チ 鑑賞 活 動 と ホ ー ノ レ ー 伊 丹 お や こ 劇 場 の 例

ー安 ;h' ( 千 Jι ・・ 5  

新 し い 街 づ く り と ホ ー ノ レ O C C- TV & S Pホーノレ

服部1!liJ{衣 5  

小 ホーノレー若者文化 の 拠点ー ・・・・ e ・・ ・ 5  

7' 1 ースペ スから小劇場へ/ 林信夫、勺世跡' を巡るなかれ

/ 中仏| 控郎、ライブからのメ ッセージ/ 古川 総之、 t内蔵変 じ

てライブハウスＯ水 ｬ［Ｚ ，ｾｾ範

ホーノレをもっ商業ビノレ ｙ ピノレ計画Ｏ吉凶時 ｾｩｦ［Ｎ )JII 藤博百l

脱ホ ルの論理一けんち〈かのあほどもえ/ 絵本雄官 ・ 5

設 備 技 術 者 か ら み た ホ ー ノ レ ホーノレの内輪話

前 田 )lln- . . . 5

楽屋は ｾ Ｑ Ｑｩのもの グ Ｏ大型 Ｑ Ｇ Ｍ ，ｾ Ｎ＠ �Ａｾ＠ f i 床 は 盟主貼り?

/ 松 山 新 ホーノレのワー 7 ・感覚/ 続本世l! がi .  ｾぷ ｽ＾＾ｬｪ

/ 谷 治栴Ii こ け ら 'i fr とし / 谷 治輔ー ー. . . . . . . . .. . 5  

作品作風 ( 1証載)

吹田市文化会館〈メイン ＷＱ ー＾Ｏ白恨桃源文化会館 Ｏ 人 ｾＱＷｦ ［ｊＨ

磁力 J レチャーパレス/ 守口市文化会館〈エナジーホール> / 徳

山 新 開 放 送 会 館/ OC C- T V &S Pホール ・・・ ー5

建 物 の 表 情 最 近 の 外 壁 材 料一

総論

て い 談 ・建 物 の 表 的 ー そ の 変 避 と 外 壁 へ のJYI待 - 6

多 々 兄 市 蔵 / 寺 本 敏 l ! IJ / !l 11l l 幸一

外 壁 椛 法 の 変 化 ・・ー大型l'IV1; 司 / 野 城 智 也 . 6  

各論・最近の外壁ーそのテ' ィテールー

建 物 の 主 強 と 外 壁 材 料 選 択 の ポ イ ン ト に つ い て の

設 計 者 の コ メ ン ト ー..・ 0 ・・ e ・・・. . . .. . . .. . . ・ 6  

・コンクリート/ 仁川学院講堂 ラーニングセンター

レンガ/ 関西大学総合図性館情報処理セノター

ー石/ 大阪市庁合 グルメタワー ・7 7 ロス

・7 イJ レ/ ザ ーンンフォニーホール大阪 Y MC A会 館 大

阪明浄女子短期大学

ー結品化庁ラス/ 住友心斎惰ピ J レ

ー金属/ エスカールピルー アパンティ( 京都駅前日再開発ビ
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号

ノレ) 御: 世筋本町ピ Jレ. 大阪タ ミナ Jレピ Jレ( 7 7 ティ大阪) 。

住友生命御堂筋ピ J レワールド本1 J ピ J レ

・ガラスプ ロ y ク/ 姫路( ，1ffJ金J i Il 船場支出

G R C / 都市モ ノレ - 1レ小倉線駅合

'jJj l性吹付村/ ラ 7 ォー レ琵琶湖

・石綿スレート桜/ 懸魚のある製凶工場

.  ＱＱＱＱ Ｚｊ｝成型セメ ント版Ｏ大 手日高凶 ＱＱＱ 朝Ａ￭ ｬｴ ［ｾ 品 川大中別館

プレストレストコン ＷＧＩ ート版Ｏ糠 神 戸ＧｴＮｴ ｊ品 Ｇ Ｎ ｲｬｌｾｩｍ｣ 送センター
人体

大 阪 国 際 見 本 市 新 会 場

作品作風 (1里総)

インテ > 7 ス大阪一大阪国際見本市新会場 ー ー … … ー 7

本文

大 阪 国 際 見 本 市 新 会 場 の 建 設 . .. 山 本 !ft・ 7  

建 築 計 画 ーー ーー 谷 淳 之 介/ 絵本博俊ー 7

構 造 計 画 ー . . .・・・ 0 ・・・・ ・ーー. .{忠 111祁』ミー 7  

設 備 計 画 ・ ー 凶山賢治 ＯＧ￩ ｩ ｲｉＱ 幻夫 Ｏ ｾ邑 Ｑ Ｑ Ｑ 治 ＮＮＮ 7  

施 工 計 画 ( そ町 1 ) ' ... . .  ー村上主主賢 / 南 達 成 ー 7  

施 工 計 画 ( そ町 2 )  ーーー .  •. • .. • •.. ;j <rfi ' 干ー ー 7  

建 築 と 水 の 演 出

総論

告11市 、 建 築 入、そして水笠/ l I J" 有 村 元 労 ... 8  

各論 水空間、そのデザ イン思想

伏! . Et水 の デ ザ イ ン忠1J . tー 岩 相 と鋭f ( ij の 水一 -

・0 ・17村 元 9j ・ B

雨 水 の ネ ッ ト ワ ー ク 一関 西 鎖 灸 短 大 キ ャ ン パ ス の

水の ｍｩｬｩ ＮＮ ＮＮ ＮＮ Ｎ ＮＮＮＮ Ｎ ＮＮＮ Ｎ ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ Ｎ ＮＮ Ｎ ＮＮＮＮｾ 家克彦 B  

事伊l ・都市・建築の 中に水のデザ インをみる ・. . ・・ 0 ・0 ・ー・ B

m水 ・位i l l : 学倒 ・点' f ，句校/ 阿欽 グラントホテル/ J :I "I 挙，!e

念館

流水 ・栃木県立 mUi / アイシンワーナー「希望のI王J / 阪之s

三' Il'ii Ji / 金沢工業大学/ ti "敷r! i 1=r ";'t' i

部とす ・ィIj J りを/ ロイヤ J レホテル/ 附山|民l際ホテル/ 九 fl!. di

1( 公邸!

.ft き上がる ・r，，'i hlfl l i H大"，' / 近畿大' 下/ 10.1己 di Ｉｌ山公 Ｑｾ ＱＯ

ｩ ｗｊｾ 雌 ￬［ｾＧ 公凶 Ｏ 武品 ＱＱ 川女子大学 Ｏ Ｑｴｩ 良ドリームランド

/ 1岡山駅 liij 広I品/ 道帳場 111/ 神戸総イ干迎 Jr)) 公 l副中央広

場/ (1色岡市役所

ｉ 時 き ｈｾ す ・ 帆 ＱＱ ｊＨ柄ＱＧ ，，ｊ ｩ 屋工場

ぬらす ・全日空ホテルンェラトン / 新"J(i 三 )1 ピル

技術篇

!li 1) < 水ー そ の がl HJ ，と袋世 一 川 久 保 光 行 ・8

神 戸 研 究 学 園 都 市 の 建築・まちづ くり

今 、 注 目 さ れ る ま ち ー 神 戸 初f :允乍 l占1.(，ll di

' 下位1; 誘 致 計 l凶/ ヰ1J 1 必施設計図i / ま ち な み 計 間 / み

ど り 計 画 / シ ン ポノレ ブ リ γ ジ ，l li ，lii"

IU '1 '1丘 人 ・南 一 白11 .

久 保 田 栄 ー リ ｇＩ［ Ｎ ， ｜｢ ｩ ｾ 次 Ｍｲｺ 畑 正 ・ 桜 川 ニ禿 慾 ＮＮ Ｎ ＮＮ 8  

神戸研究学園都市の遺築作品 (1旺4<1( )

神戸研究'下 l主1ml di コミュニティプラザ / Campus Squa re  /  

神 戸市外 ｌｬｩｬ ， ｾＱｽ 大学 Ｏ 神 戸市立太山、い ｉＢ ＧｻＧ 校 Ｏ 神戸市立小寺小

中校/ γ" 1立法人 tl Jl I I ? l wt 1量l土hl1l.1取1/ ダイ エー l手生年金 J" 全総

介スホ Y センター/ 研究7 ・l詞1- 111也1ｉ ｘＲｘＳｘＶＩ｛Ｎ ｾｊ 也 Ｏ ザ ｬ 叫ｲＮ ｛￭､ｩ

駅 Ｏ 総合巡 Ｑ ＰＩ 公 ｬ お ｬ 駅 Ｏ ｾｉＢｩ､［ 地下 鉄駅ｾＧｻ 山下 Ｈ ｾＧ，ｾ＠ /  i'l ii j ) 駅三' : ; .;

駅新事 ｉ ｬ ｲ ｩ ｾｬｴ

都 市 と 健 康 ・ ス ポ ー ツ

総 論

余 /11¥1 市場も成熟化の 時 代 ーー・ー・. . ... .l lz本 一 雄 9  

健康づく りの戦略

健 康 づく り の 歩 み ー Y MC A体 行 よ り さ ぐ る ー ー

|止戸 俊 男 9  

各論

フィ ｹ トネス ｩｬｬｩｾ 佐の展望 ーーー・ー・ Ｑ 文川 i長 9  

エグザス / 民 的 笠

・日本エアロピア スセンター/ 布施本1ふと

行11市 ホ テノレの 1l J ! ) ; ) 苦戦略ーーー ー舛日1英 樹 9  

同 ｩ ホテル大阪 Ｏ 小 ｩ 珂ｪ，ｊｾ "1 

ス ポ ー ツ イ ベ ン ト を 契 機 と し た 布11di 経 営

・ Ｇｰ［ 岡 Ｇ ｎｍｾ ＮＮ Ｎ 9  

白 治 体 の ス ポ ー ツ 振 興 健 康づく り地策・

ー大 阪 府/ 大 阪 市 / 神 戸 市 ・ 9

事例 都市生活と健康 ・スポーツ施設

神戸市立北町1 I 島文化センター / サノシピ > 7 尼崎/ CI TY

S P ORT Sすみのえ / 7 ィ γ トネスクラブオキ y ー阪急 / 瀬 ITI

号

パークアベ ニュー Ｏ ｉｾｉ 凶サイクルスポーツセンター Ｏ 日本エｼ 川 北

アロビ 7 7. . センター / 大阪府立体行会館{似体1 ・ 9  

資 料

位 五ll' . ス ポ ー ツ 施 策 ー 比 一 近 畿 を 中 心 に e ・・・・ 0 ・. 9  

接 合 一 人 体 と 建 築 に み る ー

ヒト| 民間 i のf ' IYfi 1 t と術，控 l以収 の メ カ ニ ズ ム

ー史 11' 1' 似生・ー 10

建築

ｾｊｩｾ鑓椛造における按合技術の税状と将来

- 鋼 管 灯L .. .. . . .. . . . .. . . . . . . . . . . . . .. ・ ｾ ，品 丈 詩 ー 10

・コ ンク リート系・・ 0 ・山本後 l成 夫 / 大 西 河 川11 .. .1 日

鉄 f fi 立 に お け る 俊 介 技 術 の 現 状 と 将 米 ー

ー金 谷 弘 1日

二次 ｬＱＱＱｾ ，ｪにおける Ｑｾ 合技術の現状と将米 Ｍ ＴＮＱ｜築要点

( B  E  ピルデインクエレノント ) を附I此する部付的機合 ・・

ー 岡 凹 勝行 10 

新 し い 都 市 の 創 造 を 目 指 し て 一日磁掛

O s P計 画 17年 の あ ゆ み 1968 - 1985 ..... . ... . . . . . 10 

P R OJ E C T  19 8 0 - 1985 ... 一ー ーー . .. .・ 10 

建築 悼[F. I綜合j ( 砧センター ｉｉｉｕ 県 ｲｪ 台本館快 Ｏ 広尚 ｖｍｲｾ 守点館

大阪， ＡｩＯ Ｍ ｲ 合ｾ山市文化会館 鹿児品，1; 1( 文化ホール ｾｾｾ＠ '1' 市立

中央公l ( 航 7 7 ア文化ホール 延附総合文化センター JnJ，lj 川総
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127 場所打鋼ti コンクリート杭/ 長岡 'J 1. "H ーー ....  .. 3  

128. Ｉ 正従工 ・ ｬ Ｇ の Ａ日 ｩ 問点 Ｏ ｾ ｴ 中克己 ＮＮ Ｎ Ｎ ＮＮＮ Ｎ Ｎ ＮＮＮＮ ＮＮ ＮＮＮＮＮＮ・・ Ｔ

12 9 . 0 BP ツイン 21の構 造設計( その 1) / 棚焔秀光 ・商問理

.  5  

130. 0 B P ツイン 21の悦 i E設計{ その 2 )  棚f晶子E光 ・i利回理

.  6  

131 二! 日系地銀における杭の水平剛性の評価法/ lI! 11' 延平

野村外} ' ( . 夫 ー ーー. . . . . . . . . . . ・・・・・・・・・・ .. .・ ・・・ ・・・・0 ・7

132.i l l 物と地銀の制 Jl f乍Il ) / 日下部停 . . . .・ ーー . 8  

133.(. r . 然水槽 の耐渓設計王子? 1 i HII 造設計指針案 問解必を路

まえて ー /松 1]] 充，;午 ー. . . . . . . . ー ーーー・ーー ・・ 9

134 免民総 i主的すすめ ( その 1 ) ー設計の視 l ，( を.Y;.:i. ｾ｛す ーＯ

多悶英之 ー 一・ ・・ーーー ーー ... ・ .. . . ・ ・・ ・・ ・10

135 免i Ju再造のすすめ ( そ町 2 ) 一免震情泣の|問題収 / 多l J l

英之 ー. . . . . . ・・・・・・・・・ ・ e ・・ ーー ー11

設 備 の 頁

124 インバ- ? ーエアコンによる省エネルキ官iJ !l V 大本的 ー1

125 ピ1V/WU) !，I l ')， ' Li ・l l I l システム rT OMNE CS J / 大内幸雄 2  

Ｑ ＲＶ Ｎ ｾ 冷ルマ ｹ ケージエアコンによる冬峨骨窃 Ｏ占 ｪｩｬ 戊ぷ .  3  

26 

127 グラスウールダクト / 寺 町健二・・・・ー・・・・・ー・ーーー・ー 4  

128 炭般ガス相主によ る外気噂入/ 今井' - l!I l 長 尾保夫ーーー 5  

129 既設パイプのライニング更生工法/ 品川非 ・・ー・・・・ 6

130 大阪間際 見本市新会場の給水システ ムー P C 制 御 インパ

- ? 駆動 万式/ 三小 田i度・ ・・・・ぃ e ー一 ー.... .. . 7  

131. 11ス給湯機 ( 瞬間1形 ) / 小 林立Uej . . . . . . . . .. .. .. .. .. .  ・ 8

132 家 庭情 報 ンステ ム/ 凶村博・・・・. . ・ 0 ・・ ・・・・・・・・・ 0 ・・・・ 0 ・・・ 10

133. ｖａｖｾ 以 Ｑ システム Ｏ 西 沢敏夫 ・・・・ Ｐ ・・・・Ｎ Ｎ ＮＮ・ Ｐ ・・ Ｂ ＮＮＮＮ・・ ＱＱ

134 人工 気候笠/ 上田正 勝 ・側 帯生 ・0 ・・ ・・ .. . . 一 一. . ・・12

施 工 材 料 の 頁

123.  rベントナイト; 1 t 気付，tr !臣J 芯 材 引 き 抜 き 工 法( その 2 ) /  

今井4佐賀 ー一

124 無 機弾 性 仕 上 材/ 松 水 J E . . . . . . . . . . .…. . .. .. ......... 2  

Ｑ ＲＵ 常 乾Ｇｬ ｾＷ .， 紫 樹防故料/ 宗像誠ニ ー・. . . . . . . . . . . . . . . 3  

126 建 設 ロ ポ y ト/ 岡田普 弘 ・ .. . . .. . . . . . . . . . . . . . . .  4  

127 面川能性 M MA 系7 ィルム/ 天 野 博俊 ーーー ーーー 5  

128.  ' 主コンクリートの早川l品 質 判 定 法 一 仕 組 み と 効 来 / 杉

本m彦ーー ー ーー ・・・ー・・ー・・ 0 ・・ 0 ・・ 0 ・・ーーー ・ 6  

129 浸透盟吸水日u ; 止材/ 野々 di 辿犬 . . ・ . •.• •.. . . .. ・7

Ｑ ＳＰ 鉄筋工白 ｬ Ｇ プレハプ工法 Ｏ ｾ ｾ ￯ 訪弘 ー 純村ｾ 明 ーー 8  

131. K P MA T 工 法/ 阿 川治 二 ・・・ .. .. . . . . . . . . . . . .  9  

132. コンクリート 収縮 低 減再v 下 山静ず2 ・ 一ーー ー 10

133 ホ ー ル イ ン工法ー鉄f t出 込 形 住 脚 の 施 工 法 一/ 防備必

彦拍I J ; ¥W 即1 . . . . . . . . . . .. . . ーー ーー ーーー . . . . . . 11

法 令 コ ー ナ ー

ＲＰ Ｑ 法鑓設計に ｬ 却する指導基地 Ｈ そ の ＲＩＯ ｾ 原栄一 ーー 1

202 中高層共同住宅の 2 戸 l 化設計指導指針/ 大阪市総合計

画局主II 築指導部・ ー・・・ーー・・ 0 ・・ 0 ・0 ・・・ e ・. . . . . . .. .. 2  

203 うるおいのある美しい県土づくりをめざして ー ふるさと

ｩ 並ｊＧｩの風 ｪ ￭ ｬ を守 Ｇ Ｉ ｬＧ￬ てる粂 ｷｶ 滋 Ｑｾｬ ｶ［ ｾ 企画部 ・ ・ ・ 3

204.  ｦｦｩ 風営法と ｩｬｬ 築 Ｉ， ｾ準法との ｼ剥ｩＡｉｦ Ｈ その Ｑ ＩＯ 鈴木 博 文 ー Ｔ

205 新風営法と主Il 築基iV!法とのl則i車( その2) /鈴 木 博 文 ー・ 5

206 民.JiI l県の「仰ili:l芦鋭的形成等に附する創刊J / 守昼間IJ ・0 唱。. . 6  

207 立体自動車 !1! r. ll の取り 扱 い ・・・・・・・ ー ーー ーー 7

208. 1.投I也共同利用の促進のための一同地認定制度- i l l 築基部

法 第86条第 11買の運用基搬について/ 広 江 雅 樹 ー. . 8  

209 京郎市町「作句しの指針J 住環f立の変容に臨んでー / 木

村正 ｾ ｲ ｬ而 ーー ーー一. . . . . . . . . ーー ー ー. . . ・ 9

210. ｲＮ Ｑｬ心郊の人口 ｾｪｦｩｩｬ 化的防止のために ー「 中央区市街地 問

発事業指導要綱J の制定一 / 川沿Ii 公 夫 ー .. ...... 1  0  

ＲＱ Ｑ 大阪府主主築基撒法総行条例の改正 Ｏ 大阪府主ｉｬ築指持ｾｾ

ー11

212 浄化憎法の範行とゆ化柵工' 作業向登録制度/ 大阪府立II 築

;'11;}'法築指導; ' . I l .. .. .. .. .. .. .. .... .. ー . . . . . . . . . .  .... 12 

新 建 材 紹 介 コ ー ナ ー

「ハ イキエ スJ/ 期内三郎・

妓シェ Jレター ・L uwa シェルタ一機総/ 危Jj， l'i 次ー 0 ・. 2  

「ラグス トーン J / 松本市 ... .. . .. ・・ー・・・ 0 ・0 ・ ・0 ・.. . . .. .. . 3  

P &  ｰ ステンレス ｾＩｪ 水工法 Ｏ Ｑ 白待紳 ・ー ー・・ ・・ ・・ 4  

「ライ 7 ロン 量IOOJ / 尾松一夫 . .. . . . . . . . .. ..・ ーー・ー 5  

f ノタルニ y クJ / 近藤逮 J、 一 ー ー・・・…. . . . . . .. . . . . . 6  

ドアコンシステム/ 松本』忠良 .  • • .  .  .  .  .  .  .  .  • .  .  .  • • • . ・・ 7  

変成 y リコーンシーリング材/ 阿川純一 ー・ ーー ーーー 8  

「ルームラ 1 7 J /西川純一 ー . •. •• . • . ー・ー・・ ・ ・9

「レミ 7 アルト T J / 元本 u 次 e ・・・ ・0 ・e ・0 ・0 ・・ ・ー・ ーー 11 

f新J eι ノレー 7J / 絵本章・ •. •... •• . ・・ ・… ・・ ・ 12 

設 計 者 の プ ロ フ ィ ー ル

上回篤( 大阪大学教授 ) / 西川純一 . ....・・・・ ・ーー ・ー ー・ー 1  

本城 fll 彦 (竹 中工務腐設計課長) / 駒田哲リJ . ー ー・ー ー. . . 2  

古田 !R¥久(昭和設計統伝部長 l / 治水修 ・ドー ー . . . . . . . . . .  3  

1車岡凸克U.el向日克ill 築設計事務所 ) /絵村. . f =di ' ......... 4  

中的問彦( 中仏関彦主主築 '1'務 所) 本多友'1;:'- .. ...  .... ... ..  5  

i: ; i 谷治ー( 深谷治ー建築 '1>務 所 ) /畢:JlI 1J! r  91 .  ー.. ・・・・ 6

-Hl l 勝 次(神戸大学助教授 l / 松村 Jt if，.. ー ー・ー ー 7

石原庄内(神 戸 di l / 西 川純 一 ー ・ ーー・・ ・・0 ・0 ・・・・・・・. . . 8  

谷 ￬ＧｦＮ 之介ＨＪ知 ｬ 往築‘ ｉ ｾ 務所 ＩＯ 水川尚彦 ーー・Ｍ……ＮＮＮＮＮＮ 9  

占 ｾｾｩ 忠良 ｉｉ Ｈ 大阪府営綿室 ＩＯ ｲｪｬＩ ｬ Ｇ ｩｬｌ Ｂ ーー一- ・・・・・ - 一 10  

上 聞 は 也( 日建設計設計部長 l /広田相 J E ・ ・ . . . . . . . . . . 11 

谷山附 ( コンコード ill 築設計事務 所l /北 村il 'll' .. .... .. ... 12 

見 学 記

閉じつつむひらく 一迫雄同l生氏設計のオ 7 ィスピ J レ リード

ｾｉｬ機本社を見て Ｏ 加藤力 ・一 . . . . . . .ー ............... 3

中心と周紘一ぽんち( 附神戸工場をみて/ 本多友常 ー ・ 4

目立 ＧＺ ｩ ｴ 限必 Ｍ ＱＱＧ ｩｉｉｬ ｬｦｾ 彦と四天王寺和光 館 Ｏ ｉｭ 雌カ ー・… … .  5  

円4主的 1J'下/ Im磁力 … … … … … … … … … 一 一 ・ … ー. 6  

下m子 の 記 憶一 大 改 修 を 終 え た 兵 庫 県 公 館 ( 1[1兵 1市県 南 庁 舎)

を見 て/ 加藤力 一 ー ・ … ・ … … … 一 … … ー 一 - … ー 一 . 7  

公 共ill 築 な ど と い う 定義 は な い ー神 戸ユ ニ バ ー シ ア ー ド施 設

見学レポート / 加 藤 カ ー ーー ー 日

現 代のクリスタノレパレス インテ y クス 大 阪 をみ て/ 本 多友

自

好 ましさに意 味 されるもの 「サ ン パレスひらかた」を訪れて

/ 本 多友常 ・ ・ ・・・ ーー ー ・ 0 ・・ ・・・ー ・・ー ー… ー1日

土 組 内 午 後 の 家一 目家克チ氏設計的住宅 四条畷 町 家 に て /

1m雌カ ー. . .. .. . ・ . ... .. . . ーー ー . . . . . . ・ 12

若 い 会 員 の 集 い レ ポ ー ト

「吉田 {忠夫の世界J / 松本明 ・ーーーー ー ー. . 1  

滋賀の秋一県立近代美術 館 ・ 住友活 機 闘 ・ ｎｅｇ 大 ｾ ｬ ｴ 工場 を

見る / 統 木 正 之 石 川成 介 池 杉 文 明 ・0 ・・ ー. . .. . . . . . . 2  

オークヴイレ ッジの人びとを囲んでーその 2- / 稲本正 ・生

井 口 樹 隙 本 来 鈴 ・・・ ーーーー ・0 ・..・・ 0 ・・. 8  

レポート / ニ ュ ー ス/ 雑

1985年を迎えて/ 日本雄築 協 会 会 長 佐 野 正 一 ー ーー1

1i; 設委只会本年の抱負/ 日本建築協会常設委只会 ーー1

m30図工尚生デザイン コンクール入選作IHI ( テー' 7 :  i軒並み

を与えた i主宅)

錦秋の出7f 尉i に名 rfC 名勝とニチラスの本社工場を訪ねる /

竹内さく 利回航ー 中原 茂 ・楠 昭 夫 松 村 志i lt男 ・i百四正

二日11 ・中村信夫 ・上 出 秀 雄 ー ー・ー・ ーー ーー ーー1

1日IJow: ml 公会堂と社町の人々 / 柴 田 正 己 ・ー・ーー … ーー 2

西滞文隆さんを祝う会 ....ー ーーー ー ・・ ・・ ・・・ e ・7

第 10固有印1 i 卜八1 1 : 決まる ー ー ー..・ 0 ・・・・・・・ーー ー .  9  

間際会議 「 有 ｉ ｬ ､ ￯ と水路 ｾ ｉｉｉｊ ｊ から Ｏｬｭｩ 陣地規 ーーーー .  9  

ｾｩ＠ 5 回大阪 r.J 1di J;l1!lI. ill 築1' t . m 3  It! I  J;'; r.J u: m胤 欽'n. 11¥ 1 1IT1 

みどりのill 築' f t - ｆｾ ｈ ｾｖ ，ｾ＠ - .. .. .. . . . . . . . . . . . ... .. ... ・・ 0 ・・・ 12 

日 本 建 築 総 合 試 験 所 だ よ り

防火材料向日I)j 火性能上の分冒1・・ー ー一 .•..•... ーー 1  

情造物実験問 ・風洞実験用動的データ処理装置 .. .. .. 2  

グリース阻 Ａｊ｜ｾＮ 性能試験装置 ー ー 一. . . . . . . . ー 3  

大 nl 圭管 K 型分鞍触手の実大実験 ーー・・・・ ・・・ ・・ 4  

受託試験についで .... .. .. .. .... .. . . . . . . . . . . . . .. . . . . . .. . .. .. 5  

7 1レミニウム合金型選手術りの風による娠動 0 ・・・・・・ e ・ー E  

昭和 ＵＹ 年 ｊｾ 業務慨Ｊ ・ーー ーー ー ー ー ... . . .. ....・ 7

亦外線紋射弘 ｉｾｾ 十 ＮＮＮＮ Ｎ ＮＮＮＮＮＮ ＮＮＮＮＮＮ ＮＮＮＮＮＮ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ ＮＮＮ ＮＮＮＮＮＮＮ Ｎ ＮＮＮ Ｎ Ｎ Ｘ

UJ  ｎｒｾＩｪ 災専門部会第 Ｘ 回日米合同会議及び第 Ｔ 四日米 ｉｊｉｉ 毒

性専門家会議朝1，#;' "・・ー・・・ ーー. . . . . . . ... . ... .. ー .. 9  

受託試験におけるコンク '1ートの圧縮強度実験に附する調作報合 ー10

受託Ｂ式験における竹付の品質試験にｼ則する調査朝日 Ｎｉ ｾｾ . . . . .  .11 

Ｔ 由 ｊ 且圧試験当 ｬＮ＼ 大 Ｇｴｬｾ 圧力主的改造 〉 ー・ ・・ ・・ 0 ・・ 12

Gal l  er yー ま ち ・ 建 築 ・ ひ と

A C C E NT ピJレー

似品臨海少年自然の吉正 一一 ーーーー・ー ー ・ー・ ・ ーー ... 2  

Si erra Resor l  ａｵｺｾ Ｇ＠ ・・. . . . . ーー・ e ・ ー・ ー .. . . . . .  3  

fi !ll 閣の家(J ; 羽邸1 ) ー・ー .....・ ・・・… ・…・…一. . .. . . . . . . 4  

海虫学I量'1 " ，ャミナードf .H長崎市 ) ーー・ー. . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5  

千松会館( 彦似 市 松l尻町公民館 ) ・・-・ ・ー・ ー. . . 6  

大阪府立只減少年 n然の家 ー e ・e ・・・ ・ ・・ 7  

N'戸ドライヴイングスクーノレ・0 ・ ・・ e ・ ・e ・・ ... 8  

公 n i'IitJl. J伝尖術修復工房・ー .....・・ ・… .... . . .. ...・ ・・・ 9  

又一ピル ー ー ・ー ー. . . . . . " . . ・・・・・・・ 0 ・・・・ 0 ・・・・ 0 ・0 ・10

修学院町家 Il (本 F出1) ーー ー ーー・ー・ ・ー・ ・ ー・ ーー11

s AR ・Be- In .. .  . ..... .  . .. . ........ ... .... ・...... .. .... ...... 12 

す ま い づ く り 講 座

10  魅力あるすまいづくり ( その 1 ) ーす まいづくりのステ γ

プ 川 村 氏 次 ーーーーーーーーー ー ー 2

11 魅力あるすまいづく リ( その 2 )  すまいづくりのステ y

プ/ 川村 J' i次 e ・・・ 0 ・・・・・ ・・・ ・・ 0 ・・ 0 ・0 ・0 ・0 ・・・・ 0 ・・ー・ 0 ・・・ 3  

12. 公団 1¥貸住宅スト 1 7の改普一社会的資産の瓜生を目指

して/ 雌野姉夫 ・・・・ー・ ・・・・ ・ ・ .. 4  

13  ユーザー参1mのすまいづくり ー グループ分泌住宅制度一

/ 雌ffNI 犬 . .... . ・. . . . . . . . .. . . .. ... . . . . .. . ... .... .. 5  

14 まちなかのスト 1 7 改 善/ 肝付制I，U(1 .... . . . . .. .・e ・0 ・・ 6

15  まちづくりのトータ J レパ トナー まち づ くりコンサ J レ

タントから ι ｉ ｾ Ｚ 業化まで Ｏ 千楽伎司 ・ Ｐ ・・・ ー・ー・ 0 ・・ 8

16. 100 万μ の大家さん ( その 1 )  公団住宅の位理あれこれ

一 / ホm幸夫 ・板 下 ri 次 .. ・e ・・ e ・・ ・ 12 

- 全告と月報何年1 : 11総n;人は、 52t i に掲松



設計部門 林 和 久

( 日建設計)

川 北 英

( 竹中工務庖 )

佐 伯 博

( 東畑建築事務所)

前 川 清

( 竹中工務庖)

11 児 玉 一 秀

( i l ' l 水建設)

11 小 南 一 郎

( 竹内建築事務所)

11 木 田 伸 一 郎

( 安井建築設計事務所)

構造部門 深 野 慶

( 大林組)

下 野 直 人

( 竹中工務庖 )

11 黒 木 安 男

( 鴻池組)

設備部門 遠 藤 正 雄

( 竹中工務庖 )

H  西 田 英 弘

( 大阪l1L 気暖房 )

施工部門 江 崎 誠

( 松村総)

11 山 辺 秀 夫

( 大林組)

計画部門 加 藤 明

(!主毛・者11市坐備公団 )

寺 田 高 久

( 竹中工務庖 )

( 掲載順)

第 32回青年技術者選衡委員

井 上 汲

{ 高松組取締役設計部臣 )

寺 本 敏 則

( 日強位計政計部監 )

徳 岡 昌 克
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須 賀 好 富

{ 近 畿大学助教授 }
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( 竹中工曹庖誌蝿郡民 }

荒 井 清

Ｈ ｊｉＨ畑ｬＺｴ畢 ｾｉｴ 暗所取締役訟閣部在 Ｉ
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( 大仲組建築工暗部量 }

藤 田 孝 吉

ｻ 斑品生 ｕｾ 姐革部次民 ｽ

特 集 . 第3 2回 青 年 技 術 者

青 年 技 術 者 選 衡 委 員 会 総 評
選衡委員長 井 上 混

青年技術者特集に応募された方の数は、毎年増えて、昨年26名が今年は 32名で、各部門にわ

たっており、だいたいにおいて質的にも向上しています。

選衡は、本人がその仕事に会社の組織の 中でいかにかかわりあ ったか、またその人の業綴を

参考に、いろいろな観点から審査いたしました。 以下、各部門の選衡講評をのせます。

計画部門か設計部門かでもめた作品もありましたが、どちらかに主張をしほ‘ った方がよいと

思われます 。全般的には、選に洩れた作品とはいえ、その差は僅少で、した。

皆さま今後ともますます精進され、日本建築協会会員として、また、建築界発展のためにご

活躍されることを祈ります。

今回の選衡結果は、つぎの通りであります。
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設計部門. 本人が関与した程度、役割・立場を明らかにすることになっているが、明らかに

誇張であったり、逆にあいまいな記述であると、大変困る 。 このように巨大な建築の設計を

とても本人が中 心的な役割をはたしたはずがない、と思われるものがある 。 このよ うな場合

は、たとえば、 0 0上司の元でこのような役割をにない、 0 0と協働してこのようなことに

関与して、このように進め、このように成果を得た 、このようなことは大変勉強にな ったー

ーなどと実直に記述してくれた方が心証がよい。選衡委員はそういうなかで、キラリと光る

人間像や、本人の実績を見出そうとしているのだから 。

構造部門・そ の他部門 . 今回の応募は構造 5 点、その他 2 点であり、点数では例年を上回っ

ているものの、内容的にはやや低調であった 。その中で S 氏の業績は構造設計という枠で実

務を見事にこなし、作品の数も多く、まず第一に選ばれた 。つづいて F 氏の振動総合評価シ

ステムの開発は、データ のまとめに難があるものの、システムとしてのま とまりが高〈、評

価された 。 さらに K 氏の鉄筋コンクリート造超高層住宅の新しい開発は材料 ・工法とも新鮮

であり、選ばれたものである 。

設備部門 : 蓄熱槽と水一水熱交による閉 ・開回路の組み合わせで、効率の良いピークカ ッ ト

と冷暖負荷の差をうまく処理した E 君。低温を要求されたバイオクリーンの施工に対する細

かい配慮、や対応をテーマにした N君が選に入った 。他の方々も自分の持ち分の中での努力は

十分認められたのだが、今一歩、青年技術者としての自分の主張するポイントに明確さを欠

いた点で、惜しくも選外とな った。 この点を踏まえて、今一度の挑戦を期待したい 。

施工部門: 施工部門としては例年にな〈、 4 件と多くの応募があ った。いずれも、時代の要

請である品質の向上 ・コストダウン ・工期の短縮 ・安全の確保を意図した構法 ・工法の改善

に関与したものであ った。関与したプロジェクトの大小や技術的内容よりも、応募者本人の

関わりあいの程度を提出資料から読みとり、このことを重視して選考を行った 。選考した 2

件は比較的小規模プロジェクトのものであるが、両件とも応募者が中心となって積極的に技

術の改善に取り組んでおり、成果を上げたことを評価した 。今後の一層の活躍に期待したい 。

計画部門. 明確なテーマをも った住宅地計画 2 点が推薦された 。 ひとつは一連の中低層集合

住宅地計画における外部空間の設計集積。 どの作品にも住戸や住戸まわり、敷地特性をうま

く生かした意欲的な提案カ、あり、新鮮な魅力を感じる 。いまひとつは 地価の高い都市域での

優れた住宅開発の例。都市住宅のアメニティを開発事業といっ経済行為の中で、いかに生み

だしていくかという課題に対して、現実的な答えの一例を示している 。
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加 古 川 総 合 文 化 セ ン タ ー

延 岡 総 合 文 化 セ ン タ ー

延 岡 総 合 文 化 セ ン タ ー 配 置 図
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林 和久

1950年 10月13日生

1973年 3 月 大阪大学工学部建築工学科卒

1975年 3 月 東京大学工学系研究科

修士課程卒業

1975年 4 月 日建股計入社

1981年 8 月 Uni v.  of  Pennsy lvaniaにて

M.  Ar c h 取得

1981- 82年 ニューヨークの MB Aに勤務

1982年 9 月 日建設計大阪本社に復帰

従事せる主なプロジェクト

1983- 1985 加古川総合文化センター

1982- 1983 延岡総合文化センター

1979- 1980 鹿児島市民文化ホール

1977- 1978 住友生命大分ピル

1976- 1977 和歌山市民会館

1975- 1976 厚木市文化会館

す い せ ん の こ と ば 与謝野久

プ ロ ジ ェ ク ト テ ー マ に 其 惨 な 態 度

で エ ネ ル ギ y シ ュ に 取 り 組 み 、 実

直 で ナ イ ー ブ な 人 柄 に 加 え 、 笠 か

な国際感覚と細音11ま で ゆ る が せ に

しない粘 り 強 さ と を 持 つ 索 附 ら し

い 人 で す。

良 い 作 品 を 世 に 送 り 出 し て い こ う

と す る 真 面 白 な 制 作 態 度 は 、 社 内

の 人 か ら も 施 主 か ら も 絶 大 な 信 頼

を 得 て い ま す。

青 年 技 術 者 と し て の こ と ば . 宇 宙 空 間 に て 作 業 し て い る ス ペ ー ス シ

ャト J レ乗組n が、紛宮・に定められた手 )1闘をこなしている聞に、ある

［Ｚ ｉｾ 散で一瞬の時間的空白ができたとき、 ｙｅ の宇宙空間に浮かぶ美し

い 地 球 を 見 て 、 そ こ に 一 個 の 生 命 体 を あ た か も 啓 示 の よ う に 実 感 し

たと IIlI <  • 
現 場 に て 、 ふ と そ れ に 近 い 「 建 築 物 は ー 倒 的 生 命 体 で あ る 」 と い う

実 感 を 、 ま き' れ も な い リ ア リ テ ィ を 持 って 感 ず る こ と が あ る 。 しか

し な が ら 、 つ ぎ の一 瞬 は 再 び 現 実 的 な 日 々 の 仕 事 に 戻 って い る の で

あるカ仁 。

こ の 実 感 の 延 長 線 上 で 言 え ば 、 私 た ち の 仕 事 は 、 そ の 遺 伝 子 を 決 定

し 生 命 を 誕 生 さ せ る こ と に あ る 。 そ こ に は 、 村 敏 な 生 体 機 能 も 、 生

命 が 発 す る 輝 き も な く て は な ら な L 、。 私 た ち の 引 く 一 本 一 本 内 線 が

尖 在 化 し て い く こ と を 思 う と 、 そ の 笑 在 的 有 り 様 は 、 線 を 引 く と き

の 呼 吸 が 何 を l吸 い 込 み 、 何 を 吐 き 出 す か に か か っ ていよう 。 それは、

例人であるとか組織ぞあるとかの些細! な範時を越えた、あらゆる社

会 的 資 任 を 踏 ま え た 呼 吸 法 で あ る べ き だ。
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川北 英

生年月日 昭和例年 4 月20日

最終学歴 昭和 ＴＷ 年京高 Ｑｉ 工ｾ級維大学卒業

業務経原 竹中工務前大阪本l苫設計部( 日目

相47年入社 JJl，.(I: に至る)

jll _当作品 ユニチカオ - 7 タ ウ /

ダイエー鹿児);11:"" ョ ' 1. 1"ーズプラザ

ダイエ ＭＱＧｇＧＦｾｭ

サンケイピル大阪新館

ベーリンガ一川西本社日野工場

京料理なかむら

近畿1( L 気工事神戸支r.F，

今r ! ' 道修町ビル

コシハラ桜町J マン y ョン

すいせんのことば 狩野忠正 青年技術者としてのことば 価値観が多様化しているとt ; ; j - われる現

彼はしぶとく物を見つめ、々え、 代。 t止紀末に IIi) かい、ますますその傾向が強まると思われる。街を

行動する。京都nちのためか、デ 歩けばいろいろなフ 7 ' ; / ションがあり、めまぐるしく移リ変わって

ザインセンスに平安朝の雅があり、 ゆく。主主物も，nせ換え人形のように、その表情を変える。こんな現

どこか気を抜くところがある。ま 代にも、きっと変わらない価値があり 、美が存抗ーすると思う。

た、繊細! なる配慮により挫築を体 私たちは、そういった不変のH寺附を越えた美をたくさん持っている。

質化するまで弁格する姿勢がある。 法隆寺 ・佳雌官 ・パ/ レテノン神殿 ・それに彫刻 ・行楽 絵 ITlij 小説。

そこに透けた ｾｉ 日Ａの発践を見る。 建築とは、そういった確かな美の結晶であり、入賞nの枇も大切なl ! ; f

産の一つではないだろうか。

今日的都市の↑ ! ? 況は、; fLに暴力的に変化を求める。しかし私はもう

一度人t Blの生理ともいうべき感覚を大切にし、価値判断を行いたい

と思う。望書い !，y，・い、 fJ Uしい ー悲しいといった感覚は、縄文人も現

代人もそれほど変わってはいないのではないか。
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佐伯 博

生年月日 昭和24年 10月29 日

最終学歴 昭和48年京都工芸繊維大学工芸

学部建築工芸学科卒業

業 経 昭 和48年東畑建築事務所入社

現在に至る

主な業務経歴

設 計三好町三好公団総合体育館

: 1' ，占昆女 F大 学 体 fl 館

東 大 寺 学 l咽

名占践活ガデンふJ ffi 休惣所

中間，' ，動4 巡鹿野 S Aレストハウス

，; ; ，上六' I ' S Aレストハウス( J，c.f )  

州 tlrli カン Y リ-11¥楽 部

三m保広域多目的農村総令研修所

霊知県aし、身何: J f - 児通聞セノター

綿 布 計 画 有松地区t吋相計画

2 号} 也ふ珂i再開発調世

自白地区特{ 柑計画策定制作

す い せ ん の こ と ば 今 倉 邦 彦

l い荷を負えば強い斡をつくり、

太 〈 丈 夫 な 幹 は 大 き く 枝 葉 を 拡 げ

ることができる。

設 計 か ら 都 市 計 画 の 分 野 ま で 、 幅

広 い 業 務 の 中 て ¥ 常 に チ ー ム の 申

心 で 頑 張 る 佐 伯 君 は 、 太 い 幹 を 作

ってきたと思う。今後 さ ら に 精 進

して、いよいよ大きく繁 ってほし

いと WJ待している 。

青 年 技 術 者 と し て の こ と ば ー 「建築を作るという行為は、空間1を切

り 裂 く 物 と し て 極 的 て 犯 罪 的 な 行 為 で あ る ん こ れ は 設 計 と い う 行 為

に お い て 、 と も す れ ば 空 間 ・ イ メ ー ジ を 形 に す る と い う 甘 美 な t止界

に ｬ 焔りがちになる自己に対し、 ＧｬｾｾＧ にヒ首を突きつけ問い質している

君主起である 。「建築とは、自己批判的芸術である」とサルトルが言う

ように、物づくりとは 市に自己が依って立つ地平にまで自分を引き

戻し、再び構築していく作業の繰り返しであると A 与えている。ちょ

うどシジフォスのように・ 。

デ ィ テ ー ル だ け で 建 築 が 存 在 し な い よ う に 、 そ の 建 物 の み を 与 え る

だけでなくその建物が占めている空間一街とそこに被む人々 の 存

校 を 結 ら ず し て 本 当 に 生 き た 空 間 を 創 造 す る こ と に は な ら な い と 思

う。もの( 主s築) づくりを縦糸に、街づくりを櫛糸にして織り 上 げ、

自らのったない感性て訴さめ上げることができれば、坂道を押し上げ

る岩は徐々にギラリと光る存ィJ:!' 必のある岩に変わってくるむのと思

っている. そ して、いつ の 日 か 人 の 'L、に訴えること が で き る 感 性 収

かな空! 日l を街に生み出すことができるのではないかと夢凡ている。
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前川

:.E主

，同

生年月日 昭和24年 3 月 8 日

最終学歴 昭和42年名古屋市立工芸高等学

校 ill 築 科 卒 業

i!I'i 歴 昭 和42年竹中工務応入社

現在、名古屋支広設計部勤務

作品綾歴 夙川学園体育館

千成ヤ ? I レト蒜山保養所

金沢ゴノレ7 ? ラプハウス

日本キリスト教団金沢彦三教会

長砧鼠ij{ 遊間I也一連の施設

お山ワ y ントンホテノレ新築地築

桜井邸 ( 昭和57年度中部建築賞

住宅部門入賞)

すいせんのことば 加藤宏生 青年技術者と してのニと( ; 1 ; : 家路につく道々に、ひとつや、ふたつ、

小さな作品から大きな作品まで、

幅広い創作活動の中で、施主の要

求条件をディテーノレに裳打ちされ

た設計力で、丁寧に創りあげる態

度は立派である。

多様化する人間生活、そめ基盤と

なる建物をいつまでも新鮮な新し

い気持ちで、創っていってほしい。

気にいった建物や、風景があるものだ。いつもそのあたりにさしか

かると、心がなごむものを感じる。坂道の中程に、大きな「ケヤキJ

が立っており、四季折々の表情を私に与えてくれる。祝賀; 的なもの

を超えた、たしかな存在感がそこにはある。それは自然の摂理によ

る時間の長さ、人間の力では到底およばない時の流れを感じる。大

I也にしっかりと般をおろした「ケヤキ」

建物は、土地を占有することにより、いやがうえにも社会性をおび

る宿命がある。建物と道とのかかわり、そこを行きかう人々等、建

物と周辺環境とのあり方を的確にとらえていく必要がある。社会と

のかかわりを手掛かりとし 、大地にし っか りと綴をおろした建物を

創っていきたい。



11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111  

32 

児 玉 一 秀 すいせんのことば 浜 崎 彰 青年技術者としてのことば 空間のひろさは莫大なもの。だれかひ

生 年 月 日 昭 和26年 9 Ji 22 日 目 ｉ ｊ 作活 動 には Ｇｩ ［ｾ Ｇ に柔軟な姿勢で ｊ｛ｒ とりが理解できるひろさよ りはるかにひろい。空気は見えな い、 字

I止終学歴昭和49年名古俣工業大学建築学 り組み、発注者111リの要求に対して 宙はやみのなか、知党される杢聞はちり一つ、一つぷの水摘、一片

科卒業 も誠: t ' l : をもって F亡、えていく 。 の 板 き れ か ら 。

業務経歴 昭和49年消水建設株式会社入社

l昭和57年大阪支I古設計部配属

担i 当作品 ヨドコウ節 2 ビJ レ

カルピス スポーツ プラザ

相! 日生命別 J(.f 咲

朝日生命目的第 2 ピル

) L; l : 1b1食品本社ピノレ

日本生命航浜ビル

日本女チ大洋付属中前'j j !l j生El I校 舎

銀座コティピル

銀座中央ピル

ｴｊ ｾ受ロイヤ ｊ レ〆ンパーズホテル

泣かな発想力と細やかなセンスを

生かした設計活動に、今後ますま

す隣きをかけ、多織化するこれか

らの時代に、広い視野を持った総

合力に !写みがl ¥' i すよう、大いに JYJ

4寺してし、る 。

一つの小さなものが、その空間への認識を生み出す。ながきが生ま

れ、はやさが生まれ、流れができ、場が生まれ、空間はその小さな

ものにより存在する意識をあらわす 。そこでの経験は尺度となり 、

:t'l :1味をつくり出す。 しかし、己の知党体験の限界線をこえては先に

il 主むことはむつかしい 。限界を破るものは IXJ き、 IXJ きは空間を生み

出す原点。技術ーわざーは手段であり 、それを支えるものは方法と

創作概念。 IXJ きは発散から生まれ、技術は収束力のなかではぐくま

れる 。 しかし、原動力となるのはやはり体力。



京 大 東 南 ア ジ ア 研 究 セ ン タ ー

所 在 地 京 都 市 左 京 区 吉 田 下 阿 途町46

面 積 験 地 30 .676m'. 延床 1. 061111'

機造階数 R C造、地下 1 階、 地上 4 階

設 計 期 間 昭 和53年 5 月~昭和53年 8 月

聖 行 病 院

所 在 地 兵 庫 県 加 束 郡 滝 野 町北野校端28

面 積 敷 地 5 ，056m' ，延床 6，214m'

構造階数 S R C造、 地上 7 階、塔屋 11;昔

病 床 数 278床

設計lYlI lJ J 昭和58年 8 月~昭和59年 5 月
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小 南 一 郎

生年月日 昭和27年 9 月21 日

学 歴 昭 和51年筒井大学工学部建築学

科卒業

昭和56年京都工芸繊総大学大学

院工学研究科修了

業 膝 昭 和52年 - 54年京都大学総設部

建築諜勤務

昭和56年竹内挫築事務所入社

作 品 略 歴 霊 行 病 院

関西鍛灸短期大学

朝霧駅前郵便局

7 方 J レム白品

京大東南アジア研' 先センター

{ 京 大植段郁)

すいせんのことぱ 内藤一真

小南君は、現在、設計部次長とし

て、司王務所内で若いスタッフの中

心的存在として、計画 ・設計百百に

おいてその持てる力を粉一杯発概

して活践しております。 これも君

の人柄、努力の賜と思います 。背

年技術者として誠にふさわしい人

物として、 ここにすいせんいたし

ます。

青年技術者としてのこと( ; 1 : : 時代とともに建築は変化を丞ねる 。今

日のように多械化 した社会の中で、その社会の所産である建築も、

その計画段階で、さまざまな情況を釆 り越えていかねばならない 。

建築が人間とかかわる以上 、普通的なものを内包してはいるが ー

音楽の世界において、あまり訓練されていないオーケストラは、指

揮者が変わ って も強引に自分たちの演奏をしてしまうが、よく訓練

されたオ ケストラは、指郷者のもつ 、その微妙な感性のi f J l いを敏

感に察知し、その指長F t 者の感性的世界を音として具現化するという。

われわれ建築家も、プロとして仕事をしていく以上、いたずらに、

自らの建築を主張するのではなく、その建築を取りまく ｦ ｾｬ 況、つま

りその建築にかかわる人問、環境、社会的情況を敏感に察知し、そ

の多元的なニーズを十分に分析 ・把躍した上で、自らの感性と技術

力によ って 、建築にまとめ上 げていく能力が必要であると忠われる 。



広 島 市 本 庁 舎

建 築 主 広 島 市

所 在 地 広 島 市 中 区 国 泰 寺 町 1 丁目

工 期 昭 和57年 12月17 日~昭和60年 6 月30 日

敷地面積 17，1l 3. 00m'  

建築面積 3，l l 0 .48 m'  

延床面積 49 ，131. 40m'  

構造規模 S R C造 池 上17階，地下 2 階

国 際 平 和 都 市 を 目 指 す 広 島 市 の 新 し い シ ン ボ ル と し て 、

この建設計画は、 53年に始まり、 56年 の 設 計 競 技 を 経

て 、 本 庁 舎 完 成 後 の 周 辺 整 備 工 事 が 終 わ る 61年 夏 を も

っ て 完 成 す る こ と と な る 。

基 本 平 面 は 南 北 の 主 要 居 室 と 中 央 の パ ブ リ y クの 3 ゾ

ー ン の 特 性 を 明 確 に し 、 防 災 計 画 と の 関 連 性 を も た せ

た 日型 プ ラ ン で あ る 。

大 阪 タ ー ミ ナ ル ビ ル

( アクティ大阪)

建 築 主 日本国有鉄道・大阪ターミナ l レビ J レ株式会社

所 在 地 大 阪 市 北 区 梅 田 3 丁目 1 - 1  

工 期 昭 和54年10月23 日~昭和58年 4 月25 日

敷地面積 48，800. 00m'  

建築面積 5，270. 00m'  

延床面積 138，537 .50m'  

構造規鋭 S  R  C ， S 造 地 上27階， :t也下 4 階
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木 田 伸 一 郎

生年月日 昭和25年 4 月7 日

学 歴 昭 和50年神戸大学工学部建築学

科卒業

業 歴 昭 和50年安井建築設計事務所入

社. 現在、大阪事務所訟計主任

昭和52年- 55年建築協会 「若い

会只のｾぃ 」 委貝

作品略歴 嬬鷹町中央公民館

嬬ｾ町コミ ュ ニティーセ ン ター

竹野国民休暇村宿舎

大阪市役所設計競技

姫路市役所

近鉄不動産雄被ビル

大阪ターミナルピル

広島市本庁舎

すいせんのこと( ; 1 : t黄山誠ー

なによりも建築を fjl) ることに真剣

な態度が好ましい。大きな仕事を

担当して、恩う i通りにならないこ

とも多〈、自1) ることの難しさを経

験したと思う 。資質と情熱に不足

はない。建築は天啓の芸術ではな

く、成熟による芸術といいます。

これからの精i . ! 主を期待したい。

青年技術者とし てのことば ・建物を建設するには、まずその目的を

定め、建物に見合 った敷地を選ぶことから始まり、竣工後は、その

建物をいかに運営し、付加価値を高め、維持していくかが間われま

す。

私たち設計者がこのようなプロセスの中でなしうるのは、当初の目

的を明確にし、 1! t う人がその目的を達成する方法を建築的に保証す

ることにあるわけですが、近年の建築をとりま く情況は多様で複雑

化する傾向にあり、建築デザインのあり方も柔軟で複眼的思考をも

っ、より広義な領域に広がろうとしているように思われます。

建築にまつわるさまざまなファクタ一、価値体系が時間的、社会的

にますます拡散する中で、私たちの視野 ・判断力も、それらを総合

化していくものが求められ、単なるスペシャリストではなく、専門

知識に裏づけられたゼネラリストとして く広義のデザイン論〉が間

われる時代にな ってゆくのではないでしょうか。



振動総合評価システム ( V I Pシステム) の開発

技術革新や高度情報化社会の発展に伴い、建物機

能に対する要求は多;像化、高度化しつつある 。 な

かでも、振動分野においては地震動に対する耐震

設計だけでなく、周辺環境条件によって発生する

振動を評価し、制御する必要性が大きく論じられ

ている 。

例として、技術革新の花形である精密機器製作工

場の場合、床振動の許容レベルは数ミクロン程度

と言われており、数センチからミクロン以下のレ

ベルにわたる振動を系統的に把握し、制御する技

術が不可決とされている。

こうした社会的要求を受け、既往の理論や技術? を

集大成し 、振動評価解析手法を時衷IJ 歴および周波

数領域において新たに確立し、振動予測- Tt シス

| 設 計 |

図一 1 振動総合評価システム ( VI Pシステム) フロー

テムの「振動総合評価システム ( V I P システム )J

を開発し、 柵 造設計を 中心に活用している。 在

本システムの利用分野としては 、耐浪設計はもち

ろん、超 L S  1や精密機株製作工場、バイオテク

ノロジ一等の先端技術産業関連施設、研究施設を

対象としている 。

図 - 1 のシステムフロー図に従って、本システム

が、主目的とする微振動領域で与の予測評価を例に

とり、システム内容を説明する。

本システムは、建物内部に発生する振動を発生源

の特性と伝達経路をもとに、 以 下の 三 つ の サ ブ シ 在 す

ステムから構成されている。すなわち、

(1)1レート A 地盤振動評価ルート

(2) ルート B 建物内設備機器振動評価 ルート

(3)1レート C 建物内作業振動評価 ルート

である。各ルートごとに、評価建物を振動モデル

化し、振動特性に応じて時五)J 歴または周波数領域

の解析手法を用いて予 iJli J解 析 を行い、合成し、要

求される性能に対して総合的な評価を行うも の で

ある。 霊

図 - 2 に示すスベクトルは、ルート A の予測解析

結果の例て¥地鑓振動の傾向と建物振動特性とを

考慮し、許容他曲線に対応するように本システム

て' 新たに確立した理論で求められるものである。

図 - 3 は、ルート B の予測IJ 解析結果の例で、設備

機器振動の特性を示すスペクトルである 。

図 - 4 は、ルート C の予測解析結果の例で、作業

振動の特性を示すスペクトルである。

図 - 5 は、これらをもとにした総合評価スペクト

ルの例で、許容1irr との対比を行い、振動制御の指

標とするものである。

以上の処理は、 Ｇ｡ ｩＺｾＺ 機の会話型の入出力方式、画

像処理機能の利用、振動モデル自動設定機能等の

システム化によ って運用するもので、多種多様の

評価判定や、振動i原に応じた繰り返し予 iWJ解 析 が

容易に可能て' ある 。 また、本システムは、汎用プ

ロ グラム群とデータを共有し 、連動するため、実

務作業と平行して迅速な評価が行える点も大きな

特徴である。
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図 - 3
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ルート B のスベクトルの例
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図 - 4  1レート C のスベクトルの例
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建設技術に対する 社 会 的 な 要求 は、ますます広範

囲に絞維にな ってき ており、椛造設計の分野に限

ってみても多種多様な要求に対する迅速な対応が

求められている 。本システムの開発は、こうした

要求に答えるための技術開発の一環である 。 内 容

は現在における最先端のソフト、ハード技術を導

入したものであるが、今後の社会的な要求にも柔

軟な対応を行い、本システムをより完成されたも

のとすべ〈実績を重ね、研究開発を行っていく予

定である。

(ホVI P- V I BRATI ON，IS OL ATl OII' A ND P R OT E CTl ON)  
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青年技ｻ 術荷 者としてのことぱＮ この Ｑω Ｐ 年の ｈ問 ｈ に、 ｴ総 ιｩ 造宜計 Ｓ幻 ｾＺ 守のカか‘ら ｨ椛 ｴ 造図

作成に至る f氾IU釣算1平: 機利周 技柿術Iは、電3算1機自体とその週迩: 周技術の発遥を

うけて、大き〈発展してきている 。その中には、よ単i件i 一の 目的を持つ

各有極fi 7プ. 口クグ. ラムの院閑l発は当然ながら、ヰ社土会的な要求に応じて、 i述II坐i主i携

し、効z率名良〈機古能Eさせるためのシステム化があり、本 y ステムの開

発もこの中に位2世宝イ付サけられる。

Ｓ拶効世功 ｾ ｉ率芋の良い対応応‘と ｅ向 ｅ 度な設計がシステム化によつて可 能となるわけ

てで険あるが、 その際、 7常i告; " に心心、がける必喜婆喜があるのは、 y ステムカか‘ ら少

し離れたところてで、 B矧別|リlの角 皮カか‘ ら本T質空を定め、自分なり の言評平f価薗を持

つ設計者本来のあり方てで. あるように恩われる。これカか‘ らもプロクグe ラ

ム院附J発やシステム化に括傍4わつていきたいと考えているが、こうした

設計の本T質Tを見定める努カをしていきたいと思う。

深野 慶

生年月日 1111初 24年 8 月28日

最終学短大阪大学大学院工学研究科

挫築工学修士課程修了

業 歴 l昭和50年大林組入社、本応設

計第三部

I沼初51年 本 社 原子力部

昭和52年本庖設計第三部

昭和53年 本社敦賀2号プロジェクト部

昭和55年本社設計第四部

昭和58年本底設計第四都配属

作 品 歴 日本原子力発屯敦賀 2 号機

九州電力玄海3/4号機

イトーキ日生新大阪ビノレ

庚午中パークマン y ョン

銀動総合評価ンステム等プログラム作成

すいせんのことば 樋口元一

最近の技術開発は、要紫技術か ら、

システム全体の開発の方向に iffi ん

でいる。構造設計者も今や総合対

応能力が間われている。深野君は

前々から開発グループの中心的存

在であり、: ¥J . 欲的に多くの実績を

残してきた。人間的魅力にも溢れ

た、今後も期待される背年である。
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シャンティ・ジョイフルの構造設計

シャンティ ・ジョイフルは、新しい都市生活空間 は振動 ・騒 音 の 観 点 か ら 居 住 空 間 と 分 離 し 、 独

を提供すべ〈計画されたファ ッショナブツレな服装 立した部分とし、 3 、 4 、 8 、 9 階において建物

感覚の集合住宅であり、形状そのものが創り出す 本体と梁で連絡している 。 また、外部階段は鉄骨

雰囲気を一つの特徴としている 。 造とし、建物の軽量化を図った 。

本建物の構造設計1 ; 1 : 、合カ学的に設計された構造 鱗造形式は張問方向は耐力壁を含んだラーメン構

材が本来備えている美しさを、建築家が求める空 造で、桁行方向は純ラーメン椛造であり、同方向

間表現の中で、いかに調和してあらしめるかとい ではとくに 6 mと 9 mの 1 スパン構造としての性

う点に配慮して笑施され、同時に機能性と経済性 状が含まれるため、東西単独の架構とすると、ア

をも兼ね備えることができた 。 スペクト比が大きくなり、地震時の浮き上がりや

すなわち、限られた空間に、 2 面窓を有する独立 転倒が予測される 。 これを防止し、同時に建物の

性の高い居室を多〈配し、ファサードに光と影の 全体的な剛性を高めるため、 3 階と 8 階で東西を

アンサンプルを求める計画上の要求に対し、平面 連結するプレースを設けている 。 このことが当建

的に二つに分割された形態の建物を、プレースで

一体化し、安定した構造特性を与えることによ っ

て、居住空間、 E V ホール、外部階段をそれぞれ

独立して配置した機能性の高い集合住宅を可能と

することができた 。合わせて、プレース自体をフ

ァサードの重要な構成要素として位置づけること

に成功した 。

以下に、権造設計上で留意した点を述べる 。

本建物は、軒高 G L  +25.  25m、最高高さ G L + 2 9 謁

m の地上 10階、浴屋 2 階の鉄筋コンクリート進で

あり、形状は張問方向が 6 .3 m、1. 8 m、6 .3 mの中

廊下式て¥桁行方向が E V ホール部分で連結され

た 6 m、9 mの東西 2 棟からなっており、南北方向

に 廊 下 幅 1. 8mだけ雁行している 。 E V シャフト

基準階床伏図

物の構造上の大きな特色となっている 。建物外縁

音11に設けられた R Cプレース ( X ，)を ( 図 1 ) 、これ

と直交する方向に設けられた R Cプレース ( X 2) に

接続させることによって柱 ( C ，) と住 ( C 2 ) を連絡

し、外縁昔日架構に連続した架構としての特性を付

加している 。

耐震設計は、新耐震設計法に準拠して設計区分ル

ート 3 に基づき、許容応力度法による一次設計を

実施した後、二次設計において保有耐力の確認を

行った 。

応力解析は、剛床仮定に基づく、柱の軸変形を考

慮、した変位法によって笑施した。耐震壁は、これ

と等価なせん断剛性を持つプレースに置換し、ま

た二次壁については、等価断面積比により、柱 ・

梁の剛性増大率に換算して評価した上て¥その二

次応力を 1) 日l床して主体構造の断面検定を行ってい

る。

構造物のモデル化に際しては、互いに直交する ( X ，) 、

( X
2

) の二つのフ' レースの影響を加味し、桁行方

向地震時の挙動を実情に即して評価し得るように、

プレース連結部分の 2 方向架構を組み込んだ疑似

立体解析を行い、大梁 ・プレースは両方向地震 l時

の最大応力に対して安全なように設計した 。 とく

に R C プレースは引張強度を高め、周辺架構は曲

げ耐力に余裕を持たせるように配慮した 。

張関方向および桁行方向において、層間変{ 立角の

最大値はそれぞれ 1/808、1/575で、則性率の最小

fi 直、{ 扇芯率の最大値はそれぞれ0 . 747、0. 080て¥

いずれも規定値を満たしている。

基礎地業は l 柱 l 本の場所打コンクリート杭とし、

アースドリル杭を採用した 。杭先端は G L - 2 5 m 

の洪積砂層に設置し、支持層下部の洪積粘土層へ

の彩響を検討している。

保有水平耐力の計算は、節点振り分け法を適用し、

機造特性係数は張関方向 Ds =0. 40、桁行方向 Ds =

0. 30とした 。架構の崩壊機構は、梁崩壊型とし、

曲 tt1 i 度壌を先行させて、じん性の確保を考階、した 。

古来、構造材はそれ自体として建築の表現要素の

重要な地位を占めていた 。重力に抗して建つノー

トルダム寺院の柱を流れ下る力を、視覚的にとら

えたとき、人々はまさに建築空間の実在を認識し

た。 ポストモダン建築が指向される中で、構造設

計と計画設計の新しい接点を常に追い求めたい 。
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下里子 直 人

生年月日 昭和 28年11月6 日

最終学歴昭和53年3 月京都大学工学部

建築学科大学院修士課嵯終了

業 歴 昭 和53年 4 月竹中工務庖入社

大阪本庖設計部精進課

作品経歴藤原運輸本社ビ J レ

ポートピ7 ・81ダイエー館(応1掘 削

久保惣記念美術館

朝日ピルド独身寮

富士銀行平野倉庫

天理教ひのきしん寮

天理教あきよし教会中河大教会

小野薬品中研第 3gl ] 館

協栄起毛工場ピル

シャンティ ジョイ7 1レ

森井屯業大阪工場

すいせんのことぱ 丸岡義臣

構造設計における解析上の技術革

新は、めざましい発展を成し得て

いるが、「建物を自IJ る」という意味

からは、現状で良いといえるであ

ろうか。

彼の良いところは、幅広い榊造技

術能力を兼ね備えているのはいう

までもないが、設計が求める空間

および設計 ・構造 ・設備の一体化

など、常に「建築 J を意識して精進

設計に意欲的に取り組んでいるこ

とである 。

青年技術者としてのニとぱ 「真理は単純で美しい 」という西洋近代

科学的信念がゆら ぎは じめて久しい 。本来、構造設計は自然科学の

中でも帰納的色彩の漉ぃ分野であるが、多機化の進む中、技術革新

の もとに新たな世界が聞けると同時に、 一層的重荷を背負い込んで

しまっているように思 う.

建築設計においてもポストモダンが指向され、近代主義建築華やかな

りしこ ろの 、設計と榊i宜の蜜月時代はすでに過去のものとな ってい

る。

外力 ・解析 材料等の不確定嬰紫を含んだ構造設計において、先人

たちは、ディテー J レに細心の注意をはらい、慾合性的信念の命ずる

下に大胆な単純化を行い、みごとに維題を解決して きた。救近、物

理学の領域でも統一場を求めて新たな努力がなされているとし、う 。

私も建築的自I]i立に携わる ー技術者として、自らの力学的感性をとぎ

すまし、外力に自伝に抵抗できる、よリ一層の自由 と、新たな統一

を時Hって進んでいきたし ¥
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居住性 ・経済性メリ ッ トの観点から、高層 ・超高

層 R C進集合住宅が登場してきた 。 当社開発の標

記物件は、検拘束筋としての異形 P C鋼 棒 ( 以下

ウルボンと称す) による部材靭性の改善、大型コ

ンビュータを駆使した崩壊機構の追跡、高級コン

クリートの施工法開発を三大骨子として成立した

ものである 。
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平 面 図
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1. 構造計画

建物の崩壊機構は、はり降伏形の全体崩壊形とし、

地震時の扱{ 努を全体に分散させるものとした 。 ま

た激渓l時に生ずる高軸力に対しては、芯鉄筋を用

いて対処するとともに、ウルポンスパイラルをラ

ップ状に配することにより、検拘束筋のコンファ

イン効果を高め圧縮靭性を改善した 。

さらに側柱を偏平断面とし、連絡する1 f t IJ 梁を正方

形に近い断面として、地震時軸力を 8 5 %程度まで

低減させる配慮をした 。

2  . 構造設計

e  
。

柱ラップスパイラルフープ

Co= O.12 として計容応力度設計を行い、メカニズ

ム時は Co=O. 18を確保するものとし、さらに節点

余裕率を 1. 5以上として断面を決定する 。 メカニ

ズム時応力を割増して、せん断、接合音11、付着 、

定予昔、富IJ 裂等の検討を行い ，音11材の似性確保に留

意した。

階

中 4主

側柱 中梁 jft ll梁

( 偶 柱 )

17階 以 高
8∞X 8∞ 1.0∞X 700 600 X  800 600X600 

2  - 17階 850X850 1，∞OX 750 6∞X 850 6∞X650 

断面

国 国 国 回

軸組図
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医 LTA(cm)

5  6  

×。 υυ われ耐力点

ー一一_ 6 次m十せん且肋

企 争原屠争ｻ九Ｎｾ

。目4車保有ホ平面す力

・ . 保育水平耐力

ｾ＠ :  ELCENTRO NS 5Ocm/sec 

側

一

澗

6α) ( )  

ョJOO

4α) ( )  

パネルのせん断変形を考慮、した荷量増分法により

骨組の Q - o関係を捉え、胸げ変形成分は i;lji 性、

せん断変形成分は碑塑性 ( 原点指向トリリニアモ

デル) として、各フレームをリンクした形で多質点

系応答解析を行った 。最大入力速度を 25cm/ sec 

および50cm/ sec とした 。

さらに柱 ・はりの塑性状況を確認し、かつ静的設

計の妥当性を保証するために、音11材レベルの応答

解 析 (フ レーム応答解析) を行った。 結果は、 l曲

げせん断、フレーム応答ともに、所要{ 直を十分に

満足し、当建物の安全性が確認された。

3  . 振動解析

柱 ・はり単体笑験、十字型卜字型実験、さらにス

ラブ実験を含めて 、計13体の桃造実験を行い、強

度、初性を確認した 。 また組立鉄筋工法にてセ ッ

トした柱 - はりに対し、振動務付きパケ y トによ

りコンクリートを打設して、施工性、所要強度の

ｬｩｬｾ 認を ｦ 子 っ た 。

4  . 構造実験・施工実験

コンクリート打設実験

2  3  4  

荷重増分法と 50cm/ sec応答値
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青年技術者としてのことば 一体われわれの創り出すものは、どれ

ほどに後代の人々への伝達が可能て' あるのか。コンクリートのひび

われや耐久性においてすら、乗り越えていないもどかしさを党えつ

つ、痛切に感じるのは建物の寿命という視点に立った構造設計の必

要性である 。

中小J也援に対する tJH易をどの程度にとどめるか、大地渓に対しては

どの音11材を降伏させ、どの昔日材は健全とするか。集合住宅として床

や壁の精進は長期にわたって満足すべきものか。メンテナンス費用

はいかにすれば低廉となり得るか。来たして、建物の寿命は何年と

して設計するのか 。

したたかという 字は「健かJ とも 「強か」とも書〈。 前述のような

視点を保つためにも、きめの細やかさは当然として、しなやかに、

そしてしたたかな姿事与を持ち続けたいと肝に銘じている 。

すいせんのことば 松 谷 輝 雄

高度化 ・多織化する先進技術と、

安定成長経済の下で、社会のニー

ズに応え得る技術が求められてい

る。

黒木君は、綴富・かつ柔軟な思考力

により、今回の超高層 R C i J ' tのプ

ロジェクトの推進力となって、実

りの大い成= * を挙げた。 lJ!i の探究

心と盟かな創造力とに、今後大い

に将来性が嘱望される 。

黒 木 安 男

生年月日 昭和26年 3 月 8 日

最終学歴 昭和49年神戸大学工学部建築学

科 卒 業

医 昭和49年鴻地. IJ1入社、本社電算室

昭和52年大阪本広設計部、 JJI.校

に32:る

主な作，fl ， f{tS):評定完了プログラム KOP OS

(椛i立) 111作成

岡本病院

藤引車Ul ピJ レ

今 i ll i . 丘公園住宅

名古屋地池ピル

北 DiJ 松田I也

リバーサイドさざす
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大 淀 昭 和 ビ ル の 空 調 設 備

一 密 閉 型 蓄 熱 式 ヒ ー ト ポ ン プ 方 式-

ピルの熱源エネルギーはガスとi : 1 L 気に 二分される

が、安全で、操作性、1 I i41術l性に優れている点では、

電気を有効利用するヒートポンプが高い評価を得

ている 。 しかしヒートポンプの問題は、屯力会社

の屯力供給ピークとヒートポン 7 ・のii'i 1' i i 1l 力のピ

ークが一致することである 。

そこて合" Ｇ ｉ ｾ 務所ビルの設計に際し、熱ｊＧｬ桁特性の

分析結来、 l暖房負祈よりも冷房負荷の方が大きい

ことに注目し、ヒートポンプの容IEを1I . ! i 房負荷で

決め、冷房のピークカ y トをi 'N熱僧利用とし、ヒ

ートポンプ特性を故大限生かすシステムを妹用す

ることでヒートポンプの問題点を一気に解決した 。

また、従来の ｉｪｾＱ 放 ｙ 世帯熱柁 ｬ の問題点である配管系

腐食 ・ 搬送量 ｾｊ ［ｬ ｊ の明大に対して、水 一 水熱交換機

を用いた若I!l H'! 蓄熱式ヒートポンプ方式を開発し、

対処した 。 その結果、熱源容量の低減とそれに伴

大淀昭和ビル

設計上の留意点

私は設計にあたり、とくにつ

ぎの点に留意した 。

まずお熱相 ｾｩ を最大限有効利用

するために、新熱した熱iii を

100 % 引き出せるように成層

式蓄熱f惑を係! t J し、者J 熱槽内

う' ; ( t 気設備容量の低減により、設備のコストダウ 流速の設定とオリヒィス寸法・

ンがはかられた 。 また、契約氾力の低減と深夜m 型状に留意した 。

カ利用により、ランニングコストのダウンがはか また蓄熱憎停滞H寺附l をなくす

昼間蓄熱憎車燃A

‘ れた 。つまりL . C. Cの低減がなされ、同時に夏 ために深夜帯熱開始時五IJ を遅

李における屯カピークのシフト、設備j システムの らせて都熱完了時五IJ=空調運

信頼性と耐久性の向上がはかられた 。 転開始H寺真IJ ( 放熱/ ) 日始) とな

熱源計画

当ピルは、西国にコアを配置計画したために、冷

房 H寺のピーク負荷が少なく、一日中ほぽ一定の負

{ . i r 特性となる 。 また暖房ピーク負荷は冷房ピーク

負術のが) 50%となっている 。

以上のJ ' l 1r:i 分析より、熱滅容討を l吸房ピーク負桁

にて選定し、冷房ピークJ : t術処理では、帯熱槽に

約50% の処理能力を持たせることにより熱湯l答品

を低減した 。 これは、必婆以上に熱i原容 iE を大き

くするのでなく、熱i阪に遊びのH寺|甘l を与えずに年

川運転時 11l J を延ばすことであり、とりもなおさず

設イ'1m答誌の最大所用を意味する 。 ところで熱似の

運転時J i ¥J を延ばすということは同時に搬送系の逆

転l時間も延びることとなるので、密閉化低偽位

化による縄送系容量低減にも努めた 。

なお今回の計画時には、将来の O A化に伴う負手-:r

JfHこ対応できるよう設備全般にわた って計四条件

に対する余裕率を明雄 ・均一化させることとし、

熱源についても 18 .5 %の余絡を持つ容i止とした 。

また人件貨の低減とシステムの信頼性向上のため

に、マイコン搭』械のコンビューターコントロール

( C.P .U ) による無人' i ' i : ] l l i ンステムの開発に取り組

んだ。

るように C .P.U コントロール

させた 。 同H寺に時間あたりの

肱 熱i誌が多くなり過ぎて議熱

冷水を早〈使い切 ってしまう

ことを防止するために、放熱

H寺上限流量コントロールを行

っている 。

さらにI b. 熱 11寺に空調負荷がノl、さくなり、空剥総で

の水溢L1 tが小さくな った場合には、氷 水熱交換

器出口 ( 帯熱糟泣り ) 水温が低くなりすき' るので、

2 万弁コントロールを行 って水量を絞り、還り水

温を一定に保つようにした 。

また、j l / i 熱 Il f J 始時に高i l . =J . 水がれ1i 内に入るのを| 坊ぐ

ために、占付与循環ポンプ運転開始を遅らせたが、

結果的には、熱源iUl J保有水量が少ないためにすぐ

に熱源が自動停止してしま った。 そこで熱源と蓄

熱ポンプは同 11寺運転とするように改良した 。

まとめと展望

計画H寺の余給率により予 iWJ されていたが、空調器

コイル余祁にて冷水1見度差が大きく ( 計画! 時L1 t =

8  'c が 9 'c にな っている ) 、ピーク時帯熱1昆! 支を計

画時の 9 5' C ( 冷凍機深夜出口 8' C) から 10 .5"C

( 冷凍機深夜出口 9' C) に変えることができて、よ

温度成層型蓄熱そう

システム概念図

りC.O目Pの高い運転となっている 。

蓄放熱

ポンプ

また当初計画時の rL . C.C の大幅な低減を図る j

という目標に対しては、熱i原容量 ( 空調面積あた

り50kcal/H .M
2

) ・設備容量( 延べ面積あたり 36 .7

W/ mっとも低減でき、低コスト料金逆転並びに省

エネルギー( 年間l延べ而秘あたり 110 K WH/ m' ・年)

とも十分システム対応できている笑紛が得られた 。

なお当システムてすま、熱源の運転時間が従来より

大幅に延びることとなり、結果的にオーバーホー

ルまでの 11寺聞が長〈、信車R性の高い機器が必要で

ある 。 その意味では、最近各メーカーで耐久性 ・

信紙性 ・制御性に優れたスクリュー型圧縮機を持

つ熱源が主流とな ってきていることに勇気づけら

れる 。

l暖房シーズンも無事経過し、 1 年の運転実紋を踏

まえて、今後はシステム特性を寸ー分に捉えたより

高効率システム化をはかるつもりである 。
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遠 藤 正 雄

生年月日 l昭和24年7 月20日

最終学肢 H円相49年r. i 山大学工学部機械工

学科卒業

業 廃 H円相49年竹中℃務用i 入社、大阪

ｾｱ ｪＱ ｩ 設計百 ｩ 設 Ｑｾｩ￬［ｾｲｮ 属

J幻1経 歴 脈 州wn金"llilBl センター

ロイヤルハンナンミー トハ y キ

ング工場

関西111力J <i.AP  R センター

| 地問電力的尾セ ンター

大淀ngf1J ピル

京Wl i 地プリ ンスホテル{地T.qq

すいせんのことぱ 井上良則 青年技術者としてのことば 。建築設備設計者とは、各種条件、制約

遠藤君は、 ＱｾＧ 日頃からの研究熱心 の中で、 『最適のシステム設計j に基づき、建物用途に合った『最高

さに 1mえ、技術者としての鋭いカ の環境j をつくり出す技術者 fごと与えている 。 ところで、竣工後に

ンと、 ｾＷｽ［ なアイデアを持ち令わ 客観的評価を得ることができる環境評価とは違って、システム評価

せた良き汗年技術者であり、今回 はl時として設計者の自己満足に終わ っている場合がある 。一方、近

の空調 y ステムの開発に対しても、 年エレクトロニクスの飛E目的発達と低コスト化により、容易にシス

基本計画から竣工後のデータフォ テム評価ができる技術環境が整ってきている 。

ローまで、立派に成し遂げてくれ 今後は、これらの技術を駆使して、最適ンステム設計が定量的、定

た。今後のJUll 寺を但う者である 。 性的に分析され客観的評価が得られるように努力したいと思 ってい

る。

そのために、社会の大きな流れの中で、先を見通せる見識を養い、

何が大切かを見失うことなく、最適システムのもとで最高環境をつ

くり込むことができる技術者を目指し、努力していきたい。



化 学 及 び 血 清 療 法 研 究 所 の 空 気 調 和 設 備 の 施 工

ダンノマー操作の手順を定め、すべて全自動とした。

また; 線蒸後の排気対策として、モーターダンパ一

切り換えによる、全外気、全排気方式を行えるよ

う設備した。清浄度の高い部屋に I具i しては垂直層

流システムを採用し、その音11分の HE P A フィルタ

ーの設置方法としては、最も気密のよいチャンネ

ルシールシステムを採用した。

当研究所は、予防医学に関する研究および生物学

的製剤l等の製造と頒与を行っている。

この度、本研究所の既設練の改修工事および血疑

分函製剤lの製造のための地' 築線新築工事のうち、

電気設備および空気調和設備、そして無菌部門の

内装工事を受注施工した。

増築棟は、血紫分画製斉IJ の製造のための建物て¥

世界ても鉱i を見ない規模と言われており、大きく

3 部門に分かれている。

( 1 ト般事務所の管理部門

(2) 血液を分画して半製品まで製造する低温部門

(3) 製日: を分注 ・凍乾、巻締するバイオクリーンル

ームとしての無閣部門

低 温 部 門 の 空 調設 備

室 1'， 室内沿l変 ｾ澗方式

主主
- 3. C ブフインクーラ一方式

パ y ファ一室 +  I .C プラインクーラー方式

I寄島平室 - 3. C プラインクーラ一万式

i1t.過昔rr釜 5. C ブラインクーラー方式

ペースト取山室 - 5. C プラインクーラー方式

{民j且念hI I +  4. C プラインクーラー方式

凍結合hll 20. C 直膨コイノレ方式

解袋室 +  8. C ブラインｾ訓告ＪＭによる

ローター洗浄室 +  8. C J j i ーダクト方式

製造宅 +  4. C f民福用ノマ y ケージ方式

上記のように各室それぞれ鼠度条例ニが異なり、ま

た低出領域の室内 ｩｬｾｕ 支条件のため、技術的に多〈

貫通部の一例

上記に1' 1: 通苦11の一例を示す。

ウレタン，主入手む包

仁王互コ

- ダクトの施工一一無菌音11門に設備されるダクト

は、室内清浄度確保のため非常に大きな役割l を持

ってお り、その気密性は HE P Aフィルターの寿命

に大きく ;μ 響する。また微少細菌却のうちビールス

類等は HE P Aフィルターでも tili 集す ることが不可

能であるため、非クリーン領域を通過する負圧ダ

クトはとくに気密にする必要がある。そのため工

場試験を行い、タクトの仕様を決定した。

・はぜ部分 直管昔11・ボタン パンチ+ o - - ール施工

曲管部 ピンツパーグ… シール縮工

- パッキンーブチルコe ム系ノマッキン

その他、低温部門の施工においては、凍結、結露、 ・リベ y ト ス［ｴｾ ' / ト溶接を可能な限り使用

| 幼熱上および停電時対策、復' i l [ ，u寺の自動復帰対策 その他、もれの可能性音I1位完全シール施工

等の多くの解決すべき問題点があった。 ダクト吊り込み施工後、ダクトの気宮、性隊認のた

めリークテストを行った。方法としては、四塩化

チタンによる方法、およひ' 漏れ空気量による方法

等があるが、確実性、安全性の一番すぐれている

石けん水塗布による気 j包発生によるリークテスト

を線用した。当設備においてはクラス 10000 以 上

の系統についてはすべてリークテストを行い 、漏

れている場所は再シールを行った。

吊り込み工事にあた っては 、吊り込み前にダスキ

ンにてダクト

の解決すべき問題点があった。そのため、大阪中 低温室天井裏ダク ト接続部の防熱状態 Ａ 村を ｩ ， ｈｾｽ した。

また作業終了

後の ｉｾｾｊ 口部分

はビニール養

生を行い、ゴ

ミのｩＱｴ入を ｾｪￎ

央卸売市場の冷蔵倉庫等の設備を見学し、技術的 無 菌 部 門 の 空 調 設 備

なノウハウおよび問題点を聞き、施工計画に反映

させた。

・低 1品冷媒ー耐食性のよいエチレングリコール系

7' ラインを J采用した。

・ブラインポンプ一高価なブライン溶液の漏洩防

止のため、全密閉ｾ［ｴＺンプを採用した。

・ブライン配管一配管寿命を長くするため、スケ

ジュール包: を使用し、低1品にもろい鋳物を使用し

ない。

- デフロスト対策 コイルの若霜除去のためテボフ

ロスト作業が必要であり、タイムケジュールを設

定した。その 中に凍結防止のため、7 K 切時間およ

び7 k 抜作業等を組み入れた。また排水管には低温

空気の漏れ防止のためエアカットハルブを取り付

けfこ。

• ｾｪｪ 熱対策ー低温の設備において最も注意を要する

防熱については多くの施工資料を集め、検討を加えた。

hT 浄) ! r . 室 名

クラス 100  分注A 室、分注B 室

クラス 1000 i東Qt 機前室、滅的機室、分注C 室

クラス 1000 タン' l A 、B室、更衣室B

クラス 10000 無的ー洗f . l t室、手分注室、タンク室C

クラス 10000 タンク室前室、更衣室D

7 ラス 100000 手分注前室、巻締室、無的エリア通

路、無凶エリア前室、抽2山室、治解

室、更衣室A 、休疋! 室 |  

当地ｾ棟の約半分のスペースが無菌部門となって

おり、各室の清浄度を 24時間保持する必要がある

ため、システム系統、運転y ステムの構築および消

浄j変保持のための設備として多くの検討を行 った。

. 然的苦11門の空調システムー熱iJJi l機株および空調

機械は故障11寺のパックアップを最低5 0 %可能にす

るため、各機器の故障H寺を恕!定して設備した。

述 転Il f J 始および停止H寺に清浄l立の高い部屋の正圧

がくずれないように各機訴の運転停止l順序および

いだ。

試運転の結果 、

各室の清浄度

は十分満足の

できる値を達

成でき、また

? 高下閣の iWJ 定 クリー ン度 iA'J 定の打ち合わせ

にも十分な結果: が得られた。

大阪本社より出張命令を受け、九州隈本にて約 1

年間施工に従事した。 1 年間! の短期!日i ではあった

が、通常の何年分にも柑当する知識と経験を得る

ことができた。今後この知識と経験をもっと 伸 ば

し、業務に役立てたいと思います。
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西 国 英 弘

生年 I1 R  昭和25年 9 月4 日

位終学歴 岡山大'γ 工学部

ｾｴ￭￭ｗ ｉｦＮ＠ 昭和48年大阪7江主(11是房株式会社

大阪本社空調書1¥入社、以後、官

会i 調和設備の設計施工に従 'J も

作品紙ｾ 大阪ガス天然ガス転狼センター

三il 生命大阪ピ J レ

丙淀病院

化学及び血治療法研究所

ホテル日航大阪

大阪 Y M C A会館

ｩｬｩｾ ビノレディノグ新築

すいせんのことば 幸 宏 青年技術者と してのことば: 空調技術は、空気、水、冷煤等の流体

1庄、凶田英弘君は、当社入社以来 および似を扱い、現段条件の務備を行うシステム工小であります。

12年間、空調設備の技術者として 各流体およぴ熱の法礎的理論については" ' I : . / HJ的に" ) ) 維にされ、文献

設計、. wn並びに現場施工管理! と にも詳しく記 ｉ ｉ 証されていますが、その応 ｉｔｊ である ｾｉｾ ｴ， ｩ 技術において

第一線で活路し、持ち前のパイタ は、作挫物純別における詳しい施工資料は公的には非常に乏しく、

リティーにて、各組検定または表 社内資料およびザー会誌等によらざるを仰な L 、状況て9 す。また地主の

彰を多〈受けている 。彼を良〈知 ニーズの多機1 ' 1ーのため、施主のニーズに対応したすぐれた設備を地

る先鋭として、将来の設備業界を 工するためには、名人の高度の知識と終験を必要とされます。

j I I う力強い11f 年技術者としてすい このような条例4 下において、受剥技術者として知龍、技能を向める

せんする次第である 。 と|百111寺に、燃 i !，i化技術を継しj J ! j め、コストダウンと地主のニーズに

対する雌; I i 'tl を日め、 J.ll.イ1: の空調設11i 1i 技術の "'1上に氏似て“ きれば寸

いです。
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鉄 骨 造 工 場 建 家 に お け る ユ ニ ッ ト 工 法 の 展 開

建設現場における施工は、過去長年の聞に築かれ ってきたが、工Jtll 短縮、コストダウンに容与でき

てきた施工方法によ ってなされているが、マン パ ただけでなく、発注者の好評をj J ，I j することができ

ワ一、材料、建設機械類の変化によ って、施工方 たことは今後の大きな励みとな っている 。

法も変わ ってきている 。 しかし、画期的な新工法

というのではなく、従来の施工方法の順序を考え 施工例(1) ヤンマーディーゼル長浜工場

直すことで、安全 ・原価 ・工Wl ・品質と、すべて 昭和56年 5 月ヤンマーディーセソレ株式会社長浜工

の管理面に新局面をもたらすのである 。鉄骨建方 場の 山形 3 連ラーメンの工場の施工において、屋

工事は危険な高所作業であるために施工が難しく、

精度の確保、品質の管理面においても困難を伴う 。

そこで、

(1) 安全な作業

(2) 施工の容易性

(3)  品質 ・精度の確保

(4)  工期の短縮

( 5)  経済性の追求

根商のユニ ッ ト化にアタ ックした 。

まず、ユニ y トを組み立てるための地組台を考案

した 。 これは、先行仕上げ塗装された鉄骨音11材を

地組台の所定の位置に置いていくだけでパ ネルの

平面性、矩形精度が確保できるものである 。地組

台上では、鉄骨音11材は地組み、本締め、タ ッチア

ップおよび小音11材の仮取り付けと諮作業がよR約さ

れるので、作業性の向上、高所作業の減少および

ヤンマー永原機械工場桁行壁ユニッ ト建て込み

本を骨組にして、数本の胴縁で構成している 。屋

恨および壁ユニ ッ トは同一地組台で組立可能とし、

壁ユニ γ トは建て起こさなければならないので、

支庖になる所の補強などの工夫も必要であ った。

安壁の先組みパネル化も笑施した。

結果として、鳶工 l 人当たりの部材消化数が、一

般工法より 50% 向上していた 。

の諸項目を充足するように、建方のみにとどまら 吊り足場の無足場化が可能なのである 。屋線パ ネ

ない総合的な計画を行 った。 ルは 写 真のようにサブトラス 2 本と継ぎビーム 1 施工例(3) 大阪国際空港外貨輸出上屋

この計画は基本的には、建物を構成している昼似 昭和59年 8 月大阪国際空港外貨輸出上屋工事にお

面、壁面、床面をすべてユニ ッ ト化し、従来の熟

練した鳶工による立体的単材的な高所での組立作

業である鉄骨建方工事を、地上での平面的 ・重層

的 ・総合的な組立作業にシステム化したものであ

る。

また実施にあた っては、安全面を含めてフィード

パ ックを繰り返した結果、未経験の施工法ではあ

ったが、日を追 って路実に成功するという自信を

深め、現場での実際の指揮を執りながら工事を完

遂することができた 。屋般商のユニ ッ ト化、屋恨

面および柱 壁預のユニ ッ ト化、積層スラブのユ

ニ ッ ト化と順次 3 現場においてレベルア ップを図

従来方法 新工法

いて床面のパ ネル化を実施した 。 3 階 建 の 倉 庫 で

あり、 2 、 3 、 R F の 3 層となるので、上層ノ マネ

ルの納まりに困難が予想されたが、ノマネルの地組

精度、ア ンカーボルトの精j支および鉄骨製品の精

度の向上により可能とな った。地組みの所用時間

は平均30分程度、主主込みには 15分程度と短時間で

組み立てできた 。 また床聞の捨て型枠であるデ ッ

キプレートも可能な限りの範囲で先行員占りとした 。

このことは、鳶工の安心感につながり、休憩場所

ヤンマー長浜横水工場屋根面ユニット架設 にもな っ た。 また、道具 ・資材の仮置きも可能に

本を骨格にし、母屋 18本を載せた形であった 。パ した 。

ネル組立作業の習熟効果も大きく、地組みは建方 地組台は、建物平面が細長いので、可動式とし、

工筏と同時平行するので、工期iの大幅短制ii となる 鉄骨音11材自体を地組台鋼材に使用することにより

メリ γ トが大きい 。 費用を節約した 。

結果は、工J切で43% と大幅短紛できた 。 また、主主 結果、 1 日当たりの鉄骨取付屯数1i 45 t on 、部材

入精度は予想以上に向上できたとともに、平地で 数 で89 ピースであり、従来の3 0 %程度の向上と考

の作業であるため品質管理も容易であ った。

施工例(2) ヤンマーディーゼル永原工場

昭和57年 3 月ヤンマーディーセ・ル株式会社永原工

場の山形ラーメンの工場の施工において昼根函お

よび壁面のユニ ッ トfじをはたした 。

屋被荷ノ マネルは、大梁 l 本と水平継ぎビーム 2 本

を骨格にして、 24本の母屋でも って構成している 。

この場合は、荷重のバランスが惑いのであらかじ

め計算通りに、ワイヤーおよびチェー ンプロ ック

によ って樹監し、所定の屋被勾配を確保している 。

また壁面ユニ ッ トは、柱、間柱各 1 本ずっと桁 l

えられる 。

大阪国際空港外貨輸出上屋床梁ユニッ トの架設
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江崎 誠

生年月日 昭和27年 7 月16日

最終学歴 滋賀県立短期大学建築学科

t(.; 歴 昭和48年松村組入社、大阪本府

工務苦11

業務総陸 太陽神戸銀行枚方支r . 5

ヤンマー総合技術研究所

四天王寺学調女子短期大学大教室

泉北竹城台コーポラティプハウス

ヤンマーディーゼル滋賀償水エン

ジン工場

ヤン7 ーディーゼJ 旬' i <rJ 7. 機械工場

大阪国際空港外貨輸出上屋

すいせんのニと( ; 1: ' 飯田正信

新工法を計画する場合には必ず、

その実施困難なマイナス条件がい

くつも出現し、遂行しようという

意欲も薄れがちであるが、い った

ん方針が決定すれば 『やるんだ /

絶対できる j の信念で取り組まね

青年技術者と してのことば : この工法は、松村組のM をと って、、M

Q  C . と名付けられた 。現段階では鉄骨造における屋綴 ・床 ・壁の

鉄骨部材の組み立て、およびそれに関連した工司王lこ限られているが、

当社においてもまだ工場建築の一般工法にはなり得ていない。

従来なら鉄骨建方が完了すれば吊り足場が架けられたように、鉄骨

造ならば「ユニ y ト工法J といわれるぐらい一般化してほしいと思

っている 。また、 MQCの基本思想から 言えば、 鉄骨工事のみに限

ばならない。彼にはその不屈の信 るものではない。

念があり、今後の活躍が楽しみで 過去の先輩たちが築いてきた遺産に甘えることな く、われわれの内

ある 。 告11に巣く っている既成概念を打破し、隠れた無駄を排除しなければ

ならない。この MQCの基本思想の先鞭をつけたわが社の先輩に報

いるためにも、この MQCの基本思恕をわれわれが完全に消化 吸

収して、 1MQ  CJ をより広がりのある、時代を越えたものに発展さ

せるべく精進してゆきたいと思っている 。



750t の 建 屋 の 横 引 き 工 事 の 計 画 ・ 施 工 管 理

住友金属工業側和歌山製鉄所第 4 焼結工場の増築

工事においては、既存設備の操業期間をいかに短

縮するかが最大の課題とな った。

今回の咋I築工事では、大容量ジャ ッキシステムの

検引き工法を採用することにより、 92 日間必要で

あ った工期を 55 日間で完了して、 4 割以上の工期1

短縮をすることができた 。

施工計画

今回の増築工事では、増築予定場所に既存の生産

設備があるため、増築部のうち、既存設備稼動中

でも工事可能部分 ( A ) は先行し、在来工法で建設

し、稼動に支障のある部分 ( 8 ) は約 17 m離れた位

置 ( C) で組み立て、生産機械を装架し、既存設備

解体後、基礎工事を行い、正規の位置まで;隙引き

移動させる方法を計画した ( 図ー 1 )  

検引き対象主主屋は、 S 造、 4 階建、高さ 3 8 mで、

約40仇の生産設備機械が先行装架され、全霊丑750t

と、高〈、重〈、重心、の高い構造物である 。

移動後に既存生産ライ ンとの微妙な接合と、通常ー

の検引き工事では考えられないミリメートル単位

の施工精度の要求、さらに移動中の風、地震に対

する安定性 ・地下埋設物の防護、移動用路盤など

さまざまの施工条件をクリアーするように計画 ・

施工管理を行 った。

主主家の移動は、ストローク 115cmの油圧ジャ ッキ3

台と 6 本の鋼製ロ ッ ドを使用し、移動建屋の柱脚

に取り付けた 2 本のロ ッ ドをジャ ッキで同時に引

っ張ることにより、建屋全体を移動させた 。

この際に重要なことは、すべり出しの際のスムー

ズさを確保することと、建屋を平行に移動するよ

うに 3 台のジャ ッキを均等に引くことである 。前

者については最適なすべり機構の開発、後者につ

' 33m r'  _...， 
Ｎ｟｟ｾ、ミミｾ

GL 炉吋』・吋

・ …

55m 

図- 1 平面図

機引き中。後方へ引かれて、右側の建物と一体となる

いては、移動置の管理、制御システムの開発を行 を開発した 。 これは、移動量計測装訟を使い、各

うことにより解決した 。 3 点の移動i立を常時計islJ し、マイコ ンを使 って各

すべり機構の開発

すべり機構については、いままでにない不安定な

重量構造物であるため、移動開始時 ( 静止→動 )

のシヨ ンク、横引き ジャッキの所要能力など、摩

擦特性が計画の重要な要紫である 。

そこで、当社の技術研究所で、柱脚の実物大模型

を作り、すべり材やilMJ 滑剤などのさまざまな組み

合わせによる摩擦係数、すべり出し時の衝撃の illlJ

定等を行い、最適のシステムを開発した 。合 成 樹

脂製の特殊なすべり板を位脚部に敷き込み、 ilMJ m

1由を 主主った鉄板の上をすべらせるスライデインク〉 ぞ

y ト方式で、これによ って、スムーズなすべり出

しと移動を確保することができた 。

移動量の管理・制御システムの開発

今回の工事では、 3 台の irtl 圧ジャ ッキで横引きを

行うが、各 3 点にかかる重量が呉なるため、移動

量を均等にするため新しい集中制御管理システム

移動 ｬｾ 車 ＱＶＮＹｭ

ジャ ッ キのストロークを計算して 、 Ｑ ［ ［ｬｾ に徽引き建

家が平行して移動するようにジャ ッキの作iff) J を自

動制御するものである( 図 - 2 ) 。 このため、 3

台の ジャッキをそれぞれ調節して操作する必要が

なくなり、 ジャッ キ採d'乍は、自Z功コ ン トロ - 1レで与

き、ワ ンマ ンで建屋の平行移動が管理できるよう

になり、作業性、安全性が飛躍的に向上した 。

おわりに

;隙引き工事は、施工マニュアルに基づき、移動査

を自動1111 ] 御しながら、今回採用したロ ングスト ロ

ークジャ ックの効果もあり、 5 時間半という短時

間て¥約17 mの移動を終え、所j切の粕皮を確保し

て完了した 。

今回の大容量ジャ ッキシステムによる償引き工法

に、新しいすべり機構と、自動制御を組み込んだ

システムは、高所、狭あいな場所での重量物の移

動工事に非常に有効な工法であり、今後ますます

需要が地えるものと思われる 。

}創王ポンプ

図 - 2
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山 辺 秀 夫

生年月日 昭和25年1 月3 日

般終学歴 大阪市立大学工学部建築学科

昭和47年卒業

業 歴 昭 和47年4 月大林組入社

帝人鏑産千里丘ビューハイツ、

大ガス泉北第 2 工場、ヤ ンマー

研究所、南海難波駅整備、関電

御坊 O W S 工事を経て、昭和58

年3 月工務課に配属、現在に至

る

すいせんのことば 金 田 宏

施工技術者に要求される大きな素

質は、精進的なセ ンスである 。新

しい工法を計画し、実施に移すと

きに、このセンスが成功の鍵を握

っている 。

山辺君は自分の紫質を十分活かし、

多くの成果を収めている 。施工技

術者として今後の成長が大いに期

f寺される 。

青年技術者としてのことば 企画→設計→箱工とい う建設の大きな

流れの敢終段階である施工に携わ って13年たちました。

その問、施工技術も年々革新進歩し、今回の工事においても経験し

たように、施工工法にもコ ンピュータ一、ロポ ット等も使用される

時代になりました。また、施工管理の商においても、激しい受注競

争の下での「経済性と安全性の追求」、社会的な要求である 「品質の

保証」 と施工管理技術者に対して厳しい管理業務の要求が大きくな

ってきています。

そうした昨今の建設業の流れのなかで、わが社においても S K  ( 品

質管理) 、Q A (品質保証) の活動が活発に推進されており、脇工管

理技術者としての知識、経験を替える努力がより 一層必嬰であると

感じています。
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中 ・ 低 層 住 宅 地 に お け る 敷 地 建 物 計 画

中層分機

グ リ ー ン ヒ ル 東 箕 面

所 .(E 地 大 阪 府 箕 前 市 大 字 架 生 間1谷2575- 6  

都市計画 第 2 級住居専用地域( 200/60) 第 2毛fi 高度地区

般地面制 2. 32ha(移管公 l羽0. 07ha含む )

建物概要 RC泣 5 階位、 10服、 220戸

3L DK- 15戸、 4 L DKー190戸、 5 L DK- 15戸

配 置 計 画

・正 南 面 平 行 配 置 と し 、 住 戸 の 居 住 性 お よ び 眺 望

率 の 拡 大 と 同 時 に 、 平 行 配 置 の 単 調 さ を 防 止 す る

た め 雁 行 配 置 。

・100 % 駐 車 率 を 確 保 す る た め 、 隣 棟 問 ダ ブ ル 駐

車 手 法 の ア プ ロ ー チ 。

建 物 計 画

・ 多様なニーズに対応するため、 3 L D K - 5  L D K  

B プ ラ ン の 組 み 合 わ せ に よ る 機 構 成。

・妻、 H 皆、最上階住戸等伎十* 内での立地を生か

し た 住 戸 設 計 お よ び 会 プ ラ ン 8 rt(j 和 室 の 雌 保。

・供給{ 刷機に見合った仕上げ、設備グレード 。

中層・賃貸

( 平城NT ) 高 の 原 駅 前 団 地

jifr .(1:  I也

都市計図

敷地面似

建物概要

供 給 方 式

・よ り 満 足l交 の 高 い 住 宅 供 給 と し 、 幅 広 い 需 要j習

に対応するため、れメニュー ・オ プ シ ョ ン 方 式 η を

採 用 。

タウンハウス分議

ガ ー デ ン ハ ウ ス 光 明 台 第 2

所 在 地 大 阪 府 和 良 市 光 明 台 2 丁目 48. 54番地

都市計画 光明池新住宅市街地開発と ｊ ｾ 業地区、第 Ｑ 位

住居専用地域 ( 80/ 60) 、紙化協定区域

敷地面似 1. 18ha 

ill 物概要枠組壁工法住宅、 2 階建、 26棟、 62戸

3  L DK- 5 戸、 4 D K- II 戸、 4 L DK- 46戸

配 置 計 画

• rt:j 低差処理およひ' 敷地の有効利用を図るため、

2 、 3 戸 jj]Ui[ 行 住 棟 に よ る コ モ ン ア ク セ ス 。

・ l ク ラ ス タ ー 1 0 - 1 5戸 で 構 成 す る と 同 時 に 、 道

路 景 観 向 上 の た め 、 集 中 駐 車4 場 方 式 に よ り 、 分 節

化 を 図 る 。

・ コ モ ン ス ペ ー ス は 、 シ ン プ ル な 孫 ち 着 い た 空 間。

建 物 計 画

・外 壁 は サ イ デ ィ ン グ 貼 り と し 、 洋 風 の し ょ う 酒

な 外 観 と す る 。

・中間i住 戸は、 2 面 関 口 の 不 利 を カ バ ー す る た め 、

7 グリ ッ ド尚] 口とし、北入については、中庭型式

による通風、明るさを々届: する 。

・外 気 に 面 し て い な い 階 段室 に は 、 トッ プ ライト

を 設 け 、 明 る い 屋 内 笠 間 と す る 。

戸建分議

ガ ー デ ン ハ ウ ス 平 城 神 功

所在地奈良市神J j J l 丁目

都市計画 平城土地区画室長理事業地区、第 1 様住居専

用地域 ( 60/40)壁爾後退1.5m

敷地問符'i 3. 90ha ( 移管・予定道路等o. 84ha含む )

建物概要 枠組笠工法住宅83戸、適格認定住宅 ( 鉄鋼

系) - 6 6戸、計149戸

配 置 計 画

・多 機 な 住 宅 の 好 ま し い 混 在 と 、 快 適 な 街 並 み 景

観の演出一一多様で、ありながら統一感、調和を失

わ な い た め の 外 装 、 外 総 お よ び 色 彩 計 画。 道 路 の

アイスト ップ と な る 住 宅 お よ び 雁 行 配 置 と な る 住

宅 に 対 す る 街 並 み 演 出 。

建 物 計 画

・基 本 性 能 の 充 実 お よ び 基 本 寸 法 、 空 間 の 確 保。

広 さ ( 専 用 床 面 積 108げ 平 均 ) 、 居室 南 面 比 率 の ア

ップ 、水廻り空間、開口部寸法( 内法高) の充実。

・ ｌ ｄｋ 廻りの公室充実型、主寝室洋室ｾ等住まい

方 の 提 案 を 含 ん だ プ ラ ン 。

供 給 方 式

・予 約 分 譲 方 式( ハウスプラン選択) 住 要 求 に 対

する居住者の多様化に応えるため、 l 宅 地 に 2 - 3プ

ランを用意し、居住者に選定してもらう方式の採用 。
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加藤 明

生年月日 昭和26年 l 月21 日

I止終学歴 昭和48年愛知工業大学ill 築学科

卒業

業 庇 l昭和48年日本住宅公団 (現 住

毛 .M市艶備公団 )関西支社入社

計画部、工'J' ¥l a管部を続て、 s!!

初55年 6 月住宅事業第 i 部主J l 築

課配属、現在にｾる

作品経鹿 北総丘団地配置 J主計

淀川リバーサイド第2 l T1

ガーデンハウス光明台第 l 次 ~

11¥4 次、 第 2 第 3 f主主主

鈴の自団地

グリーンヒル点箕面

平城ニュータウン高の! 尻駅前団地

ガーデンノ、ウス平械事II!}J

すいせんのことば 山田義{ 言

加 雌 明 君 は 、 公 団 の 住 宅 団 地 の

計画および設計の分野において、

数々の優秀な築制i を残してきまし

た。 {止の幅広い専門知減、 Ut 極 性

および適確な判断力は、今後の住

環境づくりに大きな力となること

でしょう。

訟は、問者を日本怨築協会の背年

技術者に、自信と誇りを持って: tffi

mいたします 。

青年技術者としてのことば 住みよい住宅環境はどうあるべきか?

住宅団地、住宅地における来観構成はどうあるべきか? コミュニテ

ィー形成をいかにしたら餓成し得るか? 住まい方、集住形態はどう

あるべきか? どんなまちなみを織成すべきか?

怨築物は美しくなければならない 。デザインは、機能を阻害するも

のであってはならない。居住性向上を意図し、地域性( 風土) を加

味した住僚のみならず、屋外空間1をもっくリ出し、単に、よく組み

立てられたというだけの環続ではなく、絵になるような象徴的な空

間をしつらえたい 。

良質なスト ックとなる住宅であり、都市の中の景観向上に寄与し、

良好な近隣関係をつくり出すことのできるストラクチャーの構成を

目ざすと同時に、今後の高紛化社会における住宅地権成はいかにあ

るべきかを、今後とも模索していきたい 。



都 市 拠 点 整 備 フ ロ ジ ェ ク ト に 向 け て - 東 洋 紡 績 守 口 工 場 跡 地 計 画一

諸外国における 「インナーシティ j 問題に端を発

して、日本の大郷市においても過街地域の中の過

疎開題がクローズア ップされつつある 。都市環上克

の悪化 ・経済基盤の低下 ・社会構造の悪化などの

諸問題に対し、都市 ・建築計函や、税制 ・法制 riii

での対策がさまざまに打たれている 。 ここでは、

その中の万法の一例として、工場跡地利用計画を

中心に、地域社会発展の伎となる拠点を皇室備する

ことにより、この問題の解決を試みた例について

述べる 。

折リしも、主l ! 設省による新郡市拠点主主備卒業の中

でも問機の主旨が渇われており、このような Ｇｉｾ 業

が社会的に丞視されつつあることをうかがわせる 。

. . 業のいきさつ

当計画は、大正 8 年より操業されていた紡紛工場

の閉鎖に f半い、発生した 。 計画地周辺 l主戦前木造

家屋7容が高〈、防災危険性もあり、人口減少等の

都市問題が顕{E化していた 。 また、厳しい環境行

政 ・環境保，; ! j ! のf f ，. 哉の定必から、当該計画地区内

の環境主主備のみならず、周辺に寄与する視点が社

会的に必要とされてきていた 。

われわれは、事業性 ・潟喜害者ニーズ ・アメニティ

といういわば内部要因とともに、周辺地域に当計

画が及ぼす外音| 附J換も積極的に々慮した 。 このこ

とにより、京阪守口市駅前再開発とともに、もう

一 つの新拠点をつくることを狙った 。 これに対し

て現在までにとられた対応策をつぎにまとめる 。

・環境アセスメントの笑縮 : 周辺への影響を最小

限にとどめる計画づくりを行 った。

・7 スタープランの変更 : 用途的にみても住宅の

みならず、病院 ・施設公園 ・体育館など、外部昔)J

来をJ t i l待できる施設を持入するために、マスター

プランを変更した 。

・2E問的巡閲の確保 : 周辺地域に対する防災拠点

として位泣づけるほか、近接する線道とのuのネ

八
刈

所イ五地 大阪府守口市外島町

r.JI j官" 十回 il' J 工業地域( 200/60) 防火指定なし

華り9. 2ha

分岐集合住宅、施設公園、体育館、病院、寄宿合等

y トワークづ くりや、敷地内部に公関空地を設け周

辺 地 減 ・自治体に緑の貢献をすることなどをぷみた 。

以上、当計画が周辺と i皐関した社会性をできるだ

け持つように試みたが、このことにより、建設省

による「地域における民間活力活用主袈プロジェ

クト」として選定されることになった 。

. おわりに

民間l活ブJ の導入、国公有地 ・国鉄用地の- { ; j 効利用

が契機になり、今後もこの段の拠点盟主{ 賄事業は重

要になると与えられる 。 それに! 半い、環境 ・都市

・事 業 ・不動産などの技術が必要になり、コーデ

ィネータ一、プランナーと呼ばれる職能がますま

す霊平見されてこよう 。

今後とも、社会的な見地からみた、地域振興の核

となるまちづくりを目指した業務を遂行し 、いわ

ば 恥マネージメント ・エンジニア" としての役割

を来たしてゆきたいと宅一えている

分

線

集

合

住

宅

A

 

病

B  
院

体

育

館
c

 

|川l川11川11川11川l川|川11川11川11川11川l川|川|川11川11川11川|川11川11川11川l川11川l川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川|川11川11川11川11川11川11川|川11川|川11川11川11川11川|川|川11川11川11川11川11川11川11川11川|川11川11川l川|川11川11川|川|川|川11川川1川11川11川11川11川11川川11川11川11川11川l川|川11川|川l川11川11川11川11川11川11川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川111川l川l川11川11川11川11川111川11川|川11川11川11川|川|川11川川11川11川11川11川11川|川11川11川11川11川川11川11川|川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川川11川11川l川11川11川|川11川11川11川11川川11川111川11川|川|川|川11川11川|川|川11川川11川11川11川|川|川|川11川|川|川11川11川l川11川11川11川|川11川11川11川11川11川11川11川11川1川11川11川11川|川11川11川l川11川11川11川11川11川11川川l川川11川川11川11川|川|川川11川川11川|川|川11川川11川11川11川11川l川11川11川11川11川川11川川11川11川11川11川11川|川11川11川|川|川11川11川|川|川|川11川川11川11川|川11川11川11川11川11川川11川11川川11川11川|川|川11川11川|川11川川11川川11川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川川11川11川11川11川11川|川|川l川|川11川11川11川11川11川11川|川|川|川|川11川11川11川11川|川11川11川111川11川|川|川11川11川|川11川川|川11川|川|川11川11川11川11川11川川11川川11川川11川11川11川11川11 l  

寺 田 高 久

生年月日 昭和29年12月12 日

最終学歴 昭初54年京都大学大学院工学研

究科修士品位( 主II 築学専攻)修了

業 廃 l昭和54年竹中工務応に入社

i昭和55年開発計 l尚本書11に配属

IItl 初58年5 月か ら1 年tII lit9:計部

に配属のあと開発計画本部に再

配属、現住に' E る

作品略歴 *i芋紡績守口工場跡地利用計画

カネポウ綿糸長野工場利用計画

関西テレピ六甲山の家強位計画

すいせんのことば 河 図 剛

事業主の利益確保と住宅不況のハ

ンディを fl った大プロジェクトに、

! i 2 1 J な計画力と調堅苦力で土地利用

の高度化と魅力ある環境づくりの

両立を図り、地主事業主 ・行政 ・

住民の調態に大きく貢献した 。

バイタリティと位かな人間性に忠

まれ、将来の大成をJ t l I 1 寺する 。

青年技術者としてのニとぱ: 都市図における 「人 ・生活 ・風上J を

とりま く状況は、 21 世紀に向か つて大きく変わろうとしている 。 そ

の大部分は、行政における総合計画や、r . l 1市再開発万古|ーという形で

さまざまな角度から検討され、対策も打たれつつある .

しかしながら、郎市 ｬ 到の経済 ・ 社会 ・ ｾｕｦｬ ヒ の ｩＮｙｉ￬ＱＱ 的変化のスピー

ドと領域は、迅速且つ広範であり、ここに行政にない ＱｾＱＺＺＱ ＼ＷＩ n由な

党必と行動の求められる余地がある 。

そうした背景の下に、民間建設会社の一日として、上J也所イUi ・デ

ベロ y パー ・設針. t t ・コンサルタ ント等と協 J) しあい. 地域の健全

な成長に刺激を与える 1. l i づくリ、拠点づく りに III的、 って努力をして

ゆきたいと巧えている

担揖と 社会 / 円85年 12!1り 43 



ｾ＠ r建築と社会」誌バックナ ンバーのおしらせ111川

パ ッ ク ナ ン パ ー が そ ろ っ て お り ま す 。 購 入 ご 希 望 の 方 は 日 本 建 築 協 会 ま で ( 電 話06ー 348一0635) お 申 し 込 み 下 さ い。 パ ッ ク ナ ン バ ー は 特 価 以 外

￥ 750( 58年 4 月 号 以 降 は ￥ 950) で す 。 な お 、 郵 送 料 は 実 費 い た だ き ま す 。 年 間 購 読 の お 申 し 込 み も 応 じ ま す 。

- 印は欠号

よ¥き l  2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 

.  .  
昭和41年

都 市 住 居 地 下 街

空 気 調 和

建 具 金 物 建 築 法 規

国 立 京 都 第 13 回 1970年万国

i:当旦主

国

最 近 の

市街地改造

公 害 と

(47集) 設 備 国 際 会 館 青年建築家 博会場計画 地 下 工 法 都市 ・建 築

.  
日 本 建 築

昭和42年

国 立 劇 場 建 設 機 械 協会50周年 社会と建築

都 市 と

住宅と設備 生 産 施 設

モントリオ

建 設 資 金 最近の外装

第 14 回

建 築 と 生 命

(48集)

記 念 号

流 通 空 間 ー ル 万 博 青年建築家

.  .  .  .  
昭和43年

都 市 生 活

都 市 の

50周年記念 幼 児 施 政 教 育 施 設 医 療 施 設

都 市 交 通 都 市 供 給 群としての 都 市 の ア 第 15 回 新 都 市 計 画

( 49集) 、、こ、、C7)1; 量E

事業記録号

施 設 処 理 施 設 住 居 クセサリー 青年技術者 法 の 諸 問 題

.  鉄筋コンク
計画と住民

.  
建向築ー現史代の方に

建 築 行 政 転 換
.  .  .  .  

昭和44年

建 築 産 業 の

ト梅造

一中部から

老 人

に 期 待 しつつある

解決をせま

海 洋 開 発 民家の系譜 第 16 回

九州‘ lカ‘ らの

( 50集)
耐震設計の

と す ま い よみがえる られる公害
報 告

布陣造と方向 再 検 討
の 報 告

過 去 一
す る も の 住 宅 生 産

問 題
と保存計画 青年技術者

.  .  

昭和45年 現 代 社 会

建 築 と 安 全

日本万国博 設 計 の グッ ドデザ 高 層 建 築 欧 米 に 建 築 家 の
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青年技術者 新 建 築
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昭和48年

泉 1ヒニュー
大阪大林ビ レジャーと 大阪国際ピ 老 人 住宅一建築 第 20 回 ヨーーロ γ J ぜ

建 築 教 育
タウン σココ

新用途地域 情 造 と 施 工 仕上と材料

( 54集) ミュニティ ルデ 4 ング 施 設 ルデイング コミュニティ 家のすまい 青年技術者
σ〉

施 設 制と環士寛 まちづくり

明 日 の 既 成 市 街 地 建築生産と 高層プレハ
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昭和49年 歴 史 的
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北照ニュー
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とその対策

.  p  c 板 を
.  
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昭和50年

図 書 館
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インテリア 使 用 し た

社 会 都 市 の 景 観

ストレスト 処 理 施 設

人 間 環 境
騒音対策と 第 22 回

集 合 住 宅 の

( 56集) 新 建 築 建 築 ・法 と 施 設 と し て の
防 音 材 料 青年技術者

工 業 化 住 宅 コンクリート の あ り 方
ターミナル

設 備

証 言 ' 76 ー
.  
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集 住 体 の

昭和51年

建築デザイ

建築基礎様

医 療 施 設

床 工 法 建築防災と

市 街 地 整 備

工場建築と 鉄骨精進の 結 露 防 止 第 23 回
設備からみ

( 57集 ) 造の問題点 と 材 料 法 設 備 ジョイント

ハ ー ド と
対 策 と

青年技術者
た 建 築 の

ン の 動 向
ソ フ ト 断 熱 材 料

問 題 点
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兵庫県ーそ

- 日本建築協 コンクリー 埋立地におけ
日 本 住 宅 ミニ乱開発 建築におけ

昭和52年
デザインの

の風土と建

全ω周年記士号 トの品質管
日影規制と

身障者施設 照 明 設 備

る情造問題一

公 団 と から計画的 る省エネル
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( 58集)
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青 年 技 術 者
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デ ザ イ ン 医療施設ー
組合方式に C  A  D  -

.  
昭和53年
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水

病 院 建 築 外 壁 電波障害と

よ る 集 合 住 宅 訟 備

新 し い

設 計 と コ 一 般 号

第 25 回

ビ ル 環 境

( 59集)
新 旧 の コ と 情 報

皇 室 装 材 料 建 築 耐 震 設 計 青年妓術者

ントラスト ン ス テ ム 住 宅 計 画 ンビュ ータ

.  
ホテル建築

昭和54年

転 換 期 の

大阪南港ポ

商 業 空 間

コンクリート

日 影 規 制 と 情 報

農村施設の 建物の終局 庄 内 の 80 年 代 の 第 26 回 建 設 業 の

( 60集)

再 開 発

ートタウン のひびわれ

シ ス テ ム

変 貌 強度の検討 まちづくり インテリア 青年技術者 労 務 事 情

80年 代 の 都
.  

. ' 27回青年技術
設 計 の た め

昭和55年
市と建築ー - 今後の省エ -最近の畢行撞聾

住 宅 の 建築行政と 最 近 の 都市景観と 屋 内 体 育 水 ぎ わ の 今後の外装
者

の 新 耐 震

(  61集)
歴まち史づとく展り望の

ネルギーの趨勢 - 安井建築訟計
耐 久 性 法 規 防 水 工 法 アメニティ 施設の設備 まちづくり 吹付仕上材

- 転慢にたつマン

- 建築金物 事務所作品集
". ン 畢合住宅

設 計 法

.  
台所まわり 災害と法一 都市住宅一 - 撞聾物t 且- 1'

住宅・都市聾情企
障 害 者 の 暮

昭和56年

職 能 論

中国の論文 ポートピア

の 計 画

シーリング

安 全 な 環 境 住 ま い 手 ザイナーのために

団一関西における 間仕切君主の 第 28 固

らしやすい

( 62集)
一 北 京 の

'81 材 の 知 識 都市聾慣を中心t
性 能 評 価 青年技術者

都 市 計 画 と 設 備 をめざして からの発想 - 日豊訟針作品集
した斬公団の役割 環 境 と 設 備

医療施設ー 都市景観ー - 絵本にみるすま - 第29回青

昭和57年 新たな商業 省エネルギ

地域医療と

近 畿 の

まちなみ美

大 阪 市 庁 舎 音とホール 大 ス パ ン 昭 和 設 計 いとまちづ〈リ 年技術者 風土・空気|

( 63集) 空間の展開 ーと関口部 地 盤 と 地 質 ( 第 l 期 ) 建 築 梅 造 作 品 集
- オー・エムホ - 地方の庁

と 人 間

設 備 計 画 観への誘い
テル日航ピル 舎 建 築

昭和58年 関 西 の

マイコンの

多様化する 建 築 と

，ｉｴｾ由 ｬ における
大| 坂釈と

維持符用と

東海の将来 オフィス・ プレストレ λ ト . :.r; 3帥'1青年技術

建 築 へ の

コミ L ニケー
丹

集 合 住 宅

( 64集)
建 築 文 化

運 動 施 設 品 質 管 理
J ヨンとフレ ターミナ' "

，，2" 俄 更 新

と 文 化 を イ ンテ リア (鉄筋)コン 7'/

. ) c 阪雄国際文化

と 生 活 音

を 考 え る 利 用 ゼンテ- ，辺〆

ヒ' "
考 え る の 変 革 ー ト 情 jZ スポーノホール

21 世紀への
ピ)14) '/7レヅ 建設産業と

- まちの活性化
みどりとそれ - 第31回青年

昭和59年

関西 ー魅力

関 西 の 超
シュー内外装 住 環 境 と

と商業空間
消 防 設 備 高 齢 化 社 会

技 術 者
光応用シス

ロオf γ 卜 - 京船駅南口再 をとりまく 床の情工法
(65集) あるまちづくり 高 層 ピ ル

補修技術の

法 制 度 開発ピル のポイント と生活空間
- ディテー Jレ

テ ム と 建 築

を問う一一一
現状と発展ー

開 発 { アパンティ) 人 々 の 思 想

- 自由織式へ
情 報 化 を ホールーそ 建 物 の 表 情

- 建築と水の - 村里子藤吾

第 32 回昭和60年 東海の現在 の道一建築
大阪国際見

都 市 と 健 康
- 後 会

大阪湾物語 家安井武雄
めぐる建築 れが生みだ 一最近の外

演出

- 日建設計

のー断ｾ
(66集) と 近 未 来 - 建築物の基 本 市 新 会 場 - 神戸研究学

スポーツ
- 東海特集

青 年 技 術 者

砲を考える - 都市事情 す 文 化 ー 壁 材 料
聞都市 作品

纏tまの大きさは第481ーからは現行の A 4 判変形、それ以前は B 5 判
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土 曜 の 午 後 の 家

菅 家 克 子 氏 設 計 の 住 宅 ・ 四 条 畷 の 家 に て一 一

其処を訪ねたのは、ある土 H認の午後の日のこ

とであった。ともに仕事をもっここの住人ご

夫妻の時間のとれる時でもあって、無理を願

つてのことである 。四条畷から木津へぬける

国道を少し入ったところで、数件の家が立ち

並ぶ、その一角に四条畷の家はある 。表情は

閉じ、いわれてはじめて気ずくほどに外観は

つつましやかに t1f ' えて、かまえたところなぞ

ない。道からおのずとできあがってしまった

かのようなアプローチに、鉄道の枕木の廃材

が数かれ入口まで続いている 。軒をくぐった

泊 包 除 色

ところが土問である 。 この家の大半の精神を

いい表わしているかのような大きな空気を皐

んだ土問である 。ニガリを混ぜてかためたと

いう主和主には、四国からもらい受けたとい

う御影のへタ石が、無雑作に埋められて諜ら

に外庭まで絞いている 。居住しはじめてから

まだ聞もないというのに、庭は自然、にまかせ

たふうに長〈馴染入った眺望をみせている 。

自然、のリサイクルを利用した庭をいう 。

土問の部分だけが木造で、あとはコンクリー

トの造り。土聞の屋恨は純出しの垂木が軒下

まで速なり、関口はいっせいに開け放たれ光

と外気とをいっぱいに吸い込んでいる 。農家

のイメージといってしまえばそれだけだが、

穏やかななかに白〈張りつめた詩情がある 。

ど こ か ｌ ｾ じ ム

いつか何処で体験したかのような染々と詩情

である。住宅の内部はムダもなく、必要なと

ころに必要な光が差し込み、必要なところに

必要な風が流れ込む。いずこも開放的でい空気

が速がって 、抵抗するところがない 。

特色は土問スレスレまで下げられた床で、視

線と意識の重点をグ ッーと下げている 。壁に

加 藤 カ

潜んだ吊主主具は必要で弘あらば空間を障子のよ

うに軽ろやかに閉ざす。床の竪さ、l i . i の荒さ

も特徴か。土問や居間、庭のおおらかさに対

し、さすがに台所や水廻りは、繊細、巧妙随

所に配慮、工夫があ って感心する 。雨の流れも

自然にまかせ、総もなく、落した先もそのま

ま土に i参みこます。

すべてを門然にまかせているが、自然にまか

せるようで、最初のところを微妙にコントロ

ールしている。 Ｑ Ｇｴｾ であるが ＱＲ かさがあり、

確かな家と硲かな生活ぶりに充ちている 。唯

一光彩を放 っているのが、友人画家がボラン

ティアで拙いたというタレ壁一面のフレスコ

函ぐらいか。

水ものに左右されない生活をしたい H 住人ご

夫妻の言葉である 。テレビもなければクーラ

ーもない 。 ものも持たなければものも少ない 。

自然のままの木肌を愛し、コンクリートの争IJ

出しの控でかまわない 。 光がありｾｾがある 。

手に入れようとすればどこにでも手に入る自

然と向い対しての家である 。清々しいといえ

ば消々しい。 この家は住い手カずいいたいこと

をいい尽してできた家という 。 設計する者と

議論かさねて練り上げられた家である 。住ま

う者の思うがままにできた家である 。が、こ

の家はどこを取っても住人にへつらい、加を

売り、取り入ったところなどない 。逆に、設

計する者が力でねじ伏せ、強引に形を主張し

た影もない。住人の芥らしの仕方をなぞって、

なぞって、なぞっていくうちに、住まい手の

ほうも住まうことの細部までも決断余儀なく

させられる、その決意でできた家である 。住

まい手と器の問に割って入 って設計者は調繁

する 。 多分そんなふうにしてできた家であろ

う。 しかし、設計するものの技i止と委勢がこ

の中に存在しないかというと、ウソである 。

| 場に| 桧に、基本に線苦11に深〈姿を投げかけて

いる 。おおらかさがあり、やさしさがあり、

， ｫｾｾ の細やかさが在る 。

じつのところこの家は、この住人一家の固有

の解答例である 。誰もこの一家以外には住め

はしない。 しかし元来、家というのはそうい

うものであ ったはずだ。いつの頃からか、家

が商品になり、住宅が産業と呼ばれ、供給も

のとして扱かわれはじめて、些かこのところ

が危しくな った。いつの聞にやら住み手は勝

手に類型化され、 明これがあなたの持らしと

住まいです: 思いあがりもよろしく、造る側

からの選択を差し迫まられる 。住むことの主

体に欠けた枠組の中で、住まいは j聞き、足腰

の脆いものにな ってい った。

今、住宅の現状は当てどもない袋小路のよう

なドン詰りのところにある 。{ 主まい手は住ま

うことの本質を見失な って、衣服を選ぶと同

じような気楽きで、カタログやチラシの中か

ら白分の家を選びはする 。 住んだはみたもの

の何処も居場所のない空虚感にさいなまれる 。

例えばマンションでは、 4苗を飼いたいという

娘のささやかな願いすらかなえてやれず、日

の光の下で恩いきりフトンを干したいと思う

長の要求すら無視せざるを得ない。なけ無し

の金はたいて手に入れた建売り住宅も、近接

した隣近所への気がねから、夜半酔って帰っ

て声をあらげるわけにもいかず、窓をあけ放

つ向由すらない。 プレハブ住宅は束の間の幸

せは与えてはくれるものの、すぐ ｴｾ ，ｾの先から

フルモデルチェンジした新 lli を追うような眼

差しに取って変えさせられる 。余絡のできた

ところで、設計屋さんに頼めば半分は居住を

あきらめ、半分は泣きの涙で生活しざるを得

へいそ〈

ない 。悩無くも、いずれも行き場のない閉塞

の中に住宅は今ある 。 しかし、造る者をいく

ら責めてみたところで何んの解決にもなるま

い。何んの効果も見い出せまい 。 まず住まう

者が住まうことの主体を取り戻すことから始

めることが大切なのだ。

今の世の中、誰しも皆一生懸命生きてはいよ

う。小さな家の中て世小さな幸せをかかえて懸

命に生きてはいよう 。が、果して私を含めど

れほどの人が、生きると同程度の力て" 、住ま

うことの努力。をしているのだろうか、みず

からの暮らしと住まいを点争に J7えてはいる

だろうか。

四条畷の家をみて、またそこに修まう人の暮

らしぶりを知 って、あらためて住宅本来のあ

り方とっくり方を知らされた思いがした。こ

のような住まいが一つ一つできあがっていく

こと、それが住宅の行き詰まりの糸をときほ

ぐしていく一策になるやも知れぬ、そう思っ

た。供給住宅よ、心しであれ。

( 京間工芸磁維大学・住環境学)
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1 3 4  

人工気候室

上田正勝/ 鞘 幸 生

人間は、有史以来自然界における気象的環境と

密接な関係をもって進化してきた。昨今では科学

技術の進歩に伴い、海底、高地、宇宙など、より

広い環境条件( 域外環境) との適合が求められる

ようになってきている 。 また通常環境下 、たとえ

ば居住空間においても、より快適な温熱環境が求

められている 。

しかしこれらの環境条件が人体におよぽす影響

とそのメカニズムについてはまだ解明されていな

い部分が多く、多数の研究機関で研究が行われて

表 1 環境条件

目 通常環境( 生活環境) I  域 外 環 境

- 20- +45t  I  - 50- +50t  

30- 90%RH I  5  - l OO%RH 

O- lOOmm/ h  I  一一一一

大 気 圧~高度2000m相当 1:大気圧~ 尚度 9000m相当

o  - l OOOKca l/rrlh 

0 - 2. 5m/s  

制御でき、さらに定常時、非定常時の両方に安定

した結果が得られ、またこれらに付随して騒音、

C O，i，農度、臭気等も考慮されてなければならない。

人工気候室を使用し、環境に対する人の反応、を、

単長屯化された温熱指標で評価しようとする試みは、

冷暖房技術、気象学、心理学、生理学、衛生学、

産業医学、軍事等の各分野で続けられている 。

冷暖房技術の分野では、建築設備の設計のため

に、温混度の組み合わせに対する人の快適レベル

や温度感覚、気流感覚を正確に予測するための研

究等。心理学の分野では、音や光などの他の感覚

刺激盆と対比して、環境や物体の温度が暖かさや

冷たさの感覚に与える影響の研究等。生理学の分

野では、環境の熱刺激が体温調節の生体機能をど

のように作動させるか、また発汗、血流量の変化

やふるえなどの生理的な反応が温冷の快、不快感

照度 : 0  - 2，000ex( 蛍光灯) 、 o- 300ex( 白熱灯)

騒音: 50dBA以下

換気量: 120m'  / H 

・4構成

試験室 ・断熱ノ旬、ル榊造

室内寸法・ W4500X H  2500X D5120mm 

空気調和器断熱パ不ル械造

冷凍機 : 全密閉水冷式

計装機器について、 図 1 に計装フローを示す。

・特色

層流方式 風による人体への影響の測定には、

自然風に近い横風が理想とされている 。 このため

水平層流方式を採用し、さらに精度向上のためハ

ニカム整流板を設置している 。ハニカム重量流板は

修子対辺の約10倍の厚さがあれば整流効果が得ら

れるため、格子を小ぎくしていけば薄くできコン

パクトになるが、小さい裕子になるほど高湿時の

水滴付着やコスト増の問題が生じてくるので、使

用状況に応じて選定する必要がある 。本装置には、

上記問題点や、試験室寸法とのバランスを考慮、し、

俗子サイズメかの中間域のものを使用している 。

風速のショートサイクル 窓を聞けた場合に入

ってくる風が快適性におよぼす影響や、空調時に

いる 。 この研究の過程では人工的な環境模擬試験 に与える影響や、皮膚温度など生理的状態と温冷 おける気流の強弱が居住性に与える影響を研究す

装置( ここでは人工気候室と呼ぷ) が必要となり、 感覚との関連の研究等。衛生学、産業医学の分野 る目的から、これらを再現するため 0.1 - 1. 0m/ s

用途に応じて種々のものが製作されている 。

人工気候室とは

人工気候室の定義には諸説あるが、気象的環境

因子である温度、湿度、雨、風、日射、 雪、気圧を組

み合わせて気象的環境を人工的に再現し、人間の

生体反応およびそのメカニズムの試験を行うこと

ができる実験室を総称 したものとしたい 。被試験

体を人間以外のものについて行う実験室は、人工

気候室の定義には含めないものとした 。広義の解

釈をすれば当然これらのものも含まれるが、これ

らについては機会を改めて取り上げたい。人工気

候室は試験目的により通常環境( 生活環境) と域

外環境をシミュレートするものに大別され、 表 1

にその環境条件を示す。

人体に影響をおよぼす重要な環境因子は、通常

環境では温度、湿度、気流、ふく射熱があげられ、

域外環境ではこれに気圧が加わる 。人工気候室の

条件としては、これらの因子が単独または複合で

では、熱波や暑熱にさらされる人の健康や耐暑の

限界、作業継続許容時間の予測等の研究が行われ

ている 。

設置例

通常環境をシミ ュレートする人工気候室は、大

学および研究所に納品実績があり、 t或外環境シミ

ュレーターは、低温低圧 シ ミュレーター (温度範

囲ー 10- +50' C、湿度範囲50- 8 0 %RH、圧力範囲

大気圧~高度 15000m相当) 等の実績がある 。

写真 1 は奈良女子大学に設置されている生活環

境シミュレーターであり、より居住性の高い空間

作りのための基礎研究および運動生理学、バイオ

リズムの研究を目的として製作されたものである 0

・仕様、性能

温度範囲: - 20- +50"C (調節幅: t 0. 2"C)  

湿度範囲: 30- 9 0 %RH (調節幅: t 2  %R H)  

温度上昇、降下時間: +20" C→ー20"C 120分以内

+20"C→+50"C 60分以内

風 速 : 0. 1- 1. 0m/ s  

図 1 人工気候室計裟フロー
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の風速サイクルが最短30秒で行うことができる 。

風速制御にはインバーターを使用し、プログラマ

ーからの信号により風速を変化させている 。

換気対策 低温および低温低湿時の換気は、冷

却器に霜付を起こし、連続運転に悪影響をおよ lま

す。 この対策として吸着式除湿機による外気処理

装誼を装備し、外気を露点、温度 - 3 2" C まで前処理

して空調器に供給することにより、ノンフロスト

の連続運転を可能としている 。

照度コントロール 1 日の照度変化による人体

への影響を測定するため、 0- 2，000&の幅広い照

度域を有している 。照明総具の特性上 0 &付近で

はリニアな制御が困難なため、 0 - 3 0 0 &の白熱灯

を装備し、これらを組み合わせることにより、低

照度域での告11 ( 卸精度を高めている 。

壁面カーテン 壁面ふく射による室内の温度分

布の舌Lれと、金属壁面からの静電気を防止するた

め、静電防止布によるカーテンを取り付けている 。

またこれは試験室内の居住性を高めるうえでも有

効である 。

プログラム運転 温 度 、 湿 度 、 風 速 、 照 度 が 1

台のプログラマーで設定できるため、温湿度コン

トロールのほかに風速変化、 !1百度勾配などのプロ

グラムや、これらを複合したプログラムパターン

を組むことができる 。 またコンピ ューターと連装

し、測定方法の多角化、採取データの解析に利用

されている 。

おわりに 人工気候室は、環境条件の シミュレ

ートはもとより、快適な居住性を備え、常時計測

監視できることが理想! である 。 しかし快適な居住

性は限定されたス ペース、および材料等の制約が

あり、計測監視は、温湿度の範囲、計測機様、実

験者のマンパワー等の制約がある 。

今後、装置の運用方法、新素材の開発など多分

野でのデータが集積され、総括的なデータが生じ

ることかさ室まれる 。

( うえだ まさかっ、とも ゆきお 1  

タパイエス ペ J '7 株式会社環波設備機総本部/



大学、病院、研究室. .ヘ一一

多様な分野ですでに

2，000室が活躍していま蕊

ワオリテ ィは言葉を超えて

Q U ALl T Y  15 MO R E  T H A N  A  W O R D  

-J J 1' _型空惇12盛璽軍司

大型の供試体や大量の供試体に最適な組立式の人

工気象室です。その心臓部ともいえる調温調湿方式

に理想の B. T. H. C. システムを採用したのをはじめ、

環境試験機器で培った最新技術を数多く導入、各

種工ージングをはじめ広い分野で多目的に使用され、

すでに2，000室以上が活躍しています。使用目的に

応じて最適の人工気象室がお選びいただけるよう、

床面積、性能、計装などで数多くの標準仕様を設定。

標準仕様外の特別施工のご要望にも確かな技術

でお応えします。

. 仕 桜

- 理想の調温 (調湿) 方 式

=  B. T.  (H. )C. システムが

簡単な操作で極めて精

密な温湿度雰囲気をっ

くりだします。

・冷凍システムには高信頼

の司レチコンプレッサーシ

ステムを搭載しています0

・機械装置とユニットを立

体配置してテヅ ドスペー

スを縮小、有効スペース

の拡大をはかつています0

・パネルにはすぐれた断熱

性と強度を備えたオリジナ

ルパネルを使用してし 1まも

タ パ イ 工 ス べ ッ フ 株 式 会 社

本 壮 大 阪 市 北 区 天 神 橋 3 5- 6 干530 電Ai i (0 6)  358- 4741代表

東 京 本 郡 東京都，巷区虎ノ門5- ト4 〒 105 電位 (0 3) 459- 8ぬ5代表

東京営集本郡 東京都，巷区芝大門2- 12- 8 〒 105 電路 ( 03) 459- 8301 代表

営 無 所 仙 台 大 宮 ・日 野 東 京 清 田 厚 木 名 古 屋 ・大阪 ・神戸

広 島 福 岡 . S I NGAPORE '  E NGL AND 

出 張 所 帯L慨 ・新居浜 ・熊本

高?!l I占連会U ES P E C C OR P.  (A ME R I C A)  

S E X T ON ES P E C  C OR P.( A ME R 1 C A)  

・ お問い合わせは本社・CII芭進部まで

I  
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第 5 回大阪都市景観建築賞

主 ! 甚 大 阪 府 大 阪 市 ・

大阪府建築士会

後援 : 日本法築協会ほか
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- 大阪府知事賞

@ 豊中市立アクア文化ホール ・中央公民館

所在地 . 鐙中市曽板東町36 設計 日建設計

・大阪市長賞

⑤ 淀川リ バーサイドタウンさざなみプラザ

所在地 : 大阪市大淀区長柄東 1 丁目・ 2 丁目

設 計. 住宅都市 ・皇室備公団関西支社ほか

・大阪府建築士会会長賞

。電通大阪ビル

所在地 . 大阪市北区堂島 2 - 4 - 5

設 計 ・繊総合計画事務所

大 阪 都 市 景 観 建 築 賞 奨 励 賞

⑨阪急、学園池田文庫

設計施工. 竹中工務底

③トヨタカローラ南海第 2 阪府1岸和国営業所

設計施工. 大林組

②株式会社二ツ井戸津の消本社屋

設 計 綜 合 デ ザ イ ン 施 工 西 武 百 貨 庖 関 西

⑥株式会社ラッキーコーポレーション本社

設計 : 設計事務所ジェネラルドラフティング 施工 : 松村組

@ゆ'1日西国IIi 道 沿 立11 " 三平旧邸付近



建築( 風致) 京都橘女子高等学校(伏見I買桃山町伊賀)

凪l趣に; 5 t ; んだ自然的景観の保全に資する住宅、そのf也

の建築物

設計 . 地域計画 .ill 築研究所 ne工 . 戸日 lill 設大阪支1南

波 J t : 日 建 設 計 胞 工 : i用問 (lJ.

述築物と調和がとれており、まちの美観の向上に資す

るI蚕外広告物

広告 ( 屋外広告物)

第 3 回 京 都 美 観 風 致 賞

京都市では、「伝統を生かし、剣道を続けるまち ・

京都」にふさわしい魅 力 ある ｾｉｉ づくりをすすめる

ため、「京郎美観l凶l主主賞」を設けている 。 今 1"1は 応

募 数84点 の 中 から、 5 点 の 受 賞 作 品 が 決 ま った。

表 彰 式 は 12月10日 に 京 都 市 役 所 で 行 わ れ 、 受 賞 作

品 は 12月14日- 27 11 に 京 都 市 地下 鉄 御 池 駅 ギ ャ ラ

リーに展示される 。

建築( 伝統的まちなみ) 京都三井ビルデインタ

( 下車R 問来通I ¥hl

伝統的なまちなみ jit 観および庶史的な対縦の維待に資

する主I f 築物

設計 ・久 米 建 築 事 務 所 施 工 ・=. JI' 他殺 ・竹中工府民

建築( 美観) 本願寺宗務総合斤舎(下車I買綱川通花原町)

ｉｲ ，ｾ史 的 住造物等が問辺の市街 地 ｪ 首都 ｴ と 一 体 となって 構

成されている 地域の美観の向上に資する

，12:討 中村ill 築 設 計 事 務 所 地 工 : フジタ工業大阪支底

ｉｾ 生， ｈ ・ 口雄投Ｎｈ施工 Ｚ 戸 ＱＱ Ｑ 他殺 目 別削組 ・ 雌労組共同

企業体、ちきりやガーデン、 花盛造園

敷地内に公共的な緑地 、広均等の空間 を適切に配置し、

うるおいのあるまちの形成に資する建築物

造園 ( 緑地 ・広J品) 伏見信用金庫本底 (伏見区竹回久保町)

第 1 回 み ど り の 建 築 賞- 兵庫県-

兵 庫 県 は 、 全 県 全 土 公 園化 構想 の 推 進 胞 策 の ひ と

つとして、「みどりの建築賞」を創設し、県下から

寄せられたが ｾＳＰＰ の 推 薦建築物の 中 から、 Ｗ 件の表

彰 建 築 物 を 決 定 し た 。 表 彰 式 は 去 る 11月26日 に 兵

庫 県公館庁、行われた。

• 
「みどりの建築賞」は 、 3 年 以内 に 兵 庫 県 下 で 新

築 ま た は 修 復 さ れ た 建 築 物 を 対 象 と し 、 円 然 環 境

や 組 殺 を 生 か し た 魅 力 あ る も の 、 ま ち づ く り の か

関西テレビ六甲山の家( 神戸市灘区)

設計 ・竹中工務庖 施工 : 竹中工務府

日本臓r . l 製薬( 総生物活性科学研究所( 社町)

設 計 安 弁 建 築 設 計事務 所 施 工 竹 中 工 務 庖

な め と し て ふ さ わ し い も の を 白 勝 ・他騰で募集し、

表 彰 す る も の。

• 
内皮の博物館、ｾ路の美術館のように歴史が現在

に生かされていること、 出石 のl作 忠 堂 は地 f j の 伝

統 を 生 か し て い る こ と 、 シ ャ ル レ や 六 甲 山 の 家 、

司 祭 の 家 は 意 識 し て 内 然 を 設 計 に と り こ ん で い る

こ と 、 ま た 日 本 縦23の 研 究 所 は 新|刑事布地 にあ っ て 側シャルレ本社ピル( 神戸市中央区)

ランドマークとな って い る こ と で 評 価 さ れ て い る 。 ，:(，l' ，!r :  R  ill ・1Hz 付事務 所 施 工 . 竹中工務院

カトリ ック大阪教区司祭の家 (丙京市)

設計・美建 Ｇ ｾＧｈ 十事務所施工・不 二 建設

姫路市立美術館( 姫路市)

設計乃村工霊基本土 施工 : 鹿島述設

h  

・ーUI I i ' ) : . i a轟函包. .  

脚内1注記念酒造| 呼物館 (阿佐o，' rti)

設 計 : 大 林 組 施 工 : 大林組

斎綴隆夫記念館静思堂( 出石町)

争

設計 Ｚ ｾＮ制他郷庁究室姥工 Ｚ 11I1! 1' 1l 1見・i官級車蝦共同企業体

処築と社会/ 1985年 12月号 49 



大 阪 女 子 短 期 大 学 図 書 館 ・研 究 室 協 力 業 者

あなたの街で

お会い

しています

. . 気 ・断装 ・空関・ 防災 ・工木 ・殴針 ・施工 ・

成語面主義雲霊

GKスチールサ ッシドアー製造販売・ YKKアルミサ ッシ建具{ 慢庖

⑥株式会社合同建材鉄扉製作所

本社 ・工場 大阪市鶴見区今津南 2 - 6  - 20 

ft 06- 969 ＭＰＷＷＱ ｾ 的フ ＷＰＶＭＹＶＹＭＰＷＷＵ

山陰営業所島恨県出雲市大塚町1021

ft 0853- 21- 1340 7 7  0853- 24- 2620 

株 式 会 社 I NAX 特 約 百

各種メ ー カー特約販売 j苫

〈タイル・住宅設備機器卸〉

③株式会社上埜タイル

本 社 大 和 高 田 市 築 山 117ー l

合 0745- 22- 2306附

奈良支! 百 五ぞ良市池田町76- 6  家良県総合卸商業団地

ft 0742- 61- 2022間

株式会社ABC商会

大阪営業所/ 大阪市淀川区西中島 4 丁目 2番 9 号 ft 06(305)  2727仰

大阪ショールーム/ 大阪市東区京縞1丁目7番地 OMMピJレ8F ft 06 (943)  2831ff勺

本 社/ 点京都千代田区永田町2丁目 12番14号 含03(507)  7l l l 側

Ｎ 札幌 ・ 盛岡 ・ 仙台 ・ 字郎官 ・ 高崎 ・ 水戸 ・ 大宮 Ｎ 千ｾ ・ 多摩 Ｎ憐 ｪ 兵 Ｎ 静岡

. 名古屋 ・新潟 ・金沢 ・京都 ・大阪 ・神戸・岡山 . 広島 ・i忠総 . 福岡 ・i'!'縄

50 姐徐と社会 1985年 1211号

衛 生 ・ 空 調 ・ L P G配管設計施工

務西田ホーム設備株式会社

代 表 取 締 役 西 田 真 階

大阪府八尾市大字水越 2 9 9

合 0729- 41- 8501

タイル工事・サッシ工事・大理石工事

各種機械・器具・装置の販売

各種設備工事の斡旋

線ヤノシゲ株式会社

大阪市北区西天満 6 - 8 - 2 ヤノ シゲピル

霊堂06- 364- 1051刊

図 書 館 用 書 架 ・ 移 動 棚 設 備

文 化 財 収 蔵 庫 ・ 爆 蒸 庫 設 備
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日本建築協会

月間の動き

昭和60年10月分

理 事

. A.  

=  

第 4 固定例理事会

23日 4 時 - 5 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 佐 野 、 市川正副会長ほか24名

殺事( 1 ) 定時評議員会開催の件

(2) 建築工事実務講習会開催の件

(3) 建築関係団体合同忘年恕親会開催の件

(4 ) 建築関係 9 同体合同新年交礼会

(5) 第31図工高生デザインコンクール入選

者報告

(6) 第32回青年技術者選衡結果報告

(7)  入退会者承認のf牛

(8) 創立70周年記念事業企画の件

(9) 報告事項

編 集 委 員
. A.  

=  

第 7 回作品作風小委員会

2 日 6 時 - 8 時 於 本 会 会 議 室

出席者 北村副委員長ほか 5 名

議 事 ( 1) 掲載状況報告と新建築調査表の選定

(2)  rCall er YJ 内容報告 ・検 討

(3) 作品月評欄と作品ニュース欄の検討

5 月号「防災 J (仮称) 特集編集幹事会

7 日 2  B寺- 4 時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 小川 恋三特別幹事ほか 3 名

誠司王 「防災」特集の企画

「第32回青年技術者」掲載打合

Ｘ 日 ｾＱＱ 日 於本会会議室

出席 者 掲 載 予 定 者16名

第 1 回設備分科会

9 日 4 8寺- 6 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 遠 藤 幹 事 ほ か 6 名

議事( 1 ) 設備特集の企画について

(2)  r設備の頁」の企画

5 月号 (予定) 特別企画第 1 回編集幹事会

9 日 6 時 - 8 時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 加 藤 カ 氏 ほ か 5 名

議 事 「公共建築J ( 仮称) 特集の内容について

委員会

17日 4 時 - 5 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 井上委員長ほか 3 名

議 事 (1) 10月号「接合一人体と建築にみるー」、

「日建設計創立35周年記念と O B Pの

あゆみ」特集経過報告

(2)  11月号「第32回青年技術者」、「村里子藤吾

追悼集」、「日本建築協会東海支部復活

25周年記念号」特集経過報告

(3) 12月号「これからの住空間」特集経過報告

(4)  1 月号「屡根」特集報告

(5 )  2 月号特集の企画

(6)  3 月号特集の企画

(7) 小委只会、分科会の報告

(8) 来年1- 7月号「建築の眼」の新執筆者

(9) 収支状況報告

第 7 回広告企画小委員会

22日 4 時 - 51時 於 本 会 会 議 室

出席者 井上委日長ほか 6 名

議事( 1 ) 10月号「日建設計創立35周年記念」、「接

合一人体と建築にみる」特集広告収入

報告

(2) 11 月号「第32阿青年技術者」特集報干号、

「村里子藤再追 Ｑｾｩｉ 日本建築協会東海支持 ＱＱ

復活25周年」特集広告経過報告

(3) 12月号「屋恨 J ( 仮称) 特集、「これからの

住空間」特集報告

(4) 正月号「新建築 ・作品」広告企画と「諮t ! l

新年後拶」広告途中経過報告

(5) 将通広告依頼状況報告

(6 ) 収支状況報特

2 月号「インテリ ジェン トビ.ル」特 集編集幹事会

24日 411寺- 6 時 於 本 会 会 議 室

出席者 斎藤光( 竹中工務庖) 特別幹事、遠藤幹

Fほか 4 名

議事 「インテリジェントピル」特集の具体化

11 月号「村野藤吾 追 悼」特集編集幹事会

24日 116寺- 2 時於村野・森建築1 J i 務所

出席者 村里子j菜、辻野純徳、出江寛、狩里子忠正、

水谷 ｾｦｩ 介ほか

議 事 南 大 阪 総 会 の ス ケ ッ チ 、 イ ン タ ヴ ュ ー 記 事

の検討など

第 7 回投稿欄小 委員会

30日 6  Hキ- 811寺 於 本 会 会 議 室

出席者 中馬別委日長ほか 4 名

議事 12月号以降の企画及び検討、その他

教 育 委員
A .  

=  

第 3 回工高生教育小委員会

3 日 611寺 - 811寺 於 本 会 会 議 室

出席者 由青山高IJ 委 μ 長ほか 6 名

議事 第31阿 工高生デザインコンクール応募作品

の予備帯査

建 材 委 貝

A .  

=  

17日 3時半 - 5 時半 於本会会議室

出 席 者 牧 田 委 員 長 ほ か 11名

材料説明 . 新元旦ルーフ

担当/ 松本草委員

議事( 1 ) 今後の検討建材

(2) 今後の「新建材紹介コーナー」予定

工高生デザインコンクール
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=  

黄梅庵と f申庵の見学

17日 集合13 ・50→解 散16 : 15  

於幌市の大仙公閣

議 師 工学| 博士岡田孝男氏( 帝塚山学院大学教綬)

参加者37名

加古川総合文化セ ンタ一新築工事の見学会

22日 集 合14 :  00→ 解散16 ・40 於加古川市

参加者 20名

建築慨要

所 ff j也 加古川市苧岡田I新在家 1224ー 7

設計 ・監fl]1 株式会社日 ｩｬｬｾｾ ，it .k阪本社

施工 (ill 築) 株式会社熊谷組

NlI l豊島l t民鉄筋コノタリート造、 剖l欽什造 地下 l

断、地上 2 陪

工 期 昭 和59年 4 月→日目事160年 7 月

建 築 ク ラ ブ

朝 食 会

8 日 81時半 - 10時 於 大 阪 グ ラ ン ド ホ テ ル

出席者 56名

演紅i r金メダル、うらぱなし」

治問I HI 崎真珠京間i支院長 斗ｾ，｛ｊ丙ＱＧＱＧ｛Ｍ氏

東京オ' ) ンヒック女子ノ f レーボールの優勝メン

ノf ーである、|主回百合子さんより、口紡共塚を主戦

力とするチームの喜怒哀楽、大松里主将の指導方法

とオリンヒック{ 愛勝など、貴重な体験談を伺った。

建築関係団体合同忘年懇親会

第 1 回実行委員会

7 日 0 時半 - 2 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 三品委員長ほか11名

議事( 1 ) 委員会の設置と共催、協賛同体の確認

(2) 開催日時、場所の決定と収支予算案の

検討

(3) その他

第 2 回実行 委員会

29日 4 時 - 5 時 於 本 会 会 議 室

出席有 三品委員長ほか12名

議事( 1 ) 進捗状況の報告

(2) 司会者の選定、その他

建 築 9 団 体 合 同 新 年 支 礼 会

事務局打合会

7 日 2 時半 - 3 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者i 共催同体各事務局

議 長 (1)  開催要項案の検討

(2) 収支予算案の検討

建 築 士 実 態 調 査 委 員 会

建 築士 事 務所 実 態調査 委 員 会

25日 3 時 - 5 時 於 日 本 建 築 士 会 迎 合 会

出席者 和田友一委員長ほか各委員、建設芋i

建築防災関係法令研究連終会

28 日 2 時 - 4 時 於 建 築 家 会 館

出 席 者 宍 道t" F l 信氏ほか 8 名

; 設事 ( 1 ) 危険物規制l について

(2) 建基法の簡素化に関するアンケート結果

(3) その他

10 月 の 入 会 者 ( 奇跡目指)

〔同体会員 2 社〕

( 欄円刊建設通信新社関西支社側シルパースター

〔個人会民 5 名〕

石 川 成 介

( 近 畿 大 学 )

1F ( - 岡IJ

( 和風建築社)

介
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編集後記メモ
dゑ

. 先月号の「村野藤吾のー 断主主」 の南大阪教会の

スケッチですが、現寸大でのせましたので、各位

より好評をえております。 それはありがたい の で

す が、刷 り 上 がった印刷物と原図の スケ ッチ とを

比べてみますと、やはり、原図の繊細な線の タッ

チがでておりません。 とくに、ブルーイ ンキで細

く何度も重ねあわされた線の越が肉太になってい

るのはつらいところです。 もっと H寺間 をかけて、

企画: 日本建築協会

高級製版技術を駆使しなければ、そのタッチの良

さはでないのかも知れません。読者諸兄の心眼に

まつ ばかりです 0

・本号は薄くなりました。主として経費の点で、

「これからの住空間」の特集を次 号に廻す ことに

しましたので、特集は、第32回目の「青年技術者」

だけとなりました。青年技術者といえば、初期の

「青年建築家特集」時代の人は、すでに「実年」

になっております。実年の実は左右対称、でいいと

いい ますが、実際は どうでしょうか。 初 期 「青年

建築家」の建築界での、実年と してのめざましい

活 鰍ぶり には敬芯 を表し ますが、 全般 的 に 、 建 築

家の職能法がまだ確立 されていないし、建築家 ・

技術者の社会的地位もまだまだの ようです。沢山

の設計団体ができで、つぎつぎと分化していく傾

向は時代の 流れとはいえ、惑いとはいえませんが、

足 を ひ っぱ りあい してい ては社会的I也位は上がり

ません。もともと新聞などで建築家 ・設計家を「設

計業者」と、業者呼ばわりされている風潮は遺憾

だと思います。建築家もふくめた「青年建築技術

者」が実年にな るまでの今後の活躍を祈ります。

そ して社会的空間価値を高め、生活空間の造型師

として、その職能をu いてほしいものです。

. 新 し い シリ ーズとして、「 この人 J r ギャラリー」

「すまいづくり講座 J r主評」などをスター卜させ

てきましたが、これらに対する会員 ・読 者の感想

をおよせ下さい。毎月の特集記事に対するご意見

や、希望する特集テーマなどをお知らせ下されば

幸いです。とくに若い人たちの声を希望します。

( 松井記)

- 年間総目次の欄に収録できなかった会告と月報

の総目 次は 、下記に ぬ載します。

4与 . t f : .

...... ｾヨ

吹田 市文化会館 〈ノイシアター〉新築工併のh' . " 1: . ill 築工 '1>

実務A 科会広品て l制限 ・ー 一一ー 一・ ・・・ ーーー 一... 2  

[1: 1立京協国際会館 ・イへントホ ル新築工 Ｇ Ｑ ＾ の ｨＧＮ Ｇ￯ｾ 監 '1' 並

びに本部所属 ｊ 干 ｾｕ の当選 Ｎ各 支部選 ｴｈ ， Ｚｕｕ の当選 お知

らせ ・第 Ｕ 回京大 ｩｬｬｾ 島町人展 ＭＵ 月に附 ｦｬ ￼ Ｍ .. .. .. ... .... 3  

定時網干議U会決ぷお知らせ ー ーー - ー ー・・・・一 .... 4  

北野阪急ピル新築工 '1>の民学 オーク ・ヴィレ y ジの人びと

を問んでーその 2 - . i II i 常総会|別fluilfl 知 会μ の受: 質 問以

文昨 . ; 芸術院賞受賞と悦釘会 寄附金的受領 お知らせー快

適現段1m.:; 会白書 r;(l 14幽 C C 7 方ーラム j I N OS A K A  

5  

H円相60年度日本池築協会役u会務分1 ( ; 日本ill 築協会支部長.

日本ill 築協会J 議U 日本ｬｩＡ築協会特別委只会Ｎ日本主ｉｬｾ協

会1i ; n委U会 | 周回亭児先生米# を祝う会( 月輯! ) ・ーー .  6  

大阪凶際ｨＧＮｾ， ｬ￯ 新会場「イーンテ ｹ クス大阪 ｊ を見る 郡ホテル

大阪締築工 '1>見学会 N年技術者のみなさまへ 工Z羽生デザ

インコン ＷＭＩ レ ｾｾ ｕ ｈｊＡＮ 定通Ｇ品総会決ぷ報告会Ｎｵの受賞

昭和59年度決n報公 ＱＱ 併 ＱＱＵＹ 年Ａ臭事業報 ｾｨＡ ト ー ーーー・7

守口 tI>市2十両i MI J ; i 、地区第一純市街地再開発 '1'11の見学 ill 築

工事実務，車内会 Ｈ 神戸 ｬ 品 ｉ ｦｉｾ )  黄梅1転と{ 中崎町比学 浦辺鉱太

郎氏; の叙微を悦う会 新幹線大阪ｾ点京来ｊＩｴ券の吉村山ｦｩＮ ｾＯ￩

ブ目的ノウハウ ｹ リーズ Ｉ ｲｾ 調設備のトラブル ＵＰｊ r衛生ぷ

備のトラブル50J 発行 ・ー・・・ 0 ・・・・ 一 一 ...... .. . .. 8  

IIg.)'[/60年度 ・茶室比学会1 ft侮! 伝と 1'1' 1曜の比学 1m占川総合文

化センタ一新築工 '1>的見ザー会 ーー .. . ..... .... .. . . .. .. . 9 

白神山町家々 とカト I} "/ ク大阪教区を訪ねて ー 石井修氏と

ともに。前生会中i 1t病院の見学 「照明と造形J 展ー岡幸男の

世界 '85ill 築関係[ . i j 体合同忘年態調t会. ｲ ｾｾ 設備のトラ

ブル50j r1針生a &備のトラブル50j 発行・・・ ーー ーーー・ 10

r"" ) ; l 文化村J そのffA史と .l!. 縫( 見学と必ず副会) 会uの受

ＮＱ
Ｑ
• 年ｴｈ ［ｲ 者特集は ＱＲ ｊＱ号制載ヘ ー ー ・ ・ ーーーーーー ・11

大阪市庁舎がf築工.1>( 第2 即1) 見学会( その 2 )  抗 31図工高生

デザインコンクール入選. r ，発表. r火災安全学入門J 発行ー 一12

月 報 (11日制59年 II ト 附60年 間 )

出火・延焼パターンと人間の行動法則から安全性を探る

|ビルホ- テール・テεパートの事例から学ぶ r 四 六・ 224頁 ・定価 1500円 岡 田 光 正 著

- その時，防災設備は役立たなか った. 真の安全設計とは何かを問う

建物 が炎に包まれ，人々が悲鳴をあげて逃げまと・っ た時，厳しい消防

法規 に従って設けら れた高価な防災設備がまるで役に立たなかったこ

とが意外 に多い . 何故作動 しなかったのか， 人命を奪うに到った要因

は何か 多 数 の 事例を ドキュメントタ γ チで追跡し ，大惨事を招いた

原因を 明 らかに す る . 厳しい法規を満たしても安全が保障されるわけ

で はな い. 設備に頼りすぎない本当の安全設計とは何かを問う意欲作

. 火 災事例 (一部)

・ビル アンドラウスピル 一本の火柱となって燃えた超高層ビル

ジ ョエルマピル一一179名という大量死をまねいたピル火災

・デパー ト 大洋テ・パート一一全館ワンルームの危険性

千日テ' パート一一最大の死亡者数を出した雑居ピル

・ホテル ホテル ・ニュー ジャパン一一寝タバコから出火して33名死亡

・旅 館 池之坊i前月城一一迷路のようなマ ンモス旅館

最先端のノ ウ ハウをわかり や すく解説 ｾ ポイントをおさえたコンパク ト 編集 Ｏ 四六判 2 色 刷 一 一→

T QCか ら 見 た 建 設 業 問 題 解決 の 決 め手 建 物 の 値 打 ち の 高 め 方 持 町 組 長

豊 富 な事例 に よる わかりやすい手引 荒 木 睦 彦 著 ・192頁 ・定価 1600円 的確でわかりやすい建物の評価法. 小 林 清 周 箸 ・208頁 ・定 価1700円

躯体工事監理のチェックポイント100 空調設備のトラブル50 建築に携わる人へのヒント

各工程の盲点を 簡潔 ・明快に解説した 須 賀 好 宮 箸 ・224頁 ・定 価1800円 トラブル解消のトラの巻 . 建築設備トラブル研究会著 ・224頁 ・定 価1800円

パ ソ コ ン 会 計 術 設 計 事 務 所 編 衛生設備のトラブル50 建築に携わる人への ヒント

経 営 合 理化 を図る即実戦型の手引書 . 西部 明郎 著 ・224頁 ・定 価1800円 トラプル解消のヒント 建築設備トラブル研究会著 ・224頁 ・定 価1800円

〈目録進呈〉
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6 学 芸 出 版 社

干600 京都市下京区木津屋橋通西洞院東入

T E  L  075 (343) 0811 



内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市中央区北長狭通4丁目2番4号( 英和 ピル)

電 話 神 戸 (331) 0881- 3  

支 盾 大 阪 市 北 区 西 天 満2丁目6番8号( 堂ピル5階)

電 話 大 阪(364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市東灘区御影石町4 丁目 ( 電話81ト 3610)

テトカッパー防水

• 防水専業の研究・経験から生れたすくない資源のパーフェクトな防水層です.

この防水層は ( 一層防水) 縮工するだけで、防水は完墜です。

温度変化にイ申びがなく、柔軟性に富み、耐酸、耐薬品位に優れ、腐蝕しません.

カッパー防水帯 コーパータイト 新工法

オクロン防水格 プレノテクト吹付工法

選議

奥山化工業献鋭
本 社東京冊中央区姐l ! ! 8 - 4- 9

大阪事務所 大臣市坦川区東三国6 - 1- 41

埼玉肯章所 埼玉県桶川市東1- 3- 30

厚木出張所 神家川県P巨木市世田 259

名古且雌由者 名古鹿市南区若草町33

九州出張所 佐賀県住賀町諸富町大宇符富埠‘ 50

電1.103 (571 )  2703 

電話06 ( 391) 10剖 ・2

電話0487( 74)2845・6

電苗0462 (21)  1761 

電酉052 (811 ) 話 回

竃酷伺 52 (47)  2945  

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本社: 大阪市東区両替町 1一12 日生ピ ル 含 ( 943) 6571代 表

東 京 ・ 横 浜 ・ 盛 岡 ・ 仙 台 ・ 水 戸 ・ 静 岡 ・ 岡 崎 ・ 名 古 屋 ・ 富 山 ・ 大 津 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 高 松 ・ 福 岡 他 全 国 主 要 都 市
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空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計 ・ 施 工

令 22朝日3こ業経

本 社 東 京 都 港 区 浜 松 町 1- 25・7 . 結 ( 434) 6l 7 I ( 大代)

大阪支社 大阪市淀川区加島 1・58・59 . 結 (302) 2 2 7  I ( 代)

支 底 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九 州

営 業 所 劃11 路 ・ 函 館 ・ 盛 岡 ・ 繍 浜 ・ 鯵 岡 ・ 京 都 ・ 神 戸

震災司汚禁処造設計総工

φ 知 大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電 話 大 阪372局7151( 代 )

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 総561局4944( 代)

神 戸 市 中 央 区 下 山 手 通 6 - 2  - 8 電 話 神 戸341局 5 8  9  2  

電気・空調・衛生・防災・産業廃水設備

設 計 施 工

- 大 阪電気暖房株式会社

本底失面本社 大阪市西区江戸嶋1丁目911f 25号 〒550 電路 (06)441-8231 (太代)

東京本社 東京邸中央区銀座2丁目 2liI' l  7号 〒 104 電話 (03) 535-5251 (大代)

支 社 名古屋ー福岡

支 底 札幌 ー仙台 ・新潟大宮・千葉・繍浜・金沢・ 天理・岡山広島・高怯熊本

営 集 所 帯広 ・函 館 青 森 ・ 秋 田 盛 岡 前 編 ・ 長 野 ・ 僻 岡 盟 国 . il1 

富山 ・ 福弁・京都 ・ 神戸・徳山Ｎｾ山・高知・北九州 ・ 鹿児島
郡獅

出 張 所 旭 川 禍 島 ・松江徳島・長崎・宮崎

海外支庖 シン ガポール ホンコン ースリ ラノカ

. 鎗S降水衛生 ・冷喧房

・空気調和盤・ ・その他管工司E一切の位計・結工

⑮ 斎 え Z 業 株 式 会 社

本 社東京書官千代図区大手町2- 6-2 ( 日本ピル)

電話 03- ( 270) - 741 1(1側

大 阪 支 社 大 阪 市 北 区 中 之 島 ←2- 38 . 隠 06- ( 443) 印刷( 側

支 唐 札 幌 ・ 岡 山

営 難 所 仙台・千葉・繍浜・名古厩・金沢・四国・広島・福岡

出 張 所 得 弁 ・ 倉 殿 ・ 松 山 ・ 字 書 官 宮 ・ 静 岡 ・ 苫 小 牧

空 気 鯛 和 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 水 道

電 気 設 備

厨 房

ｾ＠ 環 境 衛 生 施 設

ｉｾ 豆、 ｬ 荷 役 運 搬 機 械

' --ノ 化 学 鉱 山 機 械

三機工業株式会社

取締役社長 玉 置 純 治 虫11

大阪支底長 杉 浦 敏 郎

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番 地 電 信 大 阪 (202) 代表3071

本 庖 東京 ・日比谷・三信ピル

支 底 名古屋・九州・北海道・中国・東北・北陸・四国・ シン ガポール

営 業 所 繍浜・鯵岡 ・豊田・岡山・金沢・新潟・香港

空 気 調 和 位 備 ー

衛 生 陸 備b 計施工

令 三 建 鈴 備 工 業 株 求 書 枇

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 紅 梅 町 3 番 5 号 電話 (352) 1131 ( 代)

志 社東京都中央区日本僑僧鮫町ト35-8 電話 (667) 3431 ( 大代)

支 社 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・ 広 島 ・ 偏 向 ・ 金 沢 ・ 新 潟 ・ 績 浜
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。棒式会祉三発空調

本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13需 20号 電 話 06- 363- 1371 

東 京 本1;5 東京郎新宿区西新宿 新宿住友ピル 電 話 03- 344一1911

大 阪 本 底 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁 目13番 20号 電 話 06- 363- 1371

支 庖 仙 台 市 大 町 2 丁 目 2 番 10 号 電 話0222- 61- 3002

名古屋市中村区名駅南2丁目 14番 19号 電 話052- 581- 8571 

広 島 市 中 区 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22号 電 結082- 247- 4535

福 岡 市 中 央 区 大 名 2 丁目 4 番 22号 電 昔 前92ー 761- 3795

出ｾｉｬ P斤 青森・依田 宇都宮・千葉・備浜・福井・京都・神戸松江南訟下関・熊本・鹿児島沖縄

cl eanOi r  
丸

。212R，壬禁容黒含悲

ｾ＠ 空 間 衛 生 ・ 冷 濠 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

宮 野 よりよき環境へ緩衝で縦ト一一一

- 株式会社意書仇E
l . J  町 四 回 目

本 社 大阪市南区瓦屋町2丁目 11番16号 (オートセ ンター ピル1. 211f) 

郵便番号542 電 話 大 阪ω6) 768- 5  0  3  1 代 表

メンテナン ス郵 電 話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 ー 1 6  5  1代表

東 京 支 底 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南2丁目2番5号( 九段ピル2 - 4階)

郵便番号l O2 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1 代 表

商白は宇気ですo ¥ '  r-
掴 間 熱 と 空 気 の エ ン ジ ニ ア 」 ー -

F  大気扇土

2 - ¥ _ / 錯 品 問 註

空 気 調 和 ノ/ 、注 搬送機設備

給排水衛生 『ミ二戸 設 計 施 工

第ーエ索掠式会社

大阪支庖

本 社 苧100 東 京 節 千 代 田 区 丸 の 内 3 丁 目 3

ガス股備の般計・施工のご相談は

大阪ガス指定工$ 会社・大阪ガス住設機著書特約唐

。大晃設備株式会社

本 社 : I量償錫

大阪市北区西天満 5 - 11- 12 ・06- 313ー1846

大 阪 営 簸 所

彼 方 w. 所 枚 方 市 甲 斐 回 東 町 9 - 3 電0720- 49- 2128



「 備 制 陶 降 、
空 気 踊 和 段 備

股計施工

換気 ・除塵設備

. 淳 書 寝 工 総 織 式 会 経 大 幅 安 値

大 阪 市 西 区 初 本 町 3 - I  - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  I  

2事 後 東京郷中央区f ; ・ 2 丁目 9 T  E し( 562) 1  3  5  1  

t  a 名 古 屋 ・ 福 岡

給・排水・衛生・消火・暖冷房 設 備

おお西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 大 淀 区 中 海 6 丁目 8 番 4 号 電 話大 阪 (458) 3628番

支庖・営業所 福岡・ 京都・天理・川西

日差 ・冷房 ・空気温湿度調整装置

回 設 計 施 工

高 砂 烈
ふ 凶

-+-

大 阪 支 府 大 阪 市 北 区 芝 田 1丁目 4- 8 ( 北 阪 急 ビ ル 9 階)

電 話 大 阪 ( 372 )  2  5  1  1  ( 代表)

本 社 東 京 事E千 代 図 区 神 田 駁 河 台 4 丁目 2 1陸地

ｌｄｉｋｊ 回目侶ｾｾ｛｢邸周匂砂ロｾ ＨｊＩＨｊ ｬ￩ｾ＠ rD 

言慶大寄 金 日 本 板 金 工 業 組 合 連 合 会 大 阪 支 部

E股大言 社 団 法 人 日 本 建 築 板 金 協 会 大 阪 支 部

誤 大 阪 府 板 金 工 業 組 合

理事長 編 本 大 元

〒530 大 阪 市北 区 西 天 満 4 丁目 2 111' 4 号 電 話 06- 364- 3774<<切

白れり
住 ま い の ガ ン 細 胞、 しろあり公害を来然にl I t . i ぎましょう 。

@ シ ロ ア リ 予 防 ・駆除 ・施 工 ( 10ヶ 年 保 鉦 付 )

t サンブレザー( 予防商IJAS定)

@ 創 造 販 売 l サ ン ソ イ ル ( 土峨処理制)

( P Gスケヤー( 加f : Ei主 入 防 腐 木 材 ・土 台 ・大 曳 周 )

山 陽 木 材 防 腐 株 式 会 社

大 阪 営 陣 所 〒 541 大 阪 市 軍 区 北 蝿 3 T 自 7 I雷 雲 ピ ル 宮 崎 -23ト 64由

化 成 品 掴 〒 101 車 京 都 手 代 田 区 神 田 掴 田 町 ト 苫 芝 傷 神 田 ピ ル 冒 03-2日

空調 ・衛生・防災設備 設計並施工

⑨日本管工業株式会社

本 社 車 京 都 宝 庫 京 都 市 南 区 西 九 条 豊 田 町 2 0 番 地 の 1

電 結 ( 681) 5  1  0  1  - 5 ・夜 間 尊 用 ( 691) 1045 

大 阪 支 底 大 阪 市 北 区 天 満 ト 5- 20 電 信 ( 06 )  352- 3501側

三 . 支 唐 海 市 栄 町 2 - 1  1  1  電 結 ( 0592) 26- 361鮒勺

四 日 市 営 機 所 四 日 市 市 西 末 広 町 電 信 ( 0593) 53ー7431附

滋 賀 営 機 所 大 海 市 中 央 2 T 百 十28 電 信 ( 0775) 22- 973鮒匂

｀醤暖房 ｉｾ

d・F電_......
-・・・・・・・・・・・・[ ""_' : I : I U: .. 

⑫同議主義橋部

CJ l  

営業種目

空気調和・衛生設備工事・設計・施工

平山主業様式含駐

大阪市西区江戸堀1丁目 22番7号

ft 06- 441 - 1994 ・443- 0331

Standard Board&SLate 

フ タ バ 工 業

活字のない印刷

⑧日本写植印刷株式会社

神 田 都 義

本 社 干545 大阪市阿倍 野区阪南町7- 5- 30 骨 06 (ぽ眠)1 111代

日本写樋セ ン11- 〒892 鹿 児島市名山町4-7 三宝ビル ー民泊2 (26)  4371 

遠山写樋セ ンヲー 〒7 a ，t t ! J 市大手町B番S号機範底会館 . 0ぉ82 (4)  1771 

沖縄写植セ ンヲ一 千銃刀 南風原村線 機 沖縄印刷団地 ' 民泊8 (55)  61∞ 
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電 気 設 備 の 頁

設 計 施 工

⑤ 

気 株

電 気 設 備

朝

言宣言十施工

栗 原 工 業 櫛 式 会 紅

電 気 ・ 書 十 装 工 事

6逮
社

ム一

A
式電陽

士

本 祉大阪市北区中之島 3 - 2 - 4 朝日ピル T E L 大阪06 (385) 1361(代)

大阪営難所 T E L 大阪06(385)1361 (代) 京都営業所 T E L 京都075(311)  1185 (代)

東京営難所 T E L 東京03(574) 0  6  6  5  禍岡出張所 T E L 福岡092(771) 6  1  6  8  

貴本山代表取締役

英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東 阪 急 ビ ル T E L 0 6 - 3 1 3 - I I OI

支 l苫 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 舞 鶴 ・ 京 都 ・ 天 王 室

大 阪 商 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国 ・ 九 州

信原菜取締役社長

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

横 田 幸

社

電 気 工 事 設 計 施 工

一
一
一

株 式 会 社

大阪支社長

大阪市東区高麗橋五丁目二八番地 電話大阪 ( 202) 0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 幌 ・ 仙 台 ・ 丸 ノ 内 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡

営 業 所 ・ 出 張 所 全 国 主 要 都 市2 ヶ所

キ土

庖

本

支

出 張 所

電気・計装・空調工事設計施工

A  

限 り な き ク リ ー ン に 挑 戦 す る / /

電 気 位 備 ・ ク リ ー ン ル ー ム ・ 冷 暖 房 設 備

給排水衛生殴備・費十級制御設備・立体自動倉庫

エ ネ ル ギ ー 集 中 監 視 シ ス テ ム ・ 回 転 式 自 転 車 置 場

設 置 十 施 工 ＱＷ ＧｩＷト・ Ｑｭ 工ニ ，Ｑｾ ζＳ 司広レヲ車儀式ｑ｡ｴ

永 造

丁 目 l 番 3 号

取締役社長 山 本

大 阪 市 北 区 西 天 満 5

T E L  0 6 - 3 6 4 - 3 0 5 6  ( 代)

東京・神戸・広島 ・岡山

名 古 屋 ・ 岡 山 ・ 札 幌 ・苫 小 牧 ・ 浜 松 ・ 滋 賀

京都・高砂・ 三 原 ・徳山・松山・新居浜 ・福岡・沖縄

社

支 底

事 業 所

本

ー- ... ι ・ Ｕ 信量，ｉＮｩ，轟品昼里 ］ｦ］ ｊ 、ＮＮＮＮＮｾ

zz ヨ5 司呈' 壇. . J ; ¥. - j ; 云 ... 工

取 締 役 社 長 嘉 納 イ 云 三

干530 大 阪 市 北 区西天満 2 - 6 - 8 (堂ピル) T E L  06(364)  1  4  7  1  

T E L E X  523- 3  2  8  7  

干 105 東 京 帰 港 区 新情2・16(ニュ ー 新 情 ピル) T E L  03(504)  0  2  3  1  

T E L E X  222 - 6  7  2  4  

干 462 名 古 層 市 北 区 宣 雄 三 丁 目 12 ー 14 T E L  052(991)  5  1  3  1  

干657 神 戸 市温 区寝屋中町 1-2・9(エピスピル) T E L  078(881)  5  5  7  1  

ゐ

本 社

東 京 宣 唐

名古屋宝庫

神 戸 宣 底

テラゾーブロック

テラソータイル

各種カラー平板

内 外 産 建 築 用 大 理 石

花闘岩・其ノ他石材

ネオパリ工

総 合 設 備 工 事〈設 計 ・ 施 工〉

建築・電気・通信・送電線・プラント・計裟・空調・土木

。 住 友 電 設 株 式 会 社

取 締 役 会 長 小 林 四 郎

取 締 役 社 長 代 谷 正 元 株式会社旭大理石工作所

電話 (06)954- 6661代表

電話 ( 07746) 2- 0  3  7  4  

電話 (08699) 3- 1  3 6 5  

〒535 大阪市旭区中宮 1 丁目 10番9 号

〒610- 03 京都府綴喜郡田辺町大住

干709- 04 岡山県和気郡和気町大字原

』 ー

匂安

大阪市福島区福島7 ー 2 2 - 8 T el  06- 452- 1151  (大代)

東 京 都 港 区 芝 2 - 2  - 1 7  Tel  03- 454- 7311 ( 大代)

福岡・広島・名古屋 ・神戸 ・京都

社

京

社

本

東

支

ナ

ニ

ワ

E

株

式

会

社

一

品

唯

一

叩

枝

一

品

川

コ

ー

ド

一

位

F

r八

奉仕感謝の庖

タイル工事施工

⑩ 認 川 岸 窯 業 商 底

興

代 表 取 締 役 土 井 敏 裕

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ピル 7 階)

電 話 ( 361) 3  6  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 ( 671) 1  4  7  8  ( 代)

川 崎 ・ 相 模 原 ・ 堺 ・ 滋 賀
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ナニワ緩勾12ii
3 寸緩勾最適軽量水止付 (空葺) 瓦

."，550 大阪市西区凶本町 1 - 1 3 - 3 3  

電 話 大 阪 06( 532) 代0461 ."，550 

天 理 市 丹 波 市 新 田J 50 

キ土

天 理 営 業 所

本



岡田ペーパー株式会社

。大阪市西区北堀江 2 丁目 5 番20号

T  E  L  06- 531- 4601附

ＰＶＭＵＴＱＭＲＳＰｾ 航 Ｉ

フロアーサンデイングシステム関連商品

研 磨 材 料 & 研 磨 機 器

布 紙 ペ ー パ ー & ジ ス ク ペ ー パ ー

特殊壁装材製造販売和室に最適

一一一一・豪楽壁紙・ホクシノン( 無機質壁紙)

tTll3C橡) 踊0ヨコ9 ロヌ

場

一

ニ

エ

宙

開

第

、 ｾｉｉｉｊ コ ｫ
営 業 種 目

・防 水 工 司E 塗布防木・シート防本・モルタ Jレ防水

・樹脂注入嬢着工法 各種樹脂注入後者補修工事

・亀裂補修工事 各樋術脂注入・充填・コーキング

・シーリング工事 シリコン ・チオコール・ウレタン・アクリル

・吹 付 工 事 アク リル・リ シン ・弾性タイル・その他

く〉建般書韓併可 大阪府知事許可( 般ー53) 第51225号

く〉日本シーリング工事築協会々員

大阪市北区末広町 3 - 2  1  刈6 ¥品.::t:. ' ) ; l 倖 4 四← I I I

星相地所扇町ピル201 S  '"彊..1 ｴＴＧｔｴＧヲコｾ ... τ7. . . . 11 

T EL  0 6( 31 5) 0 7 0 1  、.-. -， .  - ｾ｟ＮＮ・Ｇーー，、ＮＮＮＮＮＮ・

製造元自由マスヲ ＡＮＮｾｊＢ ヲユ弐縁式会抱

販 売 元 凋t リ・リ克拘l . I i 練式会員

本 社 / 東 京 餌 港 区 六 本 木 3 - 1 6 - 26 ・03-四2- 8811

大阪泊 車所 / 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 7 ・06- 202- 3294

⑤ ｟ＢＢｊＮＮ ｜｜ｩｾＭ 横代の断熱用シｾ人
』多3戸川 V  み

目n"I ，イナ11ーシートP

目 立 電 線 株 式 奮 融 制 問 軒 畑 区 駒 内 2 T 回 目 ( 干 代 田 ピ ル )

浜

本

錦 繍 営 業 所

社

手二J s CS A 軍:. . :旬包#二aト

セキサン1'¥イル ( 5 M.AC. PC.R C)  

カネライトフォーム.A L C 鋼 材

建 築 材 料 一 式

宗 産 業 株 式

代 表取締 役 j賓 岡 j告

社 〒629- 31 京 都 府 竹肝 郡網 野 町 .f: 網 野

T  E  L  ( 07727 ) 2 - 2 2 2 0  ( 代)

〒624 舞 鶴 市 領 米 1 6  0 - 1  

T  E  L  ( 0773 )  76- 0133( 代 )

ム

宮

逆打部の充填モルタルに

デンカC S Aファミリー製品

・寄与DCSA. . … … … … … … … … … コンクリートのひぴわれ防止に

( 膨張性混和材 )

・安二 ｊｄＢｾ ，ヨニ ｊ ……・………………鉄骨ベース、
( グ ラウト 用 無収縮 材 )

・雪二 ｊｄ 司 ｆ Ｚｉー宇吻 ｉｊｾ …・・・…ＮＮＮ・ ｈ ・Ｍコンクリー卜身巨体の漏水補修に
( 止水・補修用 急硬セメ ント)

・零ニJ DES. ………. . . ・ H ・-…. . ..・ H ・- …地盤補強用薬液注入

( 土 質 安 定 用急硬 材 )

・雪ニJ DI J OOO・… H ・H ・- … … … … … コンクリートパイルの早期出荷と

( 製品 用超高度混和 材 ) ハイモメント製造用に

電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 唐

ム

冨式業 株産浦金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社 ネ土

T E L 大阪 ( 0 6  )  4 4 3 - 6 1 8 1  3 3 2 - 6 8 6 1  

2 7 2 - 8 5 0 1  

( 0  6  )  

( 0  3  )  

大阪

東京

社/ 本コト

式株

T E L  

T E L  

-圃・・・- ・圃.

社
ム

冨式株産洋 物光 キ土

A  

Z 茸

8 3 - 2 3 8 1  
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T E L 滋賀・守山 ( 0 7 7 5 )2 5 2 - 6 0 0 0  T E L 大阪 ( 0 6  )  



z d J 平安説: T l I J I !J 9J 乱暴9J l

半 世 紀 の 実 績 が

誇 る 技 術 と

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品種・オリエンタルカラースーパーメタル ( CS PM)

・オリエンタルスチールライト ( S T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

ア フ タ ー ケ 戸 ー ノ

58 

i皮板規格 S小波・ S大波・ V 波・ボックスi皮・W ジャンポi皮・ V デ ッ キ

S Vジャンポ波・其の他

用 途 平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・竪樋・軒樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・エキゾスター( 強制) )  

ホーンタイト( 防音壁) ・其の他

※ カ タ ロ グ を 御 靖 求 下 さ い

盛 市I J I !J 9 旭 川t 製造綜式会誼

大 阪 本 社 〒660

営 集 部 干660

支 l苫 及 工 場

東 京 本 社 及 工 場 干335

支 庖 及 エ 渇

尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26 松本ビル 電 話 大 阪 (06) 412- 5131 ( 代)

尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26 松本ビル 電 話 大 阪 (06) 412- 5131 ( 代)

大阪・ 九州・ 名古屋 ・広島・東条 ・メIJ 谷

姫路( 東洋建材工業. 株)

蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号 電 話 蕨 (0484) 42- 3115 ( 代)

東 北

電気・空調・衛生など各種般備分野の記事が 1冊の雑院に/

望築自愛 月刊

圃圃+ 陸軍軍+ 圃圃+ 圃圃+ 圃圏直

語ｼ画｛ￏ｝ｾ ｾ困圃回｛Ｑｊ亘 書量同園
~ 充 実 し た 実 務 家 の た め の 内 容 ~

・視点・随筆 業界，学会，社会，文化について，学識経験

者の見解を発表

. 新建築・新設備 注目すべき建物の建築と設備を紹介

・ 特 集 業界，社会のニーズにこたえる諸テーマをと

らえて，必要知識を紹介

・ 講 座 建築，建築設備，機器，材料に関連し実務上

必要とする基礎知識を連載

・特別講座 業界，社会のニーズにこたえ，時代的テー

マに関し実務上必要とする知識を連載

園ニュ ース 圏内 ・海外ニュース ，機 器 ・文献ニュース

E 会社だより，研究所だより その他

- R曙 掴 爾 祖 国 聞 置 置 摺 柵 冒 岡 園 周 費 四D 冒. . .  

ネI 団法人 建築設備綜合協会 干103 東京都中央区日本橋本町村2( ミマツピル ) n 03( 668) 4059 . 4052



春 夏 秋 冬。日本はど季 節にきわだった美 しさのある国はありません。

そこで暮らす私たちは、自然との調和をとても大事 にじCいますユ

二和は、快適な居住環境づく りの中に、さまざまな工夫をこらしてし、ま主

シャッターとブラインドの両方の機能を兼ね備えた「スカイ卜一泊。

窓のイメージが大きく変わります二

ヌカイトン

. 窓を開けずに室内操作

・採光、換気が自由自在

・防犯・防風雨・遮音・遮熱機能

・戸袋スペースが不要

・アルミの強さ・美しさ

. スイスの先進技術を導入

盟 三 和 シ ヤ y ター工業株式会社

本社/ 干160 東京都新宿区西新宿2- 1-1

( 新宿三井ピルM階) n03(346)3011 ( 代表)
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メヒ

イ面 正

九 金 振

員 替

五 S2

0 主主

円U阪

( 室 丁

送 ｾ ａ
料 品不

4 ム て 五

オ-¥;- 徴五

' --' " 収 番

- 強じんな極太パイルが靴底の土砂を払い落

とし、パイルの中に沈ませて表面をいつもき

れいに見せま主

・パイl レの土砂は、電気掃除機で容易に吸

いとれま丸

・コーヒー、コーラなどの汚れも水，先いで簡単

に落とせま丸

・少しの勾配と排水口さえあれ ば、マンション

などの外廊下にも大丈夫。乾湿が繰り返え

されても力eラス繊維で忌補強された塩ヒ' パッキ

ング層は伸び絡みがありません。

・耐久性、徳色性、制電性に優れています二

特 徴

間ヨロー宅F'z
靴底の汚れと水を力ッ卜する

センイ床タイjレの極太タイプ(50cm角)

ｩｬｪ れた， ｾ ｪ ｴｊＮ氏 は 、ムＺＱＪ Ｑ か ら エレ ベーターホー

ルや ｬ ￭ ｽｾ 段 への 肋線に集 ＧＱ Ｇ しま丸むし、ここ

で i lj れをかγ 卜してフールできたら往 物 全 体

の床は、 もっと作易にいクリーン" を似 てま丸

こんな ｉｾｪ￮｜Ｎ 、を解決するのか、 ＵＰ｣ｭｦｴ ｊ センイ

j木タイルのフローチェてι 丸 タジマならでは

のノ ミッキンク1主Wiが似λ; 繊維をしっか 1) 支

えている、キーフラリーンへの新 提ｾて ‘ ホ ー

床 の 光は心の 光 t " J  

T1.¥J  I  mL¥V  
・北 陸宮 0762 (31) 5741 ・名古屋台052 (571 ) 6361 ・高 松宮0878 (62)  5285 

・長 野合 0263(2η 1841 ・神戸倉078 (232)  0132 ・福 岡宮092 (7 12) 9141

・静岡宮 0542(81) 8931 ・広島宮082 (246)  9436 ・鹿児島君0992 (51) 6556

雑 誌 03379 - 12 

リエステJ レ

不織布 繍強層

・イ士縁 パイル/ 日C F ポリプロピレン l∞% ( 極太単糸)

パッキンクi P.v.C 特殊コ ンノマウンド+ ガラス繊維不織布( 積層)

寸法 / 500. 0 X 5∞. Omm 全 厚/ 9. 5 mm 色 数15色

設計価格/ 9，900円1m
' (材 工 共300m' 以上)

. オフィス ・庁舎 ・病院 ・庖舗 ・ホテルなと二あ

らゆるピルの玄関、エレベーターホール。

・スポーツ・レジャー施設のパブリックスペース。

- 多摩合 0425 (27)  8132 

・横浜f t 045(681)  4835 

・新渇f t 0252 (65)  0261 

. 仙台宮0222 (22)  6413 

・jt間車合 0486 (51) 9721

・車関東宮 0472 (48) 0635

- 大阪雪 印 (441) 5951

. 札 幌n 011 (231)  8261 

・盛岡n o196 (22)  3532 

見 本1綴をお求めドさL 、。

株 式 全 社 タ ジ マ 東 京 営 喋 所

干 101 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町3- 11- 13宮 03 (866)  61 0  1  


